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　　　プロローグ




　杉すぎ崎さき渉わたるは、自分の手元を見つめていた。指先でいじっているのは、先ほど、入学式前の正門受付で新入生全員に配られていた校章バッジだった。一枚の葉をモチーフにした金色の校章は、関東一の私立進学校と名高い森もりノの宮みや学院のそれだ。

　全国模試上位の秀才ですら入学のかなわない、エリート中のエリート私立高校。世間において、森ノ宮学院はそのように認知されている。

　ふいに、ホールのざわめきが静まる。体育館のホールは、今日の入学式のために集まった森ノ宮の新入生たちによって埋め尽くされている。今しがたまでざわついていた彼かれ等らは、一斉に口をつぐんで前方の壇だん上じようを見上げていた。渉もそれにならって、そちらを向く。

　教員と思われるスーツ姿の大人たちがステージに上がってくるところだった。

　そのうちの一人、背が高く、黒のツーボタンに身を包んだ三さん白ぱく眼がんの男が、マイクの前に歩み出た。真っ黒な髪をオールバックにして、片手をポケットにつっこんでいる。

「お集まりの皆さん、おはようございます。森ノ宮学院副校長の灰はい谷たにです」

　文もん言ごんは丁てい寧ねいだが、ひどく無感情な挨あい拶さつだった。灰谷と名乗った男は、空あいた方の手でスタンド付きのマイクをつかむと、ぐるりとホールに並ぶ新入生たちの顔を見渡した。

「親元をはなれて、はるばるようこそ。これからみなさんは隣となりに並ぶ学友たちとともに、この森ノ宮で過ごし、切せつ磋さ琢たく磨ましていくことになります──」

　スピーカーから放たれる声の質が、ふいに重みを帯びた。

「──と言ってやりたいのはやまやまだが」

　灰谷はマイクを抜き、背後の教壇に気けだるそうにもたれかかって言った。

「貴様らにはこれから、全員この場でしのぎあってもらう」

　高圧的な通告。悪あしき予感に、館内がざわめく。

　その空気の震ふるえを押し潰つぶすように、灰谷は語を継いだ。

「先ほど、正門前で配られた校章バッジ。今から三十分だ。その三十分の間に、バッジを学友同士で奪い合え。相手に重じゆう篤とくな傷害さえ負わさなければ、方法は問わない」

　なるほど、と思う。これが、ここのやり方か。

　渉は思いながら、目だけを動かして自分の両りよう脇わきの男子生徒を確認した。どちらとも、事態を飲み込めていないような呆ほうけた表情で壇上を見つめている。

　彼等の制服の胸には、金色の校章バッジが無防備に光を放っていた。

「なお、本争奪戦が当校における最終入学試験となる。

　──入学資格を与えられるのは、バッジ獲かく得とく者しや上位二十名のみ」

　その言葉を受けて、新入生たちの反応は、はっきりと二ふた手てにわかれた。

　うろたえる者と、その目に獲え物ものを見据える者。そして、渉わたるは、

「最終試験開始。怪盗候補生諸君の健けん闘とうを祈る」

　灰はい谷たにが告げると同時にすばやく両手を伸ばし、肩を並べる学友のバッジをひきちぎった。驚おどろきに目を剥むく二人がつかみかかってくるやいなや、奪ったバッジとともに姿を掻かき消す。

　体育館の窓の外を、風に吹かれた桜の花びらが過ぎ去っていった。







　　　Ⅰ　杉崎八尋




　体育館の床を蹴けるたびに、おろしたての上うわ履ばきが大きく鳴いた。校章バッジの金色の輝かがやきが目に入るたび、まるで自動操縦のように身体からだが突進していく。

　止まるな。渉わたるは胸のロザリオを握りしめながら、己おのれに言い聞かせた。片かたっ端ぱしからバッジを奪い尽くせ。

　気付いたときにはもう、怒ど号ごうと悲鳴の飛び交う混戦の人波を抜けて、その先の新たな標的に肉にく薄はくしていた。髪をワックスで逆さか立だてた男子生徒だ。

「な、なんだ、お前もやる気か……」

　焦った様子で身構えた男子生徒の言葉は、そこで途切れた。地を這はうように迫っていたはずの接近者が突とつ如じよ、虚こ空くうに溶けて消えたからだ。

　次の瞬しゆん間かん、渉の姿は男子生徒のすぐ後方に現れていた。すれちがいざまに男子の胸のバッジをひきちぎって、勢いそのままに後ろ回し蹴りを繰り出す格好で。

　渉の回転蹴りを腹にくらい、男子が仰あお向むけにふっとばされる。倒れ込んだ先で、短い悲鳴が上がった。瓶びん底ぞこ眼鏡めがねをかけた、気弱そうな三つ編みの女子生徒だった。

　女子は、足あし下もとの男子と渉とを交互に見比べ、ヒッ、と恐怖に顔をこわばらせた。その制服にバッジは見あたらない。だが、渉はすでに走り出していた。

「私はもう持ってない！　取られたから……ッこ、来な……」

　ストップをかけるように両手を広げて突き出しながら、彼女はさけんだ。

「来ないでーーーっ！」

　空気が激げき震しんした。鼓こ膜まくを貫き、頭ず蓋がいにヒビが入るような音の衝しよう撃げき。ただの甲かん高だかい悲鳴ではない。周囲の人間ものけぞり、耳を押さえてうずくまっている。

　渉は、喉のどの奥でうめいた。まるで、音波の怒ど濤とうだった。気を抜けば、後ろに吹き飛ばされてしまいそうな感覚。だが、奥歯を噛かんで、大きく足を前に蹴り出す。

　渉の姿がふたたび消えて、女子は息をのんだ。音の衝撃が、余韻を残して消える。渉の姿が次に現れたのは、女子生徒の懐ふところだった。彼女の上履きの先を踏みつけ、そのまま相手の肩を突きとばす。派手に尻しりもちをついて、女子のスカートがめくれあがる。

　だが、渉の視線は純白のショーツではなく、足下に残された彼女の上履きに向いていた。

　上履きをつかんで、逆さにすると、校章バッジが転がり出てきた。手で受け止めて、制服の内ポケットに突っ込む。じゃらり、と音がした。

　ポケットの中のバッジの重みに、手て応ごたえを覚える。この日のために磨いた技術、研とぎ澄すませた感覚、引き締めた身体。すべてが通用する。大丈夫だ。俺おれは……。

　俺はコイツらと戦える。

「そのバッジ、返してもらうわよ」

　背後で、低い声がした。強い力で、首根っこを引っぱられる。

　とっさに振り払おうとしたが、なぜか足の踏ん張りが効かなかった。たちまち、ぐるりと視界が反転する。投げられた、と気付くと同時に渉わたるは身体からだをひねった。

　膝ひざを落として衝しよう撃げきを殺し、着地する。

　顔を上げると、先ほどまで渉の立っていた場所に、華きや奢しやな後ろ姿の少女が立っていた。

「さっきから跳とんだり消えたりして、ずいぶんと大活躍じゃない……」

　短いスカートをひるがえして振り向いた少女は、強気そうな吊つり目めでにらみつけてきた。

「この盗ぬすっ人と野郎」

「盗っ人野郎？」渉は眉まゆを寄せた。

　少女は偉ぶって胸を大きく張りながら、鋭く指をつきつけてきた。
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「そうよ。もう、これ以上あんたの好きにはさせないわ！」

　なんだこいつは、と渉は思った。さっき、バッジを奪ったうちの一人か？

　だが、よく見るとそうではないらしい。制服の中でひどく窮きゆう屈くつそうに盛りあがった彼女の胸元には、隠そうともせず堂々と校章バッジが輝かがやいている。

「どういうつもりだ」

　渉は、ゆっくりと身を起こしながら言った。

「それはこっちの台詞せりふよ」少女は腰に手を当て、強い口調をぶつけてくる。「あんた、自分が何してるかわかってるの？　あんたがバッジをとればとるだけ、みんな──」

「甘えるな」

　渉わたるはさえぎるように言って、少女を見据えた。みなまで聞かずともわかった。

「お前はどうして森ノ宮ここに来た？　友達と仲良くして、みんな一緒に笑顔で卒業するためか？」

　ちがうだろう、と語をかける。少女に向かって突き出した手を、強く握り固める。

「盗みのライセンスを得るためだ。そのチケットが、目の前にあるんだぞ」

　自分と彼女だけではない。少女の後ろで情けなく尻しりもちをついている眼鏡めがねの女子生徒も、そこかしこでバッジの争奪戦をくりひろげている新入生たちも、皆が同じ志こころざしを抱いてここに集っている。そしてそれは、みずからの手で奪いとらなければならないものなのだ。

「だからって、それを他人から奪うの？」

　少女はキッと眼光を鋭くして言った。胸元を握り締めて、強く目を伏せる。

「そんなの間違ってる。誰だれかが奪ったり、奪われたりを止めるのが怪盗の役目のはずでしょ。……あんたが今していることは、ぜんぜん真逆じゃない！」

　少女がうったえてくる。まっすぐで、かたくなだった。

　胸の奥にいらだちがざわめく。

「時間の無駄だ」と渉は吐き捨てた。「俺おれはお前たちと一緒に夢を追うつもりはない」

　少女のバッジに狙ねらいを定め、右の足を後ろに引く。地面を蹴けって、一気に少女との距きよ離りを詰めようとしたが、渉はすぐにそれを思いとどまった。

　少女の後ろに、大きな影がぬっと現れたからだった。

「ほんとほんと、友達同士で奪い合うなんていけないことだよなぁ」

　男子生徒の二人組だった。にやつきながら、両りよう脇わきから少女の腕をつかむ。

　少女が、ち、ちょっと……!?　と身をよじっているその前に、さらにもう一人、男子が立ちはだかった。三人目の男子は少女ににじりよりながら、鼻の下をのばして言った。

「俺たちもさっき悪い奴やつらにバッジとられちゃったんだよねぇ……。だからさ、友達を助けると思って、君のバッジも俺たちに分けてくれよ。な、いいだろ……？」

　明らかに口上とは異なる下心を秘めた表情で、わきわきさせた手のひらを少女の胸に近づけていく男子。しかし、その指先が期待をかなえることはなかった。

　少女が両手首をひねって、自分の腕を押さえる男子二人の袖そで口ぐちをつかんだ直後、彼かれ等らの身体からだは天井に迫るほど高々と宙を舞っていた。次いで少女は、自由になった手で、自分の胸に迫っていた三人目の腕をつかむと、相手に足払いをかけた。浮いた男子の身体を、その場でターンするようにして振り回して投げ飛ばす。

　振り払われた男子の身体は、渉のすぐ真横を過ぎ去り、そのままホール入口の引き戸に激突して、崩くずれ落ちた。ひしゃげて外れた戸が、ゆっくりと向こう側に倒れ、轟ごう音おんを響ひびかせる。時を同じくして、上空に放り投げられた二人組の方も、長い滞たい空くう時間を経てようやく床に落ちてきた。嫌いやな音をたてて、クラゲのように潰つぶれて動かなくなる。

「卑ひ怯きよう者ものは交友範囲外だから」

　少女は、埃ほこりを払うようにぱたぱたと両手をはたいた。

　こいつ……。

　渉わたるは眉まゆをひそめて、足あし下もとの重心をわずかに後方に下げた。

　彼女に襟えり首くびをつかまれたときから、違和感はあった。あのとき、彼女は背負いも足払いもせず、俺おれの身体からだを腕一本で軽々と投げてきた。なのに、投げた当人は至って細腕で、とてもそんな力ちから業わざができるようには見えなかった。となれば、答えは一つ──

　この怪力が、こいつの機能システマということか。

　少女は胸の前で水平に腕を構えて、ふたたび渉に向き直った。

「あんたのバッジを、みんなに返せだなんていわない。あんたと同じで、私だって怪盗を目指してるんだもの。だったら……」

　少女の瞳ひとみが、すっと細められる。笑みの口こう端たんに、小さく白い歯がのぞく。

「こっちも怪盗らしく、みんなのバッジを奪い返すまでよ」

　少女が地面を蹴ける。渉も遅れずに前に出た。ほとんど同時だった。透明化の機き能のうを発動して、相手の視界から消える。左の拳こぶしを握り締めて、少女を殴り飛ばすつもりで前に出る──

　がくんと、身体がつんのめった。後ろから左腕を引っ張られたような感覚があった。何だと思って見返るが、こちらに接近している者は誰だれもいない。

　首筋にチリッとした感覚が走る。殺気のような気配。前を向いている間はなかった。とっさに姿勢を低くすると、瞬しゆん刻こく、強い風が頭上を抜けていった。

　頭上をかすめたのは、すぐ後ろまで走り込んできていた少女の掌てのひらだった。急いで少女から飛び退のく。つんのめった際に意識が散漫してしまったため、透明化の効力が切れていた。

　少女は体勢を整えて、ふたたびこちらに飛び込んでくる。くそっ、と渉は胸きよう裏りでさけんだ。つかまれたら終わりの相手に先をとられた。思わず舌打ちする。

　今は、と思う。今は、間合いをとるしかない。




「あそこで派手に暴れているのがお前の妹か。結ゆい月づき」

　観戦の特等席となった壇だん上じようからホールを見下ろしながら、灰はい谷たにはネクタイを緩ゆるめた。

　彼の視線の先には、ひときわ目立つ女子生徒がいた。バレーボール等のネット用に使われる巨大な鉄柱を両手に構えて振り回しながら、今まさに男子生徒を追い回している少女だ。

　遠目から見ても、それが結月スバルであるということはすぐにわかった。

「ええ、まあ……それにしてもあの子、なんてはしたない」

　結月雛ひな子こは苦にが虫むしを噛かみつぶしながら、顔に手を当てた。後ろで髪をまとめて、細身の身体からだをタイトスカートのスーツに包んでいた。

　スバルが円舞を踊るように鉄柱を振るうたび、追われている男子生徒はすばやい身のこなしでそれをかわしている。だが、一発でも相手に直撃すれば大おお怪け我がはまぬがれえない。

「四よつ名なは？」

　灰はい谷たにが訊きいてくる。

「スバルのですか？　たしか、『天あまノの──」

　そこまで言いかけたところで、雛ひな子こは声をつまらせた。スバルが大きく旋せん回かいさせた鉄柱がすっぽ抜け、こちらに飛来してくるのが見えたからだ。視界の中で、巨大な鉄の塊かたまりがみるみる大きくなってゆく。一いつ瞬しゆんで血の気が引く。

「──きゃっ!?」

　思わず両手で頭を抱えてしゃがみこむ。直後、鈍い風かざ切きり音が頭上を過ぎ去った。

　鉄柱はステージの壁に激突して、重々しい金属音とともに壇上が揺れた。おずおずと振り向くと、灰谷が、跳ね返って転がってきた鉄棒を革靴で踏みつけて止めていた。

「数年振りに戻ってきて少しは大人びたかと思えば……」

　灰谷が冷たい目で見下ろしてくる。

「それが仮にも一教師の態度か」

　雛子ははっとして、それからおずおずと立ち上がった。赤らむ顔をそむける。

「これは不可抗力です、先生」

「先生はやめろと言っている。いつまで学生気分だ」

　雛子は頬ほおの紅こう潮ちようを抑えようとしながら、お澄すまし顔で両りよう肘ひじを抱いた。タイトなスーツに押し込めた胸を持ち上げるようにしながら、ホールに向き直る。

　すると、遠くのスバルが目を丸くして、こちらを見ていた。横目で睨にらんでやると、スバルは「……やっちゃった」といわんばかりの趣おもむきで笑みを引きつらせる。

　しかしその一瞬の隙すきをついて、男子生徒がスバルの脇わきをすり抜けて、非常口から体育館の外へと飛び出した。スバルも、あわててそれを追って敷しき居いを越えてゆく。

　灰谷は小さくため息をついて、「──それで、」とふたたび問うてきた。

「スバルとやらの四つ名だが？」

　雛子は、スバルの消えた非常口を見つめながら、軽く肩をすくめて言った。

「『天あまノの羽は衣ごろも』、です」




　渉わたるは息を切らしながら、薄うす暗くら闇やみに身を沈めた。体育館横に見つけた、プレハブの用具倉庫の中だった。鍵かぎが開いていたので、逃げ込ませてもらった。

　透明化の機き能のうには、二つの欠点がある。一つは、能力継続の意識が乱れると効力が切れてしまう点と、あともう一つは、透明化している物体が分ぶん離りすると効力も失われる点だ。とめどなくあふれてくる汗を鎮しずめなければ、透明化もままならない。壁にもたれて、息を整える。

　それにしても、いったいなんなんだ、あの怪力女は。

　どんな物も軽々と持ち上げ、振り回し、投げつけてくる。こちらがいくら透明化できるとはいっても、あの怪力に素手で立ち向かうわけにはいかない。

　入口のスモークガラスからそそぐ光を頼りに、何か武器になりそうなものを探してみる。倉庫の中には、野外運動用の用具が大量につめこまれていた。金属バットに各種ボール、多目的ロープやハードルにラインカー……。

　入口の戸がバンッと音をたてた。はっとして振り向く。

「何よ、ここまで来てかくれんぼ？」

　スモークガラスの向こうに、人影が見えた。クスッ、と愉快げな笑い声がした。

「中にいるのは、とっくにばれてるわよ。……入口のところにバッジが落ちてる」

　少女の声だった。引き戸の鍵かぎが、ガチャガチャと騒そう々ぞうしく鳴る。

　しまった。渉わたるは思った。軽けい率そつだった。プレハブの出入口は、このドア一つしかないのに。

「さっさと出てきなさいよ。でないと──」

　ふいに足あし下もとがゆらいだ。地じ震しん──ではない。すぐに想像はついた。倉庫内の用具が後ろに倒れ、流れていく。渉がとっさにネジで固定された台にしがみついた次の瞬しゆん間かん、轟ごう音おんとともに倉庫が激震して、体育用具一式が大きくとびはねた。

　悪い冗談だ。

　渉は思いながら、眼下を見た。さきほどまで背後にあったはずの壁が、今は真下にある。その眼下では、運動用具がぐちゃぐちゃに倒れて、折り重なっていた。反対に仰あおぎ見ると、天井にはスモークガラスの入口があった。この状況を簡単に説明するならば、つまり……。

　あの女に、プレハブ倉庫を横倒しにされたということだ。

「おとなしく降参するなら、許してあげないこともないかな……」

　頭上で、合板の壁の軋きしむ音がした。少女が、倉庫の上にのぼってきたのだろう。

「十秒数えてあげる。それまでに出てこなかったら、もう一回転行くわよ」

　渉は台から手を放し、山さん積せきした体育用具の上に着地した。

　さて、どうする……。

　少女のカウントダウンを聞きながら、サンルーフとなった頭上の戸を仰ぐ。

　とはいえ、この状況でやれることは限られている。倉庫の唯一の出入口は、完全に少女によって制圧されてしまっているからだ。今考えるべきは、あの怪力を如い何かにかいくぐるか──

　待てよ。

　ふと違和感を覚える。

　倉庫唯一の出入口である、引き戸を凝ぎよう視しする。いまだに鍵はかかったままだった。

　少女は先ほど、この戸を開けようとしていたが、鍵がかかっていて開かなかった。だから、彼女はプレハブ小屋をひっくりかえして、「バッジを渡せ」と脅おどしてきた……。

　どう考えても、怪力の無む駄だ遣づかいだ。

　プレハブをひっくり返せるなら、なぜその怪力で扉をこじ開けようとしない？

　……思い返せば、先ほど、体育館で男子二人に押さえられた彼女は、はじめはその拘束を引き剥はがせずにいた。反撃に出られたのは、その手で相手の袖そでをつかんでからだ。

　もしかすると……。

　この女の能力は、怪力とはまったく別のものなんじゃないか？




　渉わたるは、引き戸の鍵かぎを開いた。カウントが１を切るとほぼ同時だった。

　怪力少女は、上うわ履ばきで蹴けって戸を開いて、プレハブの中をのぞきこんでくる。

　ソフトボールにサッカーボール、ハードルにラインカー……と、ぐちゃぐちゃに折り重なった体育用具の山の頂いただきで、渉は金属バットを肩にかけてそれを見上げていた。

「そのバットで抵抗でもするつもり？」

　プレハブの屋上で腰に手を当てながら、少女は嘲ちよう笑しよう気味に見下ろしてくる。

　渉はバットを放り捨て、ふたたび仰あおいだ。

「鍵に手が届かなかっただけだ。それに……」

「それに？」

「怪盗は『殺さず』が原則だろう。こんな鈍どん器き使えるか」

「変なところで真ま面じ目めなのね」

　渉は、表情を変えずに手を掲かかげた。

「俺おれをひっぱりあげろ。お前の力ならできるはずだろう」

「いいけど……」少女は肩をすくめた。「ところで、大人しく降参するのよね？」

「いや」と渉は真顔で即答した。「隙すきあらば逃げるつもりだ」

　少女は苦笑した。スカートを押さえてかがみ込み、右手を差し出してくる。

「逃がすわけないでしょ。ほら」

　渉は倒れたコンテナを足場にして、左手を伸ばした。

　だが、その指先が届く前に少女に問われた。

「ねえ、あんたの名前は？」

　指先がこわばった。

「……杉すぎ崎さき」

　と、渉は言った。

　だが、そこで言葉が詰まった。

　ここにきて緊張？　目を伏せて自嘲する。馬ば鹿かが。自分で決めたことだろ。

　そして──




　──そして、杉すぎ崎さきと名乗った男子は、何かを決意したように顔を上げて言った。

「杉崎八や尋ひろ」

「そ。私は結ゆい月づき。結月スバル……」

　結月スバルははたと口をつぐんだ。彼の名字には聞き覚えがあった。

「ねえ、杉崎ってもしかして──」

　そこまで言いかけたとき、指と指が触れ合うほどの距きよ離りに達していた杉崎八尋の手が、くるりと円を描いた。瞬しゆん刻こくの後、スバルの右手首には細く、頑丈な多目的ロープが現れていた。がっちりと食い込むように巻きついてくる。

　──透明化のシステマ！　自分以外のモノにも使えるの!?

　スバルが動揺している隙すきに、八尋は飛び上がってプレハブの戸口に手をかけた。懸けん垂すいよろしく身体からだを引き起こして、鉄棒の体操選手のように身軽な宙返りで倉庫から脱出する。追いかけてつかまえようとしたが、つんのめって膝ひざをついた。見下ろすと、手首に巻きついたロープは、倉庫内部の梁はりにしっかりとくくりつけられていた。

　しまった！──スバルは目を見開いた。これじゃあ、私のシステマが使えない！

「やはり、ロープをひきちぎることはできないか」

　声が降ってくる。仰あおぐと、八尋がプレハブの上に立ち、見下ろしていた。

「はじめにお前が俺おれを投げ飛ばしたとき、妙な感覚があった。お前の手を振りほどこうとしたのに、なぜか足に踏ん張りがきかなかったんだ。……その理由がようやくわかった」

　スバルは右手首をくねらせて、手首を戒いましめるロープをつかんだ。だが、いくら引いても無駄だった。この状況では、どうあがいても私の機き能のうは発揮できない。

「お前の機能は『怪力』ではなく、掌てのひらに触れたものを軽くする力。そうだな、結ゆい月づきスバル」

　スバルは息を呑のんだ。

　嘘うそ。こいつ、こんな短時間で、私の機能を見抜いたっていうの……？

　だが、その動揺を悟られぬように鼻で笑う。

「……さあ、どうかしら？」

　精一杯の余裕を見せたつもりだったが、八尋の表情は変わらなかった。

「どちらにしろ──」

　八尋は、その手につかんだもう一本の多目的ロープを強く張って、語を継いだ。

「お前の両手をふさいでしまえば済む話だ」




　ロープの結び目をきつく引き締めて、八尋はやおら立ち上がった。正座の格好で、後ろ手に緊きん縛ばくされた格好のスバルを見下ろす。

「いい格好だな」

　……くっ、とスバルはうめいて顔をそむけた。

　澄すましたような八や尋ひろの言い方が、くやしくてたまらなかった。なのに自分は、プレハブの上でただ身をよじることしかできない。

　こんなところで……。

　視界に霞かすみがかかって、強く、強く唇くちびるを噛かむ。

　怪盗になるって誓ったはずなのに……つまずくわけには、いかないのに……！

　プレハブのすぐ横にそびえる体育館からは、荒々しい喧けん騒そうがくぐもって聞こえてくる。館内ではまだ、校章バッジの争奪戦がくりひろげられているはずだ。

　体育館横に、誰だれかが来る気配はない。今ここにいるのは、八尋と自分の二人だけだ。

　ふと気付いて、上うわ目めで見ると、八尋はさっきから一言も発さずにこちらを見下ろしていた。不思議に思いながら彼の視線を追って、下を向く。スバルの身体からだは今、細いロープでぎっちりと拘束されているのだが、問題はその胸元──。

　スバルはがばっと身をよじった。シャツの谷間に食い込むロープのせいで、ただでさえ出っ張ったバストがたぷっとこぼれおちんばかりに強調されていたからだ。

「ど、どこ見て……！」

　だが、八尋はスバルの肩をつかんですぐ元の格好に引き戻す。

「ひッ!?」

「暴れるな」

　八尋が低い声で告げ、指先を伸ばしてくる。

　顔中が火ほ照てり、どくんどくんどくんと鼓こ動どうが激しくなってくる。心臓の音で何も聞こえなくなる。見たくないのに、目をそらせない。八尋の手が、裸同然の形の胸に近づく。それが、目当てのものについに触れる。つまんで、ひねって、──バッジを取る。

　……え。

「何を赤くなってるんだ、お前は」

　八尋が、冷めた目でスバルの顔をのぞき込んでくる。

　その表情に下心の気配は欠片かけらもなくて、だけど逆にそれが恥ずかしくて、屈辱で、かみしめた歯の奥から言葉をしぼり出す。「しッ……」ぷるぷると震ふるえて顔を火照らせながら、上うわ目めで八尋をにらみつける。そして──

「知らないわよ、馬ば鹿か！」

　怒ど声せいを叩たたきつけた。




「そこまで」と灰はい谷たには言った。その声がマイクを通して、館内のスピーカーから放たれる。最終試験が始まってから、ちょうど三十分後だった。

　いまだ争奪戦の熱気が残る体育館のホールに、ステージ上の灰谷の継ぐ語が響ひびく。

「上位二十名。我こそはというものがいれば、名乗りをあげろ」

　新入生たちの荒い息があちらこちらから聞こえてくる中、最初に誰だれかが「三個」とさけんだ。ステージ前の茶髪の男子生徒が、握り締めたバッジを掲かかげていた。

　ところがすぐさま、彼に続くようにして、「七個」、「八個」と、まるでオークション会場のように次々に数字が上乗せされていく。

「三十」

　挙手の連鎖を断ち切ったのは、低く、静かな宣言だった。

　その声が聞こえたのは、ステージの上からだった。舞台の右みぎ袖そでから、一人の男子生徒が歩いてくる。ふぞろいな前髪のショートカット。大人っぽく整ってはいるが、ひどく愛あい想そのない面おも立だち。けして大柄ではないが、それを感じさせない冷然とした雰ふん囲い気きがあった。

　彼はステージの中央まで来ると、制服の内ポケットに手をつっこみ、わしづかみにしたバッジを盛大に壇だん上じようにばらまいた。

「お前は？」

　灰はい谷たにがたずねる。

「杉すぎ崎さき八や尋ひろ」

　八尋は足あし下もとのバッジを顎あごでしゃくってみせた。

「まちがいなく三十だ」

「見ればわかる」

「だろうな」

　八尋は首をかしげて問うた。

「だったら、これで入学決定か──」

　八尋の語は、そこでふいに途絶えた。

　舞台の左ひだり袖そでから、もう一人の男子生徒が歩み出てきたからだった。

「それが怪盗のやり方か？」

　厳しく、蔑さげすむような口調だった。あどけなさを残すが、唇くちびるを引き締めた凜りんとした面おも立だち。稲穂のようになびく髪。少し色白で、八尋と体格はほぼ変わらない。

「自分の欲望のためだけに力をふるい、盗み、それを我がものとする……そんなものは、薄うす汚ぎたない盗ぬす人びとのやり口だ」

　彼は教きよう壇だんの前で足を止めると、右の手を制服の内ポケットに突っ込んだ。

「ここに三十一個のバッジがある」

　男子生徒はそう口にして、八尋に向かって右手を突き出した。広げられた手のひらには、校章バッジが幾いく重えにもつみかさなって金きん塊かいのごとく輝かがやいていた。

「すべて、お前のような略奪者から奪い返したバッジだ」

　八尋は軽く首をかしげた。

「やっていることは同じだろう」

「ちがうな」男子生徒は即答した。「僕はこれを自分のためだけに独占するつもりはない。今持たざるものにすべて分け与えるつもりだ。そのために盗んだ」

　体育館がざわめく。

　八や尋ひろは表情を変えない。ただ、男子生徒の方を見つめている。

　体育館のラウドスピーカーがノイズを発した。

「水をさすようだが、神かみ代しろ少年。ここで、大事な業務連絡がある」

　その声の主は、灰はい谷たにの脇わきから前に歩み出てきた、深緑のデザイナーズスーツの青年だった。若く、二十代後半ほどに見える。灰谷から受け取ったマイクを手にしていた。

「業務連絡？」

　神代と呼ばれた男子生徒がいぶかしげに眉まゆを寄せる。

　ああ、と青年は目元をやわらげて言った。

「一つ言い忘れていたのだが、この最終試験はまだ終わりじゃない」

　まるで新入生たちの反応を楽しむように、青年はぐるりと館内を見回した。それぞれが期待通りの表情をしていることを見て取って、彼はふたたび語を継いだ。

「つまり、まだインターバルに過ぎないということだ。試験終了は、一週間後のこの時間。ふたたびここに集まった君たちが、その胸にバッジを輝かがやかせていることを切に願う」

　青年は、それでは、と笑みの唇くちびるをマイクに近づけて言った。

「森もりノの宮みや校長として、諸君らの仮入学を心より歓迎する」

　マイクがスタンドに戻され、若き校長をはじめとした教師陣が壇だん上じようから去ってゆく。ステージには向かい合う二人の少年だけが残され、館内には戸と惑まどいの喧けん騒そうが満ちた。

　先に動いたのは、八尋だった。

　足を前に出して、神代に迫る。神代は微動だにしない。両者の距きよ離りが狭せばまる。だが、二人がぶつかりあうことはなく、八尋はその脇わきを通り過ぎただけだった。かがみこんで、神代の足あし下もとのバッジを拾い上げる。先ほど、みずからが壇上にばらまいたものだった。

　八尋は一つ一つ、表情を変えずにバッジを拾い集めていく。

　神代はその様さまを、忌いま々いましげに見下ろしながら言った。

「君には、プライドというものがないのか」

　八尋は黙だまったままバッジを拾い終えると、早々に神代に背中を向けた。ステージを下りて、人波をぬって、こちらに向かって歩いてくる。

「ねえ、あんたってどうして……」

　スバルは、バスケ用のセンターサークルの上で、腕を拱こまぬきながら問おうとした。

　だが、その質問をみなまでぶつけることはできなかった。

　八尋の姿は、スバルの目の前でふっと消え、見えなくなった。ホールのざわめきに彼の足音は飲み込まれ、耳をすませても聞こえない。

　周りをいくら見回しても、結局、杉すぎ崎さき八や尋ひろの姿を見つけることは叶かなわなかった。

　スバルはぎゅっと眉まゆを寄せて、虚こ空くうに問うた。

「……どうして、怪盗になろうと思ったの？」




　入学式を終えた帰り道、旧校舎の廊下を歩きながら、森もりノの宮みや校長の乙おと旗はた衛えい次じはつぶやいた。

「それにしても、面白くなってきたじゃないか。神かみ代しろ明めい夜やと、もう一人は──」

　乙旗の前を行く、副校長の灰はい谷たに雅まさ之ゆきがスーツの前を開きながらそれを補足した。

「杉崎八尋。父親が第一等級怪盗ドミナス・クラスの二世だ」

「ああ、あれが杉崎の……」

　最後尾を歩く結ゆい月づき雛ひな子こが、軽くサイドの髪を掻かき上げながら言った。

「二人ともエリート家系のサラブレッドですか。さすがというべきか……」

「君の妹さんはなかなか期待値が高そうだがな」と乙旗が見返る。「『天あまノの羽は衣ごろも』だったか？」

「システマが優秀なのは認めますが、実力はまだまだだと思います」

　それに、と雛子は口を押さえてうなった。

「システマの力で言うなら、やはり『森羅万象アルターエゴ』の神代明夜にはかなわないかと」

　乙旗は喉のどを鳴らして笑った。

「やはり今年の最終試験は、あの神代明夜シンデレラがどう踊ってくれるかが見み物ものだな」

　革靴を鳴らして、正面の灰谷がとつぜん立ち止まった。ゆらりと見返り、およそ教員とは思えない眼力の三さん白ぱく眼がんでにらみつけてくる。眼まな差ざしだけで人一人殺せるというのは大げさかもしれないが、卒倒くらいはさせられるだろう。

「楽しむのは貴き様さまの勝手だが、状況はわかっているんだろうな。乙旗」

　灰谷が釘くぎをさしてくる。彼がいわんとしていることはすぐに理解した。

　わかっているよと応じて、乙旗はガラス窓の外を見やった。ここからは、春光さすグラウンドと旧校舎、そしてその先にそびえる白はく亜あの創立記念館を見渡すことができた。

　笑みを消して、静かに口を開く。

「サーカスはいずれここに来る。楽観視しているわけじゃないさ。それはそれとて……」

　乙旗は一同の前に歩み出ると、表情を和やわらげて皆に向き直った。

「いよいよ、我が校も新学期の幕開けだ。鼠ねずみ小こ僧ぞうたちの指導鞭べん撻たつ、よろしく頼むぞ」

　教師陣の応じる声が、無人の新校舎に響ひびき渡った。







　　　Ⅱ　杉崎渉




　全寮制である森もりノの宮みやの新入生は、原則的に二年生の先輩と二人一組の相部屋で共同生活をしていくのが決まりとなっている。もちろん、仮入学生の渉わたるとて例外ではなかった。

　寮の部屋はおよそ九畳ほどの広さで、内装は二段ベッドに勉強机、テレビや冷蔵庫もそなえつけられており、下へ手たな安ホテルよりはよっぽど生活レベルが高いくらいだった。

　杉すぎ崎さき渉はその勉強机で、みずからが奪い集めた三十個のバッジを広げ、ながめていた。そのうち一つを手にとって、目の前に掲かかげる。ちらつかせると、バッジの縁ふちは金の光を弾はじいた。

「八や尋ひろ」

　と真横から呼ばれた。

「バッジはつねに肌身はなさないのがルールだから、気をつけたまえ。抜き打ちの個数チェックをもれたぶんのバッジは、その時点で試験そのものから除外されてしまうからね」

　渉は、となりを見上げた。

　渉の勉強机に手をついて、したり顔でバッジを見下ろしているのは、男子寮の相部屋となった、二年生の朝あさ宮みや主税ちからだった。背が高く、マスクも甘い。

　朝宮が何気なくバッジの一つを手にとろうとすると、渉はその手首をつかんだ。

「触るな」

「そんな警戒しなくても。僕は先輩だよ？」

「お前が仮入学生の誰だれかと通じていないとは、言い切れないだろう」

　軽く睨にらみつけてやると、朝宮は悲しげに眉まゆを落とした。

「わかったよ。八尋は本当に気むずかしいな……」

　朝宮は、とぼとぼとさみしげな足どりで居間に向かった。テレビをつけて、しばらく一人であぐらをかきつつ、ニュース番組をながめていた。

　横目でテレビを盗み見ると、ちょうど怪盗の犯行予告のニュースがやっていた。

『またしても怪盗からの犯行予告！　次のターゲットは大物政治家!?』とスーパーで表示されている。犯行予告で指名された標的は、たびたび資金団体との癒ゆ着ちやくが噂うわさされている有名政治家で、彼の黒い金を狙ねらっての犯行予告ではないかとコメンテーターは語っていた。

　しかし、明らかな犯行予告を取り上げているというのに、アナウンサーやコメンテーターの顔もどこか朗らかで、時折笑顔すらのぞかせていた。しかも、彼かれ等らは、犯罪者である怪盗を糾きゆう弾だんするどころか、標的にされた政治家の黒い金の噂をほじくりかえしている始末だ。

　怪盗が犯行を行ったその翌日には、かならず全国各地の慈善団体などに、匿とく名めいの寄付金が送りつけられたりする。怪盗事件と寄付金との因果関係は立証されていないが、送り主の正体が何者であるかは誰の目にもあきらかだった。

　肥える者から奪い、貧しい者に恵み分け与える怪盗。彼かれ等らの行為に対する民意は、テレビの中に咲く笑顔が如によ実じつに示していた。

「でもさ、八や尋ひろ、そんなにバッジを集めてどうするの？」

　テレビをながめながら、朝あさ宮みやが口を開いた。

　バッジを集めてどうするの？

　質問の意味がいまいちよくわからなかった。

「バッジを多く集めるのが最終試験のルールだろう」

「まあ、それはそうなんだけどね」

　朝宮はしばらく、何かを言い淀よどんでいるようだったが、やがて思い切ったように、

「あのさ、本当はこういうのいけないんだけど、言っておくよ」

　あぐらをかいたままの格好で、くるりと朝宮が向き直る。

「僕たちも去年、君たちとまったく同じ入学試験を受けたんだ。仮入学生全員で校章バッジを争い合って、バッジ獲かく得とく数上位二十名のみに、入学資格が与えられる……」

　だけどと彼は逆説を継いだ。

「最終的な入学者数は、総勢百名。仮入学生のほぼ九割だった」

　眉まゆを寄せる。

　百名といったら、制限人数の五倍だ。ありえない。

　まさかと思う。まさかこの試験は──

「ただし、試験は茶番じゃない」朝宮は釘くぎをさしてきた。

「事実、バッジを確保できなかった人は、もれなく全員が別の学校に転入させられている。……その意味をよく考えて、君はそのバッジを扱ってほしい」

　渉わたるは親指でバッジを弾はじいて、それを空中でさらった。

　朝宮の謎なぞかけを吟味するつもりはなかった。だから、返事もしなかった。

　最終試験のルールにどんな抜け道があろうとも、この三十枚のバッジ──仮入学生の四分の一に相当するバッジを保持していれば森もりノの宮みや入学の切符はほぼ手中に収めたも同然なのだ。

　ルブラン財団を後ろ盾だてとする怪盗協会が発行する︿盗みのライセンス﹀。それを得るためには、協会が認定する怪盗養成課程を受けるのが必ひつ須す条件とされている。養成校に入学すれば必ず怪盗になれるわけではないが、入学しなければ免許試験に挑いどむことすら許されないのだ。

　時計を見ると、もうすぐ暫ざん定ていクラスに行く時間だった。椅い子すを引いて、立ち上がる。

　だが、その前に一つ気になっていたことがあった。

「朝宮」と渉は呼んだ。「……先輩」

「いやべつに無理に先輩ってつけなくていいけど。そもそも君、僕を先輩だと思ってな……」

「じゃあ朝宮。あんたの四よつ名なは？」

「僕の？」

「この学校にいるということは、あんたも名前を持ってるんだろう」

「まあね」朝あさ宮みやはふふんと得意げに笑った。

「でも、人の名前を聞くならまずは自分から名乗るのが礼儀というものだよ？」

　渉わたるは顔をしかめて、喉のどの奥でうめいた。やはり、こいつとは気が合いそうにない。隙すきあらばすぐ馴なれ馴れしくしてくる。

「じゃあいい」

　ええーっと朝宮は声を上げた。そんな、僕もずっと気になってたのに！

　お前の好奇心など知ったことか。

　胸の内でそう吐き捨てて、ドアに向かって歩き出す。ノブをつかんで、くぐる。

「わ、わかったってば。『二に次じ創そう作さく』！　『二次創作』だよ」

　ドアを閉める直前、朝宮のさけぶ声が聞こえた。

「それが僕の四よつ名な。異名は〝スピンアウト〟だ。……ほら、これでいい？」

　渉はため息混じりに見返ると、こう言い残してドアを閉めた。

「『天てん衣い無む縫ほう』」




　一年生にあてがわれた暫ざん定ていクラスは、新校舎の二階にあった。渉が足を踏み入れると、上うわ履ばきの音、椅い子すを引く音、笑い声……それら教室の喧けん騒そうが一いつ瞬しゆん、静まった。

　畏い怖ふと、好奇と、あるいは羨せん望ぼう。それらの感情をはらむ眼まな差ざしのすべてを黙もく殺さつして、手近な席に腰を下ろす。椅子にもたれて、首から提げたロザリオのクロスをしばらく指先でいじっていると、やがて臨時担任の若い女教師がやってきた。後ろで髪をまとめて、性格のきつそうな顔つきをしている。

　見覚えのある相手だった。森もりノの宮みやの入試を受けた際、彼女が担当面接官だった。

　結ゆい月づき雛ひな子こと名乗った女教師は、こう切り出した。

「それではまず、今回の最終試験のルールを改めて説明します。

　入学式でもお伝えした通り、合否の足切りラインは校章バッジ獲得数上位二十名。もしこの順位を下回った仮入学生は、試験後に他校へ転入という措置をとらせていただきます。

　バッジを奪い合えるのは、このホームルームが終了した時点から、午後五時までのあいだです。ただし授業時間中、ならびにこの新校舎と生徒寮内での争奪行為は禁止とされています。それらに違反した者はその時点で失格処分。また、生徒寮に閉じこもっていれば安全と思われるかもしれませんが、やむをえぬ理由なく授業を三度遅刻・欠席した場合、もしくは学校の敷しき地ちを出た場合、その時点で通学の意志なしと認めさせていただきます。

　通達事項は以上で、試験についての質問は一切受け付けておりません。このルールをどう解釈するかは、あなたたちの自由です」

　雛子はクリアファイルから一枚のプリントを取り出して、目を落とした。

「なお、試験二日目現在のバッジ獲かく得とく数第一位は本クラスの杉すぎ崎さき八や尋ひろ。三十枚」

　杉崎渉わたるは片かた眉まゆを上げた。

　一位？

　昨日、三十一枚とのたまっていたあいつは？

　雛ひな子こは机に両手を置いて、身を乗り出して言った。
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「最後になりますが……おそらく、皆さんは、もう、寮で相部屋になった先輩からこの試験についてある程度のことをうかがっていると思います。その上で、私からも一つだけ」

　こほんと咳せきを払って、雛子はぐるりと教室を見回した。

「この一週間、自分が正しいと思ったことをしてください。

　もしも逮捕されれば、協会の機密を守るために記憶とシステマを奪われ、時にはイリーガルとの戦いで命に関かかわる傷を負うこともある……。怪盗というのは、理由も信念もなく、ましてやそれをつらぬく意志がない者に務まる生なり業わいではありません」

　以上です、と雛子は言い残して、ヒールを鳴らしてクラスを出ていった。

　起立の号令はなかった。

　まだ、ここにいる子供たちは正式な生徒ですらないのだ。

　日常の雑音がよみがえった教室の中に、仮入学生たちの声が聞こえる。なあ、これから一緒に行動しようぜ。校舎の前で待ち伏せされたりしたらどうするの……。

　渉わたるは片かた肘ひじをついた手を口に当てながら、それを聞いていた。

　上うわ履ばきの足音が近づいてくる。

「ねえ」

　机に手が置かれる。目だけで仰あおぐと、結ゆい月づきスバルが高圧的に顔を近づけてきていた。

「話があるの。ついてきて」




　スバルに連れられてやってきたのは、新校舎の屋上だった。屋上の金かな網あみフェンスからは、元々あった自然公園を潰してつくられた広大な森もりノの宮みやの敷しき地ちを見渡すことができた。

　全寮制の森ノ宮学院の敷地内には、一つの生活空間が作り出されていた。三つの校舎と二面のグラウンド、体育館に図書館、大講堂に多目的ホール、生協に相談センター……そして旧校舎の向こうには、森ノ宮の象徴でもある白はく亜あの創立記念館がそびえているのが見える。

「それで、何の話だ」

　渉は制服のポケットに片手をつっこみながら、問うた。

　渉と同じく、金網フェンスの際きわに立つスバルが、腕を拱こまぬきながら口を開く。

「あんたのバッジをぜんぶ渡して」

　渉は、天を仰ぎたくなった。だが、この女はそれほど馬ば鹿かにも見えない。交渉材料もなく、ただ闇やみ雲くもにそんなお願いをしに来たわけでもないだろう。

　しばらく次の一手を待っていると、彼女は言った。

「あんた、バッジの獲かく得とく順位表は見た？」

　今朝の登校時、教室前の廊下にバッジ獲得者のリストが貼はられていた。一位は杉すぎ崎さき八や尋ひろで、二位は聞き覚えのない生徒が二人だった。

「あの表で見ると、二位が二人いるの」とスバルは言った。「つまり、同じ数のバッジを持っていたら、その人は同率でカウントされるってことよ」

「当たり前だ」

「そうね、じゃあ……」

　スバルは組んでいた腕を解き、片手を腰に添えて言った。

「仮入学生全員がそれぞれ一つずつバッジを持ち合ったとしたら？」

　……ああ、なるほど。

　今朝、朝あさ宮みやの言っていた謎なぞかけの意味がようやくわかった。バッジ獲得数上位二十名合格の上限設定で、百名の仮入学生を合格させる方法、それは──

「お前は、」と渉わたるは言った。「仮入学生全員を同率一位にするつもりか」

　スバルはうなずいた。

「誰だれかがバッジを一つに集めて、それを全員に分ければみんなが入学できるわ」

　ふーっ……。

　渉わたるは、長いため息をついて、フェンスにもたれた。カシャンとかすかな音が鳴る。

　おそらく、スバルの意見こそがこのゲームの正解だ。

　全員がバッジを一つずつ持ち合えば、それを奪い合う必要もない。肥える者から奪い、貧しき者に分け与えられる者として振る舞うことができれば、利しか生まれない。この試験に込められた協会のメッセージに、今さら気付く。

　だが、と思う。

「お前だって、他人にバッジを預けるリスクがわからないわけじゃないだろう。お前と一いち蓮れん托たく生しようになるなら、共倒れだってありえるんだ」

　目を閉じる。迷いすらしなかった。

「俺おれは乗らない」

「詳しい話くらい聞きなさいよ」スバルは不服そうに言った。「こっちだってそれくらい考えてるわ。いつ誰だれかが裏切ったりしないようにバッジを持ち合って……」

「しつこい」

　渉は吐き捨てた。身を起こして、わざと威圧するようにスバルに近づく。スバルの顔が緊張して、靴音がかすかに音をたてる。「……何よ」と顎あごを引いてつぶやく。

「俺のバッジが欲しければ、実力で盗め。それとも、その自信がないのか」

　真っ正面から、スバルを見下ろす。

　スバルは一いつ瞬しゆん、気け圧おされたように唾つばを飲んだが、

「……つ、次は負けないわよ」と強気を振りしぼって顔をつき出してきた。「でも、いくらバッジを取り返したって、あんたはまた別のバッジを奪い続けるでしょ……！」

「当たり前だ。これはそういうゲームなんだからな」

　スバルはもどかしげに唇くちびるを噛かんだ。

「……どうしても、協力するつもりはないの？」

「何度も言わせるな。俺は、俺が怪盗になるためだけにここに来た」

　風が吹く。春のおとずれを告げる、強い風だ。

　その風に背中を押されるように、前に出る。もう、スバルと言葉を交わすつもりはなかった。

「誰かが奪ったり、奪われたりを止めるのが怪盗の役目だとか言っていたな」

　スバルと肩を並べて、次の一歩で行き過ぎる。

「だったら、お前が俺を止めてみろ」

　すれちがいざまに吐き捨てて、見返ることなく、ただ前に進む。

　どいつも、こいつも、うっとうしい……。

　足あし下もとを睨にらみつけて、心の中でうめく。

　怪盗になってもいない者が、怪盗の役目だとか、やり方だとか、理由だとか信念だとかを我が物顔で掲かかげ、語ってくる。教師ですらそれを当たり前のことのように言った。

　順序が狂っている。誰だれもそれに気付いてすらいない。

　きっとそれは、ここに集つどう人間が、自分がすでに特別な人間であると自覚しているからだ。実際、その通りでもあるのだろう。

　だけど、怪盗になれなければ、そんな想おもいには何の意味もない。目標がかなわなければ、それに至るはずだった決意も、夢も、希望も、空に舞う灰はい屑くずと同じだ。

　他人のためにと、みずからの夢も希望もかなぐりすてた誰かがそうであったように。

　渉わたるは、胸のロザリオを強く握り締めて、ゆっくりと前を向いた。




　男子生徒の姿がぐんと視界の中で大きくなった。

　加速力のシステマだった。だが、この機き能のうはすでに一度見ている。渉は透明化すると同時に、相手の進路上から身をかわした。男子生徒がぎょっとしてスピードをゆるめたところに、すかさず駆け込む。勢いそのまま、相手の首に喉のど輪わを突き上げる。おそらく、端はたから見ていた見ていた者からすれば、突然跳はねるように彼の身体からだが後方に飛んだように見えただろう。

　次の瞬しゆん間かん、男子生徒の喉をつかんだ渉わたるの姿が虚こ空くうからあらわれ、そのまま男子の身体を頭からアスファルトに突き落とした。鈍い音が響ひびいて、男子生徒はそのまま動かなくなる。クッションなく、後頭部が硬い地面にぶつかっていた。ビクン、と彼の身体が痙けい攣れんする。

　渉は足あし下もとに転がっていたバッジを拾い上げると、肩で息をしながら男子を見下ろした。

「死ぬなよ」

　放課後の新校舎前だった。空にはもう、夕焼けが訪れつつある。

　これで、集まったバッジは三十七枚。試験二日目でここまで集められれば上出来……というつもりはない。絶対数は多ければ多いほどいい。上限を定めるつもりはなかった。

　茜あかね色いろの世界に首をめぐらせると、野や次じ馬うまの一人が突然逃げ出した。女子生徒だ。渉はその姿をとらえると、すかさず地面を蹴けりつけた。

　いきなり逃げ出すなんて、自分がバッジ所有者だと教えているようなものだ。すぐに女子生徒の背後に追いついて、その首根っこをつかもうと右手を伸ばす。

　突然、横から伸びてきた手が、渉の右手首をつかんで食い止めた。細い指先だが、引き締まった力があった。横目で睥へい睨げいする。

　見るからに高貴そうな面おも立だちが、忌いま々いましげに歪ゆがんでいた。

　彼の名は、仮入学してから幾度となく聞いた。だが、家名だけならば昔からよく知っていた。怪盗協会が発ほつ足そくされる以前から代々続く名門の神かみ代しろ家。その嫡ちやく男なんの──

「……だから言っただろう、スバル！　こんなやつを仲間に引き入れるなんて無理だ！」

　神代明めい夜やは、渉の腕を払ってさけんだ。

　スバル？

　明夜の肩越しを見ると、スバルが片かた肘ひじを抱いてこちらを睨にらんでいた。

　なるほど、と思う。明めい夜やのバッジ獲かく得とく順位が下がっていた理由が、ようやくわかった。今朝の屋上で、スバルはバッジの持ち合いをしていると言っていたが──

「お前が、バッジ分配作戦の首しゆ謀ぼう者しやか」

「黙だまれコソ泥どろ」

　明夜の顔つきが険しくなる。

「君の暴挙は目に余る。これ以上、好きにはさせない」

「何様だ」

　ぼそりとつぶやいて、右足を後ろに引く。

　こちらの臨戦態勢に応じるように、明夜も両足のスタンスを肩の長さに広げ、半はん身みに構えた。右の手のひらを胸の高さで伸ばして、ふーっ……と息を吐く。

　明夜がその呼吸を整えるより先に、渉わたるは大きく一歩、踏み込んでいた。左足をコンクリートの地面に叩たたき込み、それを軸足にして身体からだを回転させる。

　解き放った右の上じよう段だん蹴げりは、ひるがえされた明夜の左手によって食い止められた。

　……何だ？

　渉は、蹴り足を放った体勢のままで眉まゆをしかめた。

　空を叩たたいたように手て応ごたえがまったくない。肉を叩く音すらしなかった。

　しかしその疑念を探る間はなかった。渉のスニーカーを押しのけて、今度は明夜が前に出てきたからだ。鋭く呼気を吐いて、右手の掌しよう底ていをノーモーションで放ってくる。

　カウンターを狙ねらえる体勢ではない。渉は即座に判断すると透明化の機能を発動させて、空中に身体を溶かした。すかさずサイドステップを刻む。

　狙いを見失った明夜の掌底が空くうを切る。しかし、明夜はさらにもう一歩踏み込んできて、大振りの後ろ回し蹴りを何もない空中に向かって薙ないだ。

　一いつ閃せんした靴先が、渉がとっさに掲かかげた腕に食い込む。強引に衝しよう撃げきを叩き込まれ、透明化が解除。明夜の目が動いて、こちらを向く。

「逃がすか」と明夜は低い声で言った。「君はここで叩く」

　体勢を立て直すのは、両者同時だった。

　渉と明夜の右足が、互いに前に出て並び、距きよ離りが肉にく薄はくする。

　そこで鐘かねが鳴った。五時を報しらせる鐘の音ねだ。

「インターバルだ」と渉は言った。「今バッジを盗とれば、お前が失格だぞ」

　渉はやおら身を起こして、明夜に不敵な笑みを投げる。

　すると──

「だったらこっちだ」

　明夜の手先が鋭く横に払われたかと思うと、首先に軽い痛みが走った。

　そして、彼はまるで見せつけるようにくりだした手を正面に掲かかげてみせた。その指先から垂たれる紐ひもの先では、十字架が夕ゆう陽ひの赤しやつ光こうを弾はじいていた。

　渉わたるがはっとして首に手を当てると、そこにロザリオはなかった。

「その反応、どうやら当たりみたいだな」

　明めい夜やは、口の片端に笑みを作った。

「僕はこれが何なのかを知っている」

　それは、渉と明夜の間でしか通じない会話だった。スバルが、怪け訝げんそうにこちらを目を配ってくる。

　気付くと、渉は前に飛び出して、明夜につかみかかっていた。だが、その懐ふところに踏み込んだ次の瞬しゆん間かん、目前から明夜の姿は消え、真後ろから声が聞こえた。

「無駄だ」

　振り向く。文字通りまたたく間に明夜が後ろに回っていた。

「僕との〝決けつ盗とう〟を受けろ、杉すぎ崎さき八や尋ひろ」

　ロザリオをつかんだ手の指先で渉を示して、明夜は言った。

「賭かけるのは、このロザリオと、君と僕が持っているすべてのバッジだ」

「そんなくだらない条件を飲むと思っているのか」

「飲むさ」と明夜は即答した。「こっちにはこれがあるんだからな。もちろん、君が勝てば、僕は二度とこのロザリオには手を出せなくなる」

　チッ。

　思わず舌を打つ。

　つまり、明夜は暗あんにこう言っているのだ。この決盗を受けなければ、僕は何度でもこのロザリオを奪いにかかると。

「異論はなさそうだな。スバル、君が決盗の立会人をつとめてくれ」

　話を振られたスバルは目を伏せて言った。

「嫌いやよ」

「は……」と明夜は息をもらした。

「そのロザリオ、そいつの大事なものなんじゃないの」

　渉は耳を疑った。

　しかし、仰ぎよう天てんしたのは明夜の方も同じだった。

「本気で言っているのか、スバル！　こいつは大勢からバッジを奪ったやつだぞ」

「へえ、だったらそいつからはなんでも奪っていいんだ？」

　スバルはまぶたを開き、明夜を見据えた。

「バッジを奪ってるなら、バッジだけ取り返せばいいだけのはずでしょ。どんな人が相手だろうと、私は一方的に奪うような真ま似ねはしたくない。──もちろん」

　胸を抱くように両りよう肘ひじを抱えて、明夜から視線をはなさぬままスバルは語を継いだ。

「見逃すつもりもないわ」

　明めい夜やはもどかしそうに頭を振った。

「君は、どうしてそう……」

　コツリと革靴の音がした。近づいてくる。

「だったら、俺おれが立会人をしてあげようか？」

　スバルの後ろに、長身の影と、細く小柄な影が二つ現れた。

　片や白スーツでノンフレームの眼鏡めがねをかけた長身の青年、片や首にチョーカーを巻き、大きな三つ編みを下げた、執事服風の様相の少年の二人組だった。

　二人は、スバルの両りよう脇わきを過ぎて前に出てくる。

「御み堂どうさん」と明夜が呼ぶ。

「久しぶりだなあ、『森羅万象アルターエゴ』。いろんな意味で元気そうにしてるじゃないか」

　御堂はそう言って、今度はこちらに顔を向けてきた。目が合う。

「あんたは？」と渉はたずねた。

「御堂公こう一いち」と御堂は唇くちびるだけで笑った。「怪盗さ」

　……で、と御堂は言って明夜に向き直った。

「立会人なら、俺がやってあげるよ。協会の命令で森もりノの宮みやに派遣されてきたはいいが、しばらくはすることもないし、これからどう暇を潰つぶそうか考えていたところだったんだ」

「……マスター」

　かたわらの少年が批難がましい目線を御堂に突き刺す。御堂はそれを笑ってごまかした。

　明夜が肩をすくめる。

「僕は構いません。よろしければお願いします」

「よろこんで。場所は？」

「中庭で今夜七時……」明夜が問うてくる。「それでいいか？」

　好きにしろ、と渉わたるは応じた。

「決まりだな。中庭で待っている」

　渉は相づちも打たずに背を向けた。野や次じ馬うまをかきわけて、早々にその場からはなれていく。

　スニーカーの足音が、すぐに渉の後を追いかけてきた。

「待って！」

　スバルの声だった。

「お前は神かみ代しろ派の人間じゃないのか」

　渉は歩調を緩ゆるめぬまま問うた。

「だったら何よ」と後ろから声がする。

「神代に逆さからって、あとで孤立するのはお前だぞ」

「そんなの怖くない」スバルは苦笑混じりに言った。「慣れてるもの」

　慣れてる？

　スバルは、渉わたるの行く手に回りこんで訴えてきた。

「それよりもあんた、何考えてるのよ。ロザリオを取り返したいなら、先生に頼めばいいだけの話じゃない。わざわざ、見せ物の決けつ盗とうをする必要なんてないわ」

　渉は、無表情でスバルと向かい合った。

「ここで奴やつを叩たたいておいた方が、後は楽になる。いつかはぶつかる敵だ」

「決盗で奪われたものは、二度と取り返すことができないのよ。大事なものなんでしょ？」

　スバルは腰に手を添えて、渉の双そう眸ぼうをのぞきこんでくる。

「べつに」渉は目を伏せて言った。「ただの装飾品だ」

「でも……」

「あいつが仕掛けてきたことだ」

　足を前に出して、スバルの脇わきを通り抜けようとする。

　手をつかまれた。

「まだ話は終わって……」

　反射的に、スバルの手を振り払っていた。横目で睥へい睨げいする。

　スバルは、大きく瞳ひとみを開いて、振りほどかれた指先を握り締めていた。

「その手でさわるな」

　スバルから視線をはがして、歩き出す。

　……な、何よ、とスバルはかすれ声で言った。今のは、そんなつもりじゃ……。息を吸い込む音。

「何よ！　じゃあ、好きにすれば!?」

　もう、スバルは追いかけてこなかった。怒鳴り声が、遠ざかってゆく。

「消えることしかできないあんたが、神かみ代しろくんに勝てるわけないわよ！　ボロボロに負けて、自分の実力をせいぜい思い知ったら!?」

　渉は歩きながら口こう端たんを歪ゆがめた。

「今の俺おれはそれすらできないってことか」

　おそらく、スバルに声は届いていないだろう。だが、それでも構わなかった。




　寮に戻ると、朝あさ宮みやが二人並んで勉強机に向かっていた。

　渉がドアを閉めると、その音に気付いた二人の朝宮は同時にふりかえって、「あ、おかえり」とまったく同じタイミングでハーモニーをかなでた。

　渉はそれを横目で見ながら、二段ベッドの下に寝転がった。仮眠をとろうと思って、まぶたを閉じる。だが、勉強机の方に気が散って集中できず、なかなか眠りに落ちない。

　思い切って瞳を開いて見やると、二人の朝宮と目が合った。にやーっと笑ってくる。

「何か」と右の朝あさ宮みや。

「気になることでも？」と左の朝宮。

　ところで、二人の朝宮は、どちらともずいぶんと背丈が縮んでいた。その身にまとった制服はひどくだぶついて袖そでがかなりあまってしまっている。ちょうど、朝宮一人ぶんの肉体を半分ずつにしたみたいだった。

　おそらくは、これが『二次創作スピンアウト』の名をいただく朝宮の機き能のうなのだろう。だが……。

　いちいち相手するのも億おつ劫くうで、ベッドの天井を見つめる。

「今日は、クラスで出された課題がいささか多くてね」と朝宮。「やはり、一人よりも二人でやったほうが作業もはかどるだろう？　あっ、ねえ、渉わたる」

　呼ばれて、また勉強机の方に首をかたむける。

　朝宮の身体からだが、一いつ瞬しゆんのうちに、元々のサイズに戻っていた。

　彼は前を向いて勉強机に向かっている……が、その髪の中からは、もう一人の朝宮が上半身をのぞかせ、手を振っていた。指人形くらいの大きさになって、小さな制服を着ている。しかもただ小さくなったのではなくて、まるでなにかのデフォルメキャラクターのように、頭部だけが異様に大きい三頭身の造形になってしまっていた。

　デフォルメ朝宮がぴょんぴょんと机を飛び降りて、トコトコと歩みよってくる。

「ねえねえ、渉」とデフォルメ朝宮はベッドの縁ふちにしがみついて言った。「ねえってば……」

　渉は顔に手を当てて、長く細くため息をついた。

「少し、大人しくしててくれ」

「大人しくって僕は何も」

「頼む」

　渉は静かに、なるべく真しん摯しに聞こえるように言った。しばらくのあいだ、沈ちん黙もくが落ちた。となりの部屋のテレビの音がくぐもって届く。

　朝宮のたわむれを聞き流すことすら、今は苦痛だった。それくらい余裕がなかった。焦あせりと、緊張を、はっきりと自覚できるほどだった。

「どうかしたのかい？」

　たずねられる。

　さっきまでとは違って、少し真ま面じ目めな声だった。

　渉は顔だけ動かして、目覚まし時計を見た。「二時間後に決けつ盗とうをする」

　なんと、と朝宮はつぶやいた。

　朝宮が近づいてきて、デフォルメ朝宮をそっと拾い上げる。デフォルメ朝宮の身体はそのまま、大きな朝宮の手のひらに吸い込まれて消え去った。

「そうか、僕は決盗なんてしたことはないけれど……」

　朝宮は、手のひらに残された小さな制服を握り締めて言った。

「君にも、守らなきゃいけないものがあってのことなんだろう」

　少しだけ笑って彼は言った。

「応援するよ」

　……くそ。

　渉わたるは黙だまったまま、右の腕で目元を覆おおって、その手のひらを握り固めた。

　言わなければよかった。朝あさ宮みやがそう告げてくるであろうことは、簡単に予想できたはずなのに。こいつらのどんな言葉も、俺おれにとってはただの他人事でしかないのに。

　ただ、うっとうしいだけなのに。




　　　　◇




　森もりノの宮みや学院の中庭は、学園の敷しき地ちのちょうど中心に位置している。大講堂と生協センター、そして体育館に三方を囲まれており、普段のこの場所では、休み時間の学生たちが、談笑なりキャッチボールなり、もしくは芝生に寝転がりながら過ごしている。

　中庭からは全長二十メートル以上はあろうかという大階段が伸びており、その先の高台には森ノ宮を見下ろす白はく亜あの創立記念館がそびえていた。洋風建築の記念館の後ろにはくっきりした上じよう弦げんの月がかかり、煌こう々こうと地上を照らしている。

　午後七時前、いつもならば学生のほとんどが寮に戻っているはずのこの時間、中庭を見下ろす空中通路には大勢の生徒たちがつめかけていた。

「スバル」

　スバルがその雑ざつ踏とうに近づいていくと、聞き覚えのある呼び声が聞こえてきた。

　野や次じ馬うまの中に、結ゆい月づき雛ひな子この姿があった。歩み寄る。

「お姉ちゃん」

「森ノ宮ここではお姉ちゃんはやめなさいと言っているでしょう……！」

　雛子は両りよう肘ひじを抱く格好で、歯は噛がみしながらうめいた。スバルは口に手を当てた。

「あ、ごめん……決けつ盗とうはまだ始まってないの？」

「まだどちらとも来ていないみたいね」

　それにしてもすごい人だかりだ。神かみ代しろ家と杉すぎ崎さき家、互いに第一等級怪盗ドミナス・クラスを親にいただくサラブレッド同士の対決を一目見ようと大勢の人が集まっている。

　スバルは、雛子に向き直ってたずねた。

「ねえ、お姉……じゃなくて、先生はこれを止めなくていいの？」

「ただの喧けん嘩かならもちろん止めるけど、これは、立会人付きの正式な決盗でしょう？　たとえ生徒同士とはいっても、当事者でない私に口出しする権利はないわ」

　そっか……とスバルは胸元を握り締めてつぶやいた。

　野や次じ馬うまたちがざわめいた。皆が空中通路の欄らん干かんに殺到して、身をのり出す。スバルと雛ひな子こは顔を見合わせると、彼かれ等らにならって手すり際ぎわに駆け寄った。

　宵よい闇やみの落ちる中庭の真中に歩いてゆく、すらりとした人影があった。

　彼の向かう先、中庭の真中では、立会人である白服の青年・御み堂どうが待っていた。夕方見たときと同じく、かたわらに三つ編みの少年を従えている。

「神かみ代しろくんが先に来たわね」

　雛子がつぶやく。

　そのときスバルは、中庭の北に位置する大講堂が落とす大きな影を見ていた。

　暗闇の中から、制服の襟えり元もとを開いた男子が現れて、ゆっくりと明めい夜やへ近づいてゆく。




　中庭を囲む空中通路の縁えん側がわに、ずらりと隙すき間まなく野次馬がならんでいる。渉わたるはそれを仰あおぎながら、おそらくどこかで見ているだろうスバルと朝あさ宮みやのことをふと思った。

　朝宮は、たぶん俺おれの方を応援している気がする。スバルのことは、よくわからなかった。どちらかといえば、神代寄りなのかもしれない。

「さて」

　と、立会人の御堂は両手を大きく広げた。

「いよいよお待ちかねの決けつ盗とうだが、ルールの確認をしておこうか。制限時間は二十分で、フィールドは森もりノの宮みや校内だ。……そして、徒手空拳すでに限って格かく闘とう術じゆつの使用は有りとする」

「ああ」

　と、明夜が応じた。

　前を向くと、明夜はまっすぐにこちらを見据えていた。今回、格闘術有りのルールを提案してきたのは、明夜の方だった。

『すくなくとも、そうでなければ君に勝ち目などないだろう？』

　先刻、明夜は言っていた。

『そんな相手に勝ってもむなしいだけだ』

　決盗のルールで定められているものといえば、二度と同じ争奪戦をしてはならない、といった大原則くらいのもので、実戦ルールは対戦両者の相互了解によって決められる。

「そして、今回、奪い合ってもらうのはこのロザリオだ」

　御堂は、先刻もかたわらに付き従えていた少年から、金のロザリオを受け取って、それを差し出した。明夜がロザリオを受け取る。

「持ち手は神代明夜で、追い手は杉すぎ崎さき八や尋ひろ。追い手が獲え物ものを奪うか、持ち手が二十分逃げ切ったらその時点で決盗は終了、もう一つの賭かけ品である校章バッジの所有権も移動する」

　パンッ。

　御堂は、白い手袋をはめた両手を合わせて語を結んだ。
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「以上だ。心ゆくまで奪い合え」

　御み堂どうが一歩下がり、牛うし丸まる、と呼ぶ。チョーカーをした少年が入れ代わりに前に出る。牛丸と呼ばれた彼は、無表情のまま、手のひらにのせたロレックスの腕時計を見ていた。

　頭上の野や次じ馬うまのざわめきが、ゆるやかな波を打ち始める。

　明めい夜やは、ロザリオを首に回すと、半はん身みに構えて、胸の高さで右の手を伸ばした。目を伏せて、静かに息を吐いて呼吸を整える。

　そういえば……。

　渉わたるは、直立したまま後ろ足を引き、重心を整えながら思った。

　俺おれはまだ明夜こいつの機能システマを知らない。スバルにたずねたら、教えてくれただろうか。

　野次馬たちが黙り込み、中庭に静寂が落ちる。

　牛丸は、腕時計から目を上げた。

「始め」

　渉は飛び込んだ。

　明夜もまた大きく踏み込んできて、後ろ回し蹴げりを鋭く伸ばしてきた。こちらに向かってきた？　渉はそれをスウェーで交わすと、打ち終わりの隙すきにすかさず前に出た。しかしそれは罠わなだった。体勢を引き戻す勢いで、明夜の左の掌しよう底ていが砲撃される。渉はその手首を右腕で弾はじき飛ばすと、身体をひねる流れを利用して左手を突き出した。狙ねらう先は、明夜の首のロザリオだった。だが、明めい夜やもまた左手を弾はじかれた慣性を使って、姿勢を低くしてターンした。中庭の芝生が明夜の靴にえぐられ、土ごと飛び散る。刹せつ那な遅れて、渉わたるの五ご指しが、明夜の立っていた空間をつらぬく。次の瞬しゆん間かん、一回転してこちらに向き直った明夜の右の裏うら拳けんが、風を切って鼻先をかすめた。頭だけを逸そらしてかわしたが、姿勢が崩くずれた。後ろに飛び退のく。

　なるほど。

　渉はすぐさま後ろ足を引いて、いつもの姿勢を整えた。

　動きが攻防一致で、無駄がない。同い年で、ここまで動ける奴やつがいるとは。しかしその思いは感心ではなく、感情のこもらない分析だった。

　頭上の野や次じ馬うまたちがどよめいている。

　明夜は右手を伸ばして、静かに呼吸を整えている。

　待つ理由はない。今度はこちらから打って出る。一いつ足そく跳とびで間合いを詰めて、右の拳こぶしを振りかぶる。全体重を乗せて、真っ正面に向かって打ち下ろす。

　拳の先に伝わる抵抗感。

　視線を上げると、明夜はまっすぐに伸ばした右手で完全に渉の拳を受け止めていた。音もなく、手て応ごたえもなかった。拳を押しても、びくともしない。

「無駄だ」

　明夜は表情を変えずに言った。

　だが、このトリックなら夕方に一度見た。止められた拳を開いて、明夜の右腕の袖そで口ぐちをつかんだ。袖を引くと同時に前に出る。明夜の制服の背中を左手で押さえて、全身の筋力を乗せた膝ひざを叩たたき込む。みぞおちをえぐる手応え。明夜の身体からだが折れて、苦く悶もんの声がもれる。たたらを踏んで、明夜が下がってゆく。すかさずそれを追いかける。この好機を逃すつもりはない。こいつは、このまま沈める──

　明夜がうつむきながら、右手だけを前に伸ばしてくる。

　突き出した指先を、鋭く打ち鳴らす。

　パチン。

　一いつ瞬しゆん、何が起きたのかわからなかった。

　鼓こ膜まくに痛みが走って、視界が激しくぶれて、全身が硬直して、膝が折れた。頭上からは幾いく重えもの悲鳴がふってきて、後ろの方で何かが砕け散る音が弾けた。




「くっ！」

　雛ひな子こが耳を押さえる。中庭から発せられた音の衝しよう撃げき波はは、空中通路を駆け抜けて、集まった野次馬たちの鼓膜をもれなくつんざいた。

　スバルもまた片耳を押さえながら、中庭を見下ろした。

　明夜はゆらりと身を起こして、一方の杉すぎ崎さき八や尋ひろは膝をついてまだうずくまっていた。八尋の後方のカフェテリアのガラスは砕けて、その破片が飛び散っている。

　八や尋ひろがこの衝しよう撃げきを食らうのは、これで二度目だ。はたして、一度目をまだ覚えているだろうか。覚えているとすれば、『天あまノの羽は衣ごろも』の性質をも見抜いた彼ならきっと気付く。

　神かみ代しろ明めい夜やがその身に宿す、『森羅万象アルターエゴ』の機き能のうに。




　今のシステマは、たしか──

　渉わたるが膝ひざをついたまま顔を上げると、明夜が悠ゆう然ぜんに歩み寄ってくるところだった。彼の発する声が、しびれた鼓こ膜まくを通してくぐもって聞こえる。

「覚えているだろう？　今の衝撃」

　明夜は制服の袖そでで口元をぬぐって、語を継いだ。

「入学式で、きみにバッジを奪われた女子のシステマだ。今は、僕たちと行動を共にしている」

　……まさか。

　渉は眉まゆをひそめた。

　まさか、こいつのシステマは……。

「君みたいなやつでも、驚おどろいた顔をするんだな」

　明夜が、首をかしげて苦笑する。くっ、と渉はうめいて地を蹴けった。一歩、二歩、三歩──そこまで近づいたところで、明夜の姿は音もなく鼻先に現れていた。

　夕方にも見せた、空間移動のシステマだ。

　明夜の手が、渉の胸むな倉ぐらをつかむ。踏ん張ろうとしたが、足に力が入らなかった。

　世界がぐるりと回転して、地面に背中から叩たたきつけられる。呼吸が止まって、かはっ、と声にならないうめきがもれる。視界の中で、逆さかさ頭の明夜が口を開く。

「この感覚も当然知っているよな」

　片手一本で軽々と渉を投げた明夜は、冷たく目を細めた。

「結ゆい月づきスバルのシステマ、『天ノ羽衣』の機能だ」

　まちがいない、と渉は思った。

　こいつの──神代明夜のシステマの機能は。

「そうだよ、コソ泥。僕の機能は、他人のシステマをコピーする能力だ」




　決けつ盗とうが仕切り直されてからは、あきらかに明夜の優勢となった。

　無理だ……。

　スバルは、歓声のふりそそぐ中庭を見下ろしながら思った。

　基本的にシステマは一人に一種しか宿らないが、あらゆる者のシステマをコピーして使用できる『森羅万象』の明夜はその数倍、数十倍だ。かなうわけがない。しかも、明夜には、オリジナル以上に他人のシステマを使いこなすセンスがあった。

　杉すぎ崎さき八や尋ひろも、明めい夜やの能力攻撃の間かん隙げきをついて反撃に転じようとはしているのだが、システマの雨あられをしのぐのに精一杯で、あとは変へん哲てつのない打撃に簡単に押し返され、後退を余よ儀ぎなくされていた。むしろ、あの『森羅万象アルターエゴ』を相手によく戦っている方だ。

　これは時間の問題だなと、野次馬の誰だれかが言った。確かにそうかもしれない。それでも……。

　決けつ盗とうが始まってからずっと、妙な違和感を覚えていた。

　スバルは欄らん干かんに置いた手を、静かに握り固めた。やっぱり、おかしい。ここまで追いつめられてもなお、八尋はいまだにあの透明化のシステマを使おうとしない。

　これまではあれほど駆使していた透明化の機能だ。ここで封印する理由なんてない。あれを使えば、少なくとも今よりは明夜とも渡り合えるはずなのに。

　……まさか、と思う。そんなことはありえない。だけど……。

　胸の奥に湧わき上がった一つの疑念が、少しずつその形を明確にしてゆく。夕方の別れ際ぎわ、八尋の残した言葉がずっと気になっていた。──「今の俺はそれすらできない」。

　もしかして、あいつは……。

　八尋は、明夜の猛もう攻こうの前についに記念館に至る大階段にまで追いつめられつつあった。

　記念館の上空には、くっきりと夜空をくりぬいたような月がのぼっていた。




　常に上の段差を維持して、なんとか相手の決定打を避ける。

　しかし、それは両もろ刃はの戦い方でもあった。ひとたび明夜に足をすくわれてしまったら、この狭い足場で体勢を立て直すことはほぼ不可能に近い。

　それがわかっているからこそ、渉わたるも攻め手を欠いて防戦一方となっていた。

「無ぶ様ざまに逃げ回るのは、もうやめろ」

　段差を踏みしめるようにして、渉を追いながら、明夜は言った。上うわ目めで睨にらんでくる。

「きみはこれまでよく戦ってきたとは思う。だがそれは、人をあざむき、姿をくらまし、その隙すきをつくばかりの浅ましい戦い方だ。怪盗にはふさわしくない」

　渉は身体からだ中じゆうに痛みを覚えながら、鼻で笑った。

「人をあざむくのが怪盗の仕事だろう」

「きみには、それだけしかないと言っている！」

　渉はふたたび一歩、階段を上がった。

　その瞬しゆん刻こく、眼下の明夜の姿がふっと消えた。気配を感じたのは頭上だった。振り向くと、明夜は、上の段差から冷たく渉を見下ろしてきていた。

　白はく亜あの神殿を思わせる創立記念館をバックに背負いながら、明夜は大きく手を払った。

「いいか、杉すぎ崎さき八尋。最も多く盗む者は、最も多くに分け与えることでのみその存在を許される。それが、怪盗という者の在り方だ」

　そして、と明夜は語を継いだ。

　彼が伸ばした右手の指先から、光が生まれた。それは明めい夜やの腕を走って、背中に達した。たちまち、形容しがたい澄すんだ破裂音をたてて、光の幕が爆ばく散さんして広がる。

　夜空すら透過しない、強い光度の被ひ膜まくだった。それは、明夜の背中の右半分を包み込んで、肩越しと腰の下から大きく、鋭く突き出るように広がっていた。

　輝かがやきの飛ひ沫まつを散らして揺れるそれは、あたかも光の片かた翼よくだった。

「これこそが怪盗の資格だ。君には資格すらない」

　……くっ、と渉わたるは笑った。くっくっ……。

　資格。その言い方が滑こつ稽けいに聞こえて、仕方なかった。笑いが止まらない。

「物もの真ま似ねが怪盗の資格か」

「なんだと？」

　明夜は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「笑わせるな」

　渉わたるは、双そう眼がんを剥むいて明夜を睨にらみ上げた。憎い、と思う。俺おれはこの男が憎い。自らの努力も意志もなく、奇跡的な幸運によってしか得られないみずからの性質を資格と言い放てるこの男の傲ごう慢まんさが。その憎ぞう悪おを込めて、言葉を叩たたきつける。

「その羽根だって、誰だれかの猿さる真ま似ねだろうが」

「憎まれ口だけは達者だな」

　明夜は拳こぶしを小さく握り締めて、強く段差を蹴けった。そして──鋭い羽は撃ばたきとともに、急きゆう滑かつ空くうしてくる。

　次の瞬しゆん間かんには、明夜と渉の身体からだは宙を舞っていた。絶望的な浮遊感が全身を包む。明夜は、渉の胸むな倉ぐらを渾こん身しんの力でつかみ上げながら吐き捨てた。

「お前の言葉はいちいち不愉快だ」

　ふたたび光の翼つばさがはばたいて、今度は真下に慣性が働く。急降下。風かざ切きり音。うめいて顔をかたむけると、背後には、大階段の中腹である踊り場が迫っていた。




　まるで哀あわれむような顔の御み堂どうが、半月を背負いながら見下ろしてくる。さほど痛みは感じないが、全身がひどく重くて、鈍くて、まばたきをすることすら億おつ劫くうだ。

「終わりだよ」

　と、御堂は告げてきた。

「二十分はとっくに過ぎた」

　渉は神経緩かん慢まんな手を地面について、身体を引き起こした。震ふるえる腕に鞭むち打って、残された力の残ざん滓しをかきあつめてなんとか両の足で立ち上がる。

　大階段の踊り場だった。空中通路の方を見やると、野や次じ馬うまたちはまだたくさん残っていたが、先ほどまでの熱狂は欠片かけらも残っていない。

　しんと静まり返った夜空の下に、明めい夜やの澄すんだ声が響ひびく。

「きみの負けだ。すべてもらっていく。きみの持つバッジも、このロザリオも」

　明夜は踊り場の手すりにもたれながら、胸のロザリオに手を添えていた。

「今さらあがいても無駄だ。大人しくここを去れ」

　一歩、明夜に近づく。

　勝てないだろうな。確信的にそう思う。俺おれは、こいつには勝てない。

　それでも、あと一歩前に出る。

　俺は、こいつを……こいつらを全員叩たたき潰つぶすためにここに来た。あの人が、けっしてこいつらに劣っていなかったことを証明するために。だから、退しりぞくわけにはいかない。

　そして、この神かみ代しろ明夜こそが、俺が倒すべき者たちの頂点だ。

　誰だれかの呼ぶ声が聞こえる。

「八や尋ひろ」

　それは俺の名前じゃない。気を抜けば今にも折れてしまいそうな右足を引いて、構える。

　明夜が苛いら立だたしげに睨にらんでくる。

「きみの負けだと言っている。いさぎよく認めろ」

　歯を食いしばって、双そう眸ぼうを剥むいて、逡しゆん巡じゆんなく前方に向かって飛び出す。明夜に肉にく薄はくする。しかしそれを遮さえぎる者があった。チョーカーを首に巻いた無表情の少年。牛うし丸まると呼ばれた少年だった。彼は、渉わたるが繰り出した手を難なんなくかちあげると、するりと後ろに回り込んできた。

　後頭部に衝しよう撃げきが走って、両足がぐらつく。意識を遮しや断だんされ、膝ひざに力がこもらなかった。身体からだが大きくかたむいて、一いつ瞬しゆん、無表情で手しゆ刀とうを構える少年の姿が目に入った。そのまま、踊り場から真まっ逆さかさまに落ちていく。

　だが、渉の身体が硬い段差に打ち付けられることはなかった。しなやかな手が、渉の身体をやわらかく抱き留めてくれたからだった。

「八尋」

　耳元でスバルの声が聞こえて、そこから先の記憶はぶつりと途切れた。




　森もりノの宮みやの校長室に出向くと、校長の乙おと旗はた、副校長の灰はい谷たに、そして、はじめて見るスーツ姿の若い女性の姿があった。性格のキツそうな顔立ちで、なかなか良いスタイルだ。

　見た目からすると、二は十た歳ち前後だろうか。

「どこをほっつき歩いていた」と灰谷は低い声で言った。「御み堂どう」

「やんちゃ小僧たちの子守りがすこし忙しくてね……」

　御堂はクスッと笑った。例のキツめな女性がジト目で口をはさんでくる。

「お言葉ですが、御堂さん。サーカスがいつ来るかもわからないのに、決けつ盗とうの立会人だなんて危機感がないにも程があります」

　強気だな、この子。

　彼女の足先から頭のてっぺんまでを視線で舐なめてから、校長に向き直る。

「念願の巨乳秘書ですか？　乙おと旗はた校長」

「な……！」

　女性はさっと両腕で胸を隠す。見た目に反して可愛かわいい反応だ。乙旗は笑った。

「ああいや、結ゆい月づき先生はうちの教員だよ。今年から我が校で教きよう鞭べんをふるってもうらう運びとなった。秘書は断られた」

　へえ、彼女が『原点回帰セーブポイント』の結月雛ひな子こ……。

　御堂は雛子に向き直った。

「連中が狙ねらってくるとしたら十じつ中ちゆう八はつ九く、創立記念館にある傾けい国こくの神じん器ぎでしょ？　俺おれは中庭にずっといたし、いざとなっても対応はできたと思うよ」

「楽観的過ぎます」雛子はつんとして言った。「何のための助すけっ人とですか」

「いちいち突っかかってくるねえ」

「だが、結月先生がいうことももっともだ」

　乙旗が言った。

「サーカスの規模がどれほどのものかわからない以上、我々はどんな事態にも対応できるように組織的に動かなければならない。ファントムナインの君とて例外じゃない」

「わかっていますよ」

　御堂は目を伏せて微笑ほほえんだ。

　ファントムナインか、と思う。子供臭い肩書きだが、そう呼ばれるのは嫌いじゃない。

「スタンドプレイヤーを気取るつもりはありません。僕とて協会の一構成員だ。それを忘れるほど思い上がってもいないし、今回の件に関して楽観視もしていない。もしも、あの『一いち日じつ之の長ちよう』がイリーガルの手に渡れば……」

　御堂は、ノンフレームの眼鏡めがねのブリッジを押し上げ、どこか愉快げに言った。

「世界の歴史すらねじまげられかねないことですから」




　炎が轟ごう々ごうと吠ほえている。

　杉すぎ崎さき渉わたるは、火に包まれて、今にも崩くずれ落ちそうな修道院を見上げていた。野や次じ馬うまに混ざって、ただそれを見つめているしかない。逃げ出してきた修道女とて同じだった。

　だけど、一人だけ、炎に向かって足を踏み出した者がいた。それは、自分の隣となりに立っていた少年だった。少年は、自分と同じ姿をして、同じ横顔をしていた。

　彼は最後に振り返って、にやっと不敵に笑う。そして、迷わず前へと走り出した。

　兄さん。

　渉は、遠ざかる背中に向かってさけんだ。




　目を覚ましたのは、知らないベッドの上だった。白いカーテンに白い天井。見覚えはないが、たぶん保健室かどこかだろうと、渉わたるは思った。

　顔だけ動かして横を向くと、枕まくら元もとで、結ゆい月づきスバルが心配そうにのぞきこんでいた。

「余計なことをするな」

　開口一番、そう告げた。

「え……？」

「好きにしろと言ったのは、お前のはずだ。介かい抱ほうしてくれなんて誰だれが頼んだ」

　スバルは、複雑そうな表情で唇くちびるを嚙かんだ。

　貴き様さまを運んだのは彼女じゃない、と足あし下もとの方から声がした。カーテンをのけて、顔をのぞかせたのは、先刻、渉を昏こん倒とうさせた張本人の牛うし丸まるだった。

「野や次じ馬うまの中にいた、貴様の同居人とやらだ。朝あさ宮みやとか名乗っていた」

　返事はせずに、天井を向く。何をするともなく、碁ご盤ばんのようなタイルの継ぎ目を見つめる。

「問題がなければ、私は失礼させてもらう」

　牛丸は抑よく揚ようなく告げると、等間隔の足音で部屋を去っていった。戸の閉まる音がする。

　しばらくしてから、スバルが口を開いた。

「朝宮さん、八尋のことすごく心配してたよ」

　そうかとだけつぶやく。

　身体からだ中が、しびれるように痛んでいた。痛みとして認識するのがむずかしいような感覚で、どこが痛いのかすらよくわからない。

「ねえ、八尋」

　呼ばれた。

「あのロザリオって……あんたにとって、何だったの？」

　渉は鼻で笑った。

「今さらそんなことを聞いてどうする」

「今さらだからよ」とスバルは言った。「もう、ごまかす理由もないでしょ」

　ごまかす理由もない……か。

　不思議と納得する。渉は静かに息を吸い込んだ。

「兄さんの形見だ」

「……そっか」

　少しの間を置いて、スバルは言った。彼女が椅い子すに座り直す音が聞こえる。

「じゃあ、もう一つだけいい？」

　返事はしなかった。

「答えたくなかったら、答えないでいいよ。私が勝手に聞くだけ」

　そう前置きして、彼女は語を継いだ。

「……どうして、さっきの決けつ盗とうで、システマを使わなかったの」

　刺すような痛みが走った。

　どこの痛みかは、やはりわからない。だけど、息が苦しくなるほどの激痛だった。渉わたるはシャツの胸元を握り締めて、天井を睨にらんだ。

「あんた、もしかして」

　スバルは一いつ瞬しゆん言い淀よどんでから、思い切ったように問うてきた。

「本当はシステマが使えないんじゃないの」

　痛い、なんて言いたくない。同情されるのはわかりきっているのだから。だけど、この女がこの学校で、俺おれをエリートとして見ていない唯一の人間であることも知っている。

　言いたくない。

「そうだ」

　声が聞こえた。自分の声だった。

　スバルは、ただ黙だまって言葉の続きを待っている。

　言いたくない。

「俺には、お前たちのような力がないんだ」

　スバルの顔は見られなかった。ただただ、表情のない天井を見つめる。

　怪盗の血を引いていれば、かならずシステマ能力者になれるわけではない。事実、兄さんは力を持たないノンキャリアだった。別に珍しいことではない。それでも……。

　人は、誰だれに教えられたわけでもなく、システマのことを「力」だとか「能力」だといった呼び方をする。あるいは「資格」とも。それは、怪盗の血に宿るシステマが、才能だとか天性だとかいったあいまいなものではなく、たしかにそこにある力だと皆が理解しているからこそだ。

　俺には、それがない。

「……ふうん」

　ややあってから、スバルは苦笑した。

「でも、あんた、無能力者なのによくここに入学して来れたわね」

　渉はまぶたを閉じて言った。

「『天てん衣い無む縫ほう』。それがあのロザリオの名前……透明化の機き能のうを持つ『傾けい国こくの神じん器ぎ』だ。その力を使って、自分を能力者だといつわってここに入学した」

　だけど、とささやくように言う。

「それをやったのは、俺じゃない」

「俺じゃない？」

　瞑めい目もくした暗くら闇やみの中によぎるのは、先刻、夢に見た光景だ。

　オレンジ色の世界で見返る、自分と同じ姿の少年の横顔。同じ姿で、同じ境遇で、同じ目標があって、いつも自分の先を言っていた。

　神頼みが好きな人で、よく修道院に通っていた。神様が手助けしてくれるなら、俺おれたちに機能ちからを与えてくれているはずだろと何度も言っても笑って聞き流していた。

　森もりノの宮みやに合格したことを報しらせるため、あの人が真っ先に向かったのもあの修道院だった。

「森ノ宮に入学した杉すぎ崎さき八や尋ひろは、俺じゃない」

　スバルは身をのりだして、顔をのぞきこんできた。いぶかしげに、眉まゆをひそめている。

「何……言ってるの？　あんたは、杉崎八尋でしょ」

「ちがう。それは、無能力者としてはじめて怪盗になるはずだった人の名前だ。俺は……」

　静寂が落ちる。どこかから夜風が吹き込み、ベッド周りのカーテンを揺らす。

　小さく息を吸い込む。

「杉崎渉わたる。杉崎八尋の、双子の弟だ」

　杉崎家は、歴史の浅い家柄ではない。その本家の嫡ちやく男なんが無能力者だと分かった途と端たん、分家の人間たちはあからさまに蔑さげすみ、見下し、あるいは嘲ちよう笑しようしてきた。

　どいつもこいつも、神かみ代しろ明めい夜やのような目で俺たちを見ていた。

「兄さんは、無能力者でも怪盗になれることを知らしめようとしていた。兄さんはそれができる人だった。第一等級怪盗ドミナス・クラスの父さんからあのロザリオを盗み出したほどだったからな」

　杉崎八尋は、頭の良い人だった。天才と言ってもいい。

　どんな嘘うそも見抜いて、どんな大人でも兄さんの策略にはかなわなかった。盗みのセンスも抜群で、どんな鍵かぎも開けられて、どんなところにも忍び込むことができた。

　そして、兄さんは父さんから盗んだ『天てん衣い無む縫ほう』を用い、みずからをシステマ能力者だといつわって、協会すら騙だまし切りスタートラインに立った。俺にはできなかったことだ。

　兄さんならきっと、神かみ代しろ明めい夜やにも勝てたはずだった。だけどその未来は、燃え盛る修道院の中から救い出された少女の命と引き替えに永遠に失われた。

「あの人はきっと怪盗になれた。俺は、この森もりノの宮みやでそれを証明してみせる。たとえどんな手を使っても──」

　杉崎渉は、シャツの胸元を掴つかむ手に、強く、強く力を込めて言った。

「どんな嘘をついてでもな」







　　　Ⅲ　有名無実




「お前はバッジを持っているか」

　と、渉わたるは問うた。




　最終試験、三日目。

　天然パーマの男子生徒がすばやく伸ばしてきた腕をつかんで、スバルはぐるりとそれを背中にかついだ。そして、勢いそのまま背負い投げで背中から地面に叩たたきつけてやる。

「まったく……」

　スバルは両りよう膝ひざに手を当てて、天然パーマの顔をのぞきこんだ。

「バッジなら分けてあげるから、試験が終わるまで大人しくしてなさいよね。わかった？」

　一応たずねてはみたものの、まともな返事は期待していなかった。身み悶もだえする天然パーマのバッジを抜き取って、さてと、と思う。ぐるりと辺あたりを見回すと、ひとまず不良グループの連中はだいたいノックアウトできたみたいだった。

　三時間目が終わったあとの新校舎前だった。仮入学生の暫ざん定ていクラスは新校舎にあるため、常にここはバッジ狩りの激戦区になっている。

　不良グループに囲まれていた眼鏡めがねの男子生徒に向き直る。植木のそばにへたりこんでいた。

「あなた、怪け我がはない？」

「あ、ありがとう、結ゆい月づきさ……ひっ！」

　男子生徒は突然悲鳴を上げた。あわてて、地を這はうように逃げ出す。

　ところで逃げ出す直前、彼はスバルの肩越しを見ていた。とっさに振り向く。さきほど倒したピアスの男子生徒が起き上がって、飛びかかってくるところだった。

　スバルが息を呑のむのと、彼女の前に一人の男子生徒が飛び込んでくるのは同時だった。無駄な所作なく放たれた彼の拳こぶしが、ピアスの腹をえぐるように突き上げる。ピアスは声にならないうめきをあげて、そのまま膝から崩くずれ落ちた。

「君はいつも詰めが甘い」

　喘あえぐピアスを見下ろしながら、神かみ代しろ明めい夜やは表情を変えずに言った。

「……今のは、すぐ返り討ちにできたわよ」

　スバルはむっとして言った。

「どうだか。君は相手が弱者と見るとすぐ情けをかけるからな。たとえば……」

　明夜は静かに振り返って、語を継いだ。

「杉すぎ崎さき八や尋ひろのような奴やつにな」

　あ……。

　明めい夜やの冷たい言い方に、ぎゅっと胸が締めつけられるような感じがした。

　──あの人はきっと怪盗になれた。

　昨夜、たった二人の保健室で彼の零こぼした言葉がよみがえる。

「そのことなんだけど……」

　スバルは制服の胸をにぎりしめながら言った。

「なんだ？」と明夜。

「私たちは、最後にはみんなで分け合うためにバッジを集めてるのよね。もしこのまま全部のバッジを集めきれたとしたら、あいつには……」

「彼にはバッジを渡さない」

　明夜は迷いなく断言した。

「君も、昨日の決けつ盗とうを見て気付かなかったわけじゃないだろう。杉すぎ崎さき八や尋ひろにはシステマがない。彼はその時点で、すでに森もりノの宮みやの入学資格を逸脱しているんだ」

　ふと周囲を見回す。辺あたりには、自分が倒した男子生徒たちが転がっている。彼かれ等らは、たった一人の気弱そうな同級生を取り囲んで、脅して、バッジを奪おうとしていた。

　スバルは唾つばを飲み込んで、明夜にまっすぐ向き直った。

「……私は、こいつらよりも、八尋の方が怪盗にはふさわしいと思う」

　明夜は目を伏せた。

「僕には同じか、それ以下にしか思えないよ」

　そう答えられることはわかっていた。爪つめが食い込むほど強く、胸に添えた拳こぶしを握り締める。

　たしかに、あいつがこれまでしてきたことを認めたくはないし、もしまた自分のためだけに誰だれかを突き落とすような真ま似ねをしたら私が絶対に許さない。

　でも、あいつは必死なんだ。誰だれかが力にならなきゃ、それこそまた同じことをくりかえす。

「さっき、グラウンドの方で奴やつを見た」

　明夜は、やおら新校舎の向こうを顎あごでしゃくって言った。

「行ってきたらどうだ。あの落ちぶれようを見たら、そんなことも言えなくなるさ」

「え……」

　スバルは眉まゆをひそめた。気付けば、走り出していた。あいつは、と思う。

　あいつは、まだ動ける身体からだじゃないのに。




　まぶたの裏に影が落ちる。

　瞳ひとみを開くと、結ゆい月づきスバルが偉そうに腕を拱こまぬき、青空をバックに見下ろしてきていた。

「ねえ。はやく起きないと、授業に遅刻するわよ」

　渉わたるは地面に肘ひじをついて、仰あお向むけに転がったままの身体を起こした。しかし、右足を地面につこうとして、ぴりっと足首に痛みが走った。さっきの奪い合いで、少し痛めたのかもしれない。だが、おくびにも出さず立ち上がる。

　森もりノの宮みやの第一グラウンドだった。先ほど、戦っていた男子生徒の姿はない。

　だが、目の前にはまた新たな標的が立っている。

「お前はバッジを持っているか」

　渉わたるは、砂まみれの前髪の奥からスバルを見据えた。

「え？」

「バッジを持っているかと聞いているんだ」

「……持ってるわよ？　もちろん」

　それを聞くと同時に、スバルの胸むな倉ぐらをつかむ。だが、すぐさまその手首をつかみかえされた。左足首をスニーカーで払われて、その場に倒れ込む。

　肩から倒れ込んだ際、砂が口に入って、渉は唾つばごと吐き捨てた。

　したたかに右半身を打って、うずくまる。肩から落ちたせいで、受け身がとれなかった。

「見抜かれてないとでも思った？　その右足首」

　スバルは胸元を軽く手で払い、お澄すまし顔でサイドの髪を耳にかけた。

「今のあんたなんか、システマを使うまでもないわ」

　くそ……。

　昨日の決けつ盗とうと、さっきの争いのダメージで、立ち上がることすらままならない。なんとか上体を起こしたところで、目の前に、しなやかな手が伸びてきた。

「ほら、立って」

　スバルの表情に、その伸ばした手に、敵意は感じない。

　だが、それこそ最大の屈辱だった。奥歯を噛かむ。きしむほど、強く。

「俺おれの話を聞いて、同情でも湧わいたか」

　渉は目一杯の憎ぞう悪おをこめて、スバルを睨にらんだ。

「お前と親しくするつもりはない。馴なれ馴れしくするな」

　スバルは思案顔でつぶやいた。

「馴れ馴れしくするな……ね」

　にやぁ、とスバルは不敵に笑った。腰に手を当て、大きな胸を張り見下ろしてくる。

「私にはカミングアウトしたくせに？」

　なっ……。

　思わぬ挑ちよう発はつに、顔が熱くなる。そして、みるみる怒りが込み上げてくる。だが、こちらが何を言い返すよりも先に、スバルはふんと鼻で笑った。

「むきになるなら、勝手にすれば？　それと……」

　スカートをなびかせて、スバルは踵きびすを返した。そして、顔だけ見返って言う。

「その身体からだでどう頑張ったって無駄なんだから、しばらく大人しくしてなさいよね」

　そう言い残して、スバルはグラウンドを去ってゆく。ややあってから、広い第一グラウンドに四時限目の始まりを告げる鐘かねの音ねが響ひびいた。

　渉わたるはそれを、地面と睨にらみ合いをしながら聞いていた。




「怪盗の血を引く者は、遺伝的に『部品』と呼ばれる神経細胞を多く身体からだに宿しています。この『部品』というのが、いわゆるシステマと呼ばれる能力の源みなもとであり──」

　システマか……。

　スバルは、黒板に書かれた『システマ概がい論ろん』の文字を見つめながら思った。

　怪盗文化の知識を養う、日替わりの専門科目の授業時間だった。ちょうど目の前の教きよう壇だんでは、姉の結ゆい月づき雛ひな子こがきびきびと教きよう鞭べんをふるっている。

「──つまり、人間は誰だれしもがシステマをそなえうる可能性をひめながらも、大半がその力には目覚めることなく一生を終えることになる。あなたたちはここで学んでいる時点で、すでに特別な人間の一人であるという言い方もできるわけです」

　その言葉で、今回の授業は締められた。号令がかかって、一礼。結局、この授業に渉が現れることはなかった。

　昼休みになって、教室がざわめく中、黒板を消している雛子に歩みよる。

「ねえ、お姉ちゃ……」

　雛子がジト目で振り返る。スバルははっとして言い直した。

「ひ、雛子先生」

「……何？　結月さん」

　雛子が黒板消しを置いて、向き直る。スバルは軽く咳せき払ばらいしてから言った。

「あの、先生に少し聞きたいことがあるんですけど……これから、時間いいですか？」




　中庭に面したカフェテリアは、修しゆう繕ぜん中だった。渉と明めい夜やの決けつ盗とうの際、砕けてしまったガラス壁にはビニールシートがかけられ、時々風に吹かれて音をたてた。

「無能力者？」

　と、テーブルの向かいに座った雛子がくりかえした。カフェの窓際の席だった。

　スバルはうなずいた。

「そう、無能力者。無能力者の入学って、どうしても認められないの？」

　雛子はコーヒーに五杯目のシロップを注ぎながら言った。

「よほどの例外でもなければ無理よ」

「えっ、例外だったら入学できるの？」

　スバルは思わず目を開いて、テーブルに小さく身をのりだした。

「例外っていっても、そうね……たとえば、〝どんなシステマも通じない肉体を持っている〟とか、〝システマとは別種の超能力を持っている〟とかってレベルの話よ。もちろん、今のところそんな例外は見られていないわ」

　スバルは、わずかに浮かせた腰を力なく椅い子すに下ろした。大きく上げた眉まゆが、少しずつ下がっていくのがわかる。すくなくとも、杉すぎ崎さき渉わたるはどちらにも適合しない。

「そこまでいかないと認められないの？」とスバルは言った。「もっと、単純に身体能力が高めだとか……あとは傾けい国こくの神じん器ぎをうまく扱えるとかでもいいじゃない」

「ダメよ。スポーツ推薦とかじゃないんだから。それに、傾国の神器の私的所有は禁止でしょ。神器を扱うことが認められるのは、怪盗の中でも第一等級免許ライセンスの所持者のみよ」

　スバルは「でも……」と逆説を置こうとした。すると、

「よく考えてみなさい」と雛ひな子こは制するように言った。「周りが全員能力者で、その中でたった一人無能力者がいる……それは、周りの全員が拳けん銃じゆうを持っている中に、たったひとり丸腰で放り込まれるのと同じことよ。そんな中で、その人が平へい穏おん無事な生活が送れると思う？」

　雛子が少し言いづらそうに口を開く。

「立場はちがうけど、スバル。あなたなら、よくわかっているはずよ」

　あ……。

　無能力者の入学がどうしてだめなのか、雛子にぶつけたい疑問はまだまだいくつもあった。だけど、その一言ですべての言葉を失った。

　納得といったらおかしいかもしれない。だけど、反論の余地がなくなってしまった。

　膝ひざの上で、両手の指を強く握り締める。

　杉崎渉は先の決盗で、兄の形見である『天てん衣い無む縫ほう』を失ってしまった。彼が無能力者ということは、いずればれるだろう。

　そうなったら、あいつはもう……

「だけど、スバル。あなた、どうして無能力者のことなんて聞いてきたの？」

　雛子が問い返してきた。

「えっ、それは……」

「もしかして、杉崎くんのこと？」

　心臓が飛び跳はねた。悟られないように、とりあえず笑顔を作る。

「な、なんでそこであいつの名前が出てくるの？」

「昨日の決けつ盗とうを見れば、みんな当然思うわよ。彼が無能力者かもしれないって」

「ち、ちがうわよ。あいつとは関係ない。ただ単純に気になっただけ！」

「そう？」

　怪け訝げんそうにしながらも、雛子はカップを手にとった。コーヒーをすする。

「杉崎くんといえば……彼、双子の弟さんがいたのよね」

「へ、へえ」

　棒読みで相づちを打つ。

「ワタルくんとか言ったかしら。システマ検査に引っかかって、受験はできなかったんだけど」

「……やっぱり、システマがなかったの？」

　問うた。

　すると、返答までに間があった。

　コツ、コツ、と雛ひな子この指がテーブルを叩たたく。

「システマがない、というか……その人間が無能力者と判定される基準は二つあるのよ。一つは、完全にシステマの反応がないこと。そしてもう一つは──」

　雛子の話を聞いて、スバルは驚おどろいた。

　そして、すぐにそのことを深く問いただした。聞いてはたずね、聞いてはたずねをくりかえして、いつしか次の授業の時間になっても構わず雛子を質問責めにした。

　その果てに、思い切って口を開く。

「お姉ちゃん」とスバルは姿勢を正して言った。「折り入って相談があるの」




　授業を終えて、号令には付き合わずに席を立って教室を出る。廊下は生徒たちでごった返していた。左足を少し引きずりながら、歩く。

　五時間目の授業に、スバルは現れなかった。だが、彼女のことを気にしている自分が馬ば鹿からしくて、すぐにそのことは頭から消した。あいつがどこで何をしていようと、俺おれには関係のないことのはずだ。あんな生意気で小憎たらしい──

　渉わたるはそこで思考を止め、来きたる圧力にそなえた。まもなく、右肩に衝しよう撃げきが走った。後ろに退しりぞけた足に力を込めて、その場に踏みとどまる。

「いってぇなぁー……」

　右耳のすぐそばから、低い声が聞こえた。黙だまったまま、目だけを向ける。

　へらへらとした眼光が、突き刺さってきた。気けだるそうに服を着き崩くずした男子生徒だった。見覚えがある顔だ。

　やがて、思い出す。入学式で、渉とスバルの戦いに乱入してきた三人組の一人。にやつきながらスバルのバッジを取ろうとして、思い切り投げ飛ばされていた。

「あれぇ？」男子生徒は言った。「誰だれかと思ったら、無能力者疑ぎ惑わくの杉すぎ崎さきくんじゃんか」

　チッ。

　舌打ちして、脇わきを通り抜けようとする。後ろから肩をつかまれた。

「人にぶつかっといて無視すんじゃねえよ」

「避よけなかったのはお前だろうが」

　男子の手首をつかんで、凄すごむ。肩を握る桂木の指に力が入る。

「わかってんだったら、そっちが避けろよ？　無能力者くん」

　おい、どうした桂かつら木ぎ、と近寄ってくる二人組。小太りの短髪で眉まゆが太い男子と、やけに頬ほおのこけた長髪の男子。スバルに投げ飛ばされていた残りの二人だった。三人に取り囲まれる。

「はなせ」と渉わたるは言った。

「謝あやまれよ」

　桂木と呼ばれた男子は、笑顔を消して言い返してくる。

　刹せつ那なの緊迫。いつのまにか生まれていた遠巻きの野や次じ馬うまがざわめく。

　渉が強引に、桂木の手を引き剥はがす。青白い手だから、引き剥がすのは簡単だった。しかしすぐさま逆の手で胸むな倉ぐらをつかまれ、こちらも思い切りつかみかえそうとする──

　が、渉の手が届くよりも先に、突然割り込んできた二本の手が両者をひきはがした。

　一方の手は、渉の胸倉をつかみ、廊下の壁に叩たたきつけてきた。軽く咳せき込んで見下ろすと、結ゆい月づきスバルがきびしく目をつりあげ、睨にらみ上げてきていた。

「あんたって、こういう喧けん嘩かは買わない奴やつだと思ってた」

　また体重を引っこ抜かれた。渉は、奥歯を噛かみしめながら思った。スバルの手をひきはがそうとするが、身体からだがまるで風船のように軽く、踏ん張りが効かない。

　スバルのもう片方の手は、桂木の胸倉をつかんでいた。

「ま、またお前か！　こないだはよくも……」

　桂木がわめいて、逆にスバルにつかみかかろうとする。

　するとスバルは、桂木の方をキッと睨んだ。

「それはこっちの台詞せりふよ！」

　スバルが手を前に押すと、桂木は軽々と吹きとんで、背中から教室の壁にぶつかった。スバルは、渉の胸倉から手を放すと、その手の指先を鋭く桂木につきつけた。

「あんたたちが、また卑ひ怯きような手を使ってバッジを集めてるのは知ってる。言っとくけど、このまま見逃してやるつもりはないわよ」

「なめやがって……お前……」

　桂木が、ゆらりと起きあがる。スバルは腰に手を当て、ふんと鼻をならした。

「来るなら来なさいよ。窓から放り投げてあげる」

　スバルと桂木。新たな対立が生まれる。先に引いたのは、桂木の方だった。

「今やったって、バッジとれないだろ。今度、お前とは改めてやってやるよ」

「そ」とスバル。「楽しみにしてるわ」

　桂木がぶつぶつと言いながら、三人組になってスバルの元から去っていく。ちらちらと何度も振り返り、スバルを睨みつけながらだった。

　やがて野次馬たちも散ってしまうと、廊下には渉とスバルだけが残される。何も言わずに立ち去ろうとすると、後ろから二の腕をつかまれた。

「……お前と話すことはない」

　振り返って睨にらむ。

「こっちにはあるのよ」

　スバルが腕をつかんで、『天あまノの羽は衣ごろも』のシステマで引っ張ってくる。

「行くわよ。ついてきて」

　腕を引こうとするが振り解ほどけない。

「はなせ」

「いいから、黙だまってついて来なさい」

「ついていくって、どこにだ！」

　スバルは大おお股またで前に進みながら、髪をなびかせ振り向いた。

「決まってるでしょ。これから、あんたのシステマを探りに行くのよ」

「は……」

　ぽかんとする。すたすたと行く先に、ちょうどこちらに向かって歩いてくる朝あさ宮みやの姿を見つけた。渉わたるたちの姿を認めるなり、にっこりと微笑ほほえむ。「あ、八や尋ひろにスバルくんじゃないか。二人ともあいかわらず仲良さ……って、えっ、なに、なにどこ行くの？」

　なぜか朝宮の腕までつかんで、スバルは進んでいく。

「か、彼女どうしたの？」

　朝宮が不思議そうにたずねてくる。

「知るか」

　渉は顔をしかめて応じた。




　スバルに連れてこられたのは、人払いのされた視聴覚室だった。そこで待っていたのは、結ゆい月づき雛ひな子こ。暫ざん定ていクラスの担任教師で、結月スバルの姉で、そして──

「おひさしぶり、というのも変ですけど……」

　と、雛子は両りよう肘ひじを抱いて言った。「適性検査の時以来ですね。杉すぎ崎さき渉くん」

　ぎょっとして、スバルの方を見る。

「ごめん」と壁にもたれながらスバルは言った。「あんたのこと、さっき話した」

　……そうか、とだけ渉は言った。

『天てん衣い無む縫ほう』が神かみ代しろ明めい夜やに奪われた今、いずれ自分の素す性じようがばれてしまうのは避けられないことだ。それに、自分の正体を黙っていろとスバルに忠告した覚えもない。

　だから、裏切られたとは感じなかった。

「大丈夫よ、ちゃんと口止めはしてあるから」とスバル。「もしこのことを話したら、お姉ちゃんの初恋相手が副校長先生だってみんなにばらすって言ってあるもの」

「思い切りばらしてるじゃない、今……！」

　雛子が目を見開いてぷるぷるする。あ、ごめんとスバルは言った。

「……ワタル？」

　ホワイトボードの方からいぶかしげな声がした。

「杉すぎ崎さきワタル……って誰だれの事だい？」

　朝あさ宮みやが、首をかしげてたずねてくる。渉わたるはそちらを見向きもせずに言った。

「察しろ。俺おれは杉崎渉で、杉崎八や尋ひろじゃないってことだ」

「は!?」

　朝宮が唖あ然ぜんとする。

　それよりも、と思う。さっきから気になっているのは、先刻のスバルの発言だった。

「俺のシステマを探るとか言っていたな。どういう意味だ」

「そのままの意味よ。くわしく聞きたい？」

　スバルは、いたずらっぽく微笑ほほえんだ。わざとらしく、甘い声で問うてくる。

　渉は深々と眉まゆを寄せて言った。

「……ここまで来たら、お前の口を割ってでも聞き出すさ」

「ま、そうよね。もちろん教えてあげるわよ。そのために来たんだから。でも──」

　スバルは人さし指を立てて言った。

「一つ、交換条件があるわ」

「交換条件？」

「今のあんたがバッジをいくら確保したって、どうせ入学はできないわ。だから、これからはもうだれかのバッジを奪おうとするのははやめて」

　なるほどと渉は思った。はじめて結ゆい月づきスバルのやり方に感心した。

「それが本当の目的ってことか」

「まあ、そういうことね」

　スバルは、サイドの髪を掻かき上げて言った。渉は鼻を鳴らした。

「俺の正体が教員にばれたんだ。こうなった以上、受け入れるしかないだろ」

「あんたのシステマが見つかった場合でもよ」

　目を強くつむる。条件どうこうではなく、こいつの指示に従うことがくやしいが……。

「……わかった」

　と、渉は小さな声で言った。

「よし」

　スバルは満足そうにうなずいた。渉はため息をつく。

「それで？　これから、俺に何をさせるつもりだ」

「それなんだけど……あんた、私に大事なことを言ってないでしょ」

　スバルは、懐ふところから一本の古めかしい万年筆を取り出した。見覚えがある。

　雛ひな子こが口を挟はさんできた。

「『永えい字じ八はつ法ぽう』。書記によって人間の深層心理を引き出す傾けい国こくの神じん器ぎです。入学時の適性検査で使ったことがあるはずだから、見覚えはあるでしょう」

　スバルから『永字八法』を握らされ、紙を差し出される。

「自分の四よつ名なをイメージして、紙に書いてみて」

　手の中でくるりと筆をまわして、紙に筆先をそえる。システマ。四つ名。それらの概念をイメージすると、筆にみちびかれるように手が動き出した。

　そうして記された文字は、四つの漢字だった。

　──『臨りん機き応おう変へん』。

「あんた」と右みぎ隣どなりからスバルがのぞきこんでくる。「本当はシステマを持ってるのよね」

　渉の左側からは、朝あさ宮みやがのぞきこんできた。

「……あれ？　君の四つ名は『天てん衣い無む縫ほう』じゃなかったっけ？」

「あれは嘘うそだ」

「は!?」

　朝宮が愕がく然ぜんとする。「あの、四つ名がちがうってそれはどういう……」

「その説明はあとで」

　スバルは朝宮を制すると、紙に記された『臨機応変』の字に手のひらをそえた。

「四つ名が出てくるってことは、あんたはシステマを持っているってこと。システマ自体があるのとないのとじゃ話がぜんぜんちがうわよ、馬ば鹿か」

　スバルは軽く渉わたるを睨にらむと、二本の指を立てて語を継いだ。

「協会が、その人を無能力者と判定する基準は二つあるらしいの。

　一つは、根本的にシステマを持っていない人のこと。そしてもう一つは、システマを持っているのに、その能力が発動させられない人のこと。……いわゆる『名な折おれ』。

　あんたは後者よ。だから、今からその発動条件を探すの」

　渉は『永字八法』を置いて、スバルに向き直った。

「そんな話なら、何度も聞かされた。調査もした」

　わかってる、と彼女は言った。

「適性検査で四つ名が見つかって、どんなに調べても、あんたのシステマが反応しなかったってこともね。ぜんぶお姉ちゃんから聞いた。それでも、やるしかないわ」

「だけど、スバル……」

　雛ひな子こは両りよう肘ひじを抱えながら、口を挟はさんできた。

「発動条件がただ見つからないだけなら、まだいいわ。だけど、彼のシステマにはそもそもスイッチすら存在しない可能性だってある。部品が足りなくて、装置として完成しえなかった有ゆう名めい無む実じつのシステマなんていくらでもあるのよ」

　スバルは瞑めい目もくして言い返した。

「それを言うなら、逆にシステマが完成している可能性だってある」

「万が一の話よ、それは」

「今はその万が一に賭かけるしかないでしょ。あきらめるにはまだ早いわ」

　スバルは、長い髪をたなびかせてこちらに向き直る。そして、腰に手を当て見上げてきた。

「最終試験はあと四日。それまでに、あんたのシステマをなんとか発動させるのよ」

　黙だまって、スバルを見下ろす。

　彼女は、渉わたるをまっすぐに見つめてきていた。真しん摯しで、純粋で、そして、十じつ中ちゆう八はつ九くの絶望すら拒こばみきらんとしている顔だった。

　その顔が、視界の中で、大きく揺らいで歪ゆがむ。

　こいつは何もわかっていない。その思いが腹の底からどろりとあふれだして、喉のどをつく。

「俺おれが、いつあきらめただなんて言った」

　声が出た。ひどく遠くに聞こえて、まるで自分の声ではないようだった。

　スバルが眉まゆをひそめる。

「俺に四よつ名ながあることは、ずっと昔にわかっていた。

　数ヶ月前の入学試験のとき、はじめて発覚したとでも思っているのか。何年も前からだ。そのときからずっと機能を探し続けてきた。今もだ」

　スバルの誠意に対して、何も感じない。憎しみすら湧わいてこない。

　ただ、こいつは俺とちがう人間なんだ。

　そんな思いしか湧いてこない。

　……こいつは、と思う。

　こいつは、持ちうる者だ。持たざる者の気持ちなんて、想像すらできない。結局、こいつがしているのは上うわ手てからの同情だ。

　一歩、前に出ると、スバルはわずかに顔を緊張させて後ろに下がった。

「お前のいう万の可能性をためしてきた。それでも機能は見つからなかった。これからたった四日間でお前が思いつくことなんて、すでに俺が通った道だ」

　……くっ、と渉は笑った。

　おかしくもないのに、笑みがこぼれおちた。それは、嘲ちよう笑しようだった。それが自分に向けたものなのか、スバルに向けたものなのかはわからなかった。

「あてが外れて残念だったな、結ゆい月づき」

　スバルが眉まゆをひそめる。渉は苦笑混じりに告げた。

「俺に恩を売るつもりなら、あきらめろ。時間の無駄だ」

「恩って、何よ……それ」

「ちがうのか？」

　何言ってるの……？と彼女はかすれ声でつぶやく。歩み寄ってきて、肩口をつかまれる。体重を抜かれて、そのまま壁に押しつけられた。

「お兄さんの代わりに、怪盗になるんじゃないの……？」

　スバルは、小さな声を震ふるわせて言った。そして、勢いよく顔を上げてさけぶ。

「あんた、このままだったら何もできずに退学なのよ。それでもいいの!?」

「いいと思っているわけないだろうが。わかりきったことを聞くな」

　だらりと下げた拳こぶしを、強く握り締める。爪つめが食い込んで、ひどく痛む。

「だけどお前に何ができる。お前の励ましなんて求めていない。そんなことのためにあんな話をしたわけじゃない。あれは……」

　息を吸い込む。

「ただの気の迷いだ。お前一人で勝手に思い上がるな」

「……っ！」

　スバルの顔が歪ゆがんだ。

「お前の励ましも慰なぐさめもなにも欲しくない。一つだけ欲しいものがあるとすれば」

　肩口に伸ばされたスバルの手首をつかむ。指先を食い込ませる。

「お前のこの力だけだ」

　スバルの瞳ひとみが大きく揺れた。

　そして、彼女はゆっくりと伏せてゆく。

「そうね……」

　どこか淋さびしげに微笑ほほえんで、彼女はささやいた。「それができれば、一番よかったのにね。方法さえあれば、こんな力……今すぐでも、あんたにあげたのに」

　渉わたるは一いつ笑しように付ふした。

「心にもないことを言うな」

　スバルは小さくうめくと、思い切り渉の手を振り払った。そして、ぎゅっと唇くちびるを締めて、目を逸そらす。

「……あんたには、わからないわよ」

　顔を上げずに踵きびすを返して、スバルは視聴覚室を飛び出していく。

　チッ。

　スバルに振り払われた手が、かすかに痛んでいる。その痛みが、妙に胸をむかつかせる。それを振り切るように舌打ちして、壁から身を起こす。

　しばらく重い沈ちん黙もくが流れる。それを破ったのは、

「あのー……」

　という、朝あさ宮みやのおずおずとした呼び声だった。

「スギサキワタルくん……でいいんだよね」

「ああ」

「ならよかった」と朝あさ宮みや。「で、一いつ旦たん状況を整理したいんだけど……渉わたるは『名な折おれ』で、このままじゃ入学できないからなんとかしたいってことなんだよね？」

「何度もそう言ってるだろ」

　ふうん、と朝宮は相づちを打つ。名折れか……。

　朝宮のその言い方に、軽けい蔑べつのような雰ふん囲い気きは感じられなかった。

　思い返せば、朝宮ときちんと言葉を交わすのは、今日これがはじめてだった。

　昨夜、保健室を後にして、寮に戻ると、朝宮が居間で深夜のテレビ通販番組をながめていた。ものすごく眠たそうで、渉が戻るのをずっと待っていたのはあきらかだった。

　彼は特に何を言うでもなく、渉を見るとただ「おかえり」とだけ言った。彼が、渉の帰りを待ってネタを仕込んでこなかったのは、入寮以来はじめてのことだった。

　ただ、渉の勉強机の上には、栄養ドリンクが一本置かれていた。一いつ瞬しゆん、ジョークか誠意か迷ったが、たぶん誠意なのだろうと勝手に判断した。

「それにしても、名折れなのによく入学審査を通ったね」と朝宮。

「通ったのは俺おれじゃなくて、兄さんだ」

「兄さん……もしかして、それが杉すぎ崎さき八や尋ひろ？」

「ああ。まったくの無能力者だったが、それだけに抜け道があった」

「抜け道？」と雛ひな子こ。

　机の上に置かれた『永えい字じ八はつ法ぽう』と紙をふたたび手にとる。

「システマを持っているものは自動で四よつ名なを書き出すことができるが、持たざるものには反応しない。つまり、直じき筆ひつで偽いつわりの四つ名を書くことができるってことだ。

　システマがあるように見せかけられさえすれば、あとは適当な四つ名で切り抜けられる」

　ああ、なるほどと雛子は言った。「盲もう点てんでしたね」

　紙の上に筆を添えて、ふたたび四つ名をイメージしてみる。渉の意志を無視して、勝手に筆を持つ手が動く。

　しかしそうして書き出された文字を見て、渉はしばらく思考が止まった。

　朝宮がたずねてくる。

「どうしたんだい、渉？」

　何が起きているのか、自分でもよくわからない。

　ただ、四つ名をイメージしてふたたび記したはずの文字は、こう現れていた。

　『徒と手しゆ空くう拳けん』。







　　　Ⅳ　臨機応変




　最終試験、四日目。

　渉わたるは一人、サラダをフォークでつついていた。朝食の時間、学生食堂の片かた隅すみだった。

　いつも一緒に食べようと言い寄ってくる朝あさ宮みやに見つからないように、柱の陰の席をいつも選んでいる。いまや、すっかりここが渉の指定席と化しつつあった。

　森もりノの宮みやのドレッシングは、中華風の味だった。三日間ここで食事をしていて、はじめて知った。これまではずっと、バッジをどう守り、どう奪うかをずっと考えていて、味わっている余裕もなかった。だが今や、奪い奪われを考える必要もなくなった。

　それは、けして歓迎すべきことではないのだが。

「あ……」

　ふいに声が降ってきた。

　顔を上げると朝食のトレーを持つスバルがそこにいた。一いつ瞬しゆん、視線がからんだが「……っ」と先に目を逸そらしたのはスバルの方だった。

　怒りとも悲しみともつかない表情に顔を歪ゆがめて、早足にはなれてゆく。

　……うっとうしい。

　心の中で吐き捨てる。勝手に人にお節せつ介かいを焼いて、勝手に傷ついていれば世話はない。

「あ、噂うわさをすればスバルちゃんだ」

「あいかわらずスタイルいーな、あいつ……」

　ふと、笑み混じりの声が聞こえてきた。通路をはさんだ向こう側のテーブルだ。男子生徒が集まって、にやつきながらスバルの後ろ姿を追っている。

　そのうちの三人は、桂かつら木ぎを筆頭とする例の三人衆だった。そこに、見覚えのない二人組が加わっている。片や天然パーマの男子と、片やピアスをつけた男子だ。

「あの生なま意い気き面づらが、あとでどうなるか楽しみだな」

　桂木がそう言うと、含み笑いが重なった。彼等はスバルの方を指さして何かをこそこそとささやきあっているが、とぎれとぎれにしか聞こえない。やがてスバルは、神かみ代しろ派と思われるグループのテーブルについて、談笑しながら食事を始めた。

「やっと見つけた！」

　トレーの置かれる音がした。前を向くと、テーブルの反対側に朝宮が座り込んできていた。

「こんなところに隠れていたんだね、八や尋ひろ。さあ、一緒にごは……」

　朝宮が来ると同時にサラダをかきこんで、渉は椅い子すを引いて立ち上がった。

　そして、背を向けてすたすたと去る。

　……ってトレー置きっぱなしですか!?

　朝あさ宮みやのさけびを無視して、渉わたるは食堂を後にした。




　こぽこぽとお湯をそそぐと、ねこにゃんマグカップの中のいちごオレの素もとが溶けて、甘い香りがふわっと鼻をくすぐった。旧校舎の職員室だった。

「初恋相手が副校長先生だってみんなにばらす」──。

　ふいに、昨日のスバルの発言がまたリフレインする。結ゆい月づき雛ひな子こはぐっと目を閉じて、赤くなる頬ほおをなんとか鎮しずめようとした。気を抜くとすぐリピート再生される。あの場にいた朝宮くんや杉すぎ崎さきくんはどう思っただろうか。誰だれかに言わないだろうか。

「おい」

　無ぶ愛あい想そうな声に呼ばれた。振り向く。

「えっ？　──わっ！」

　すぐ後ろに迫っていた三さん白ぱく眼がんを見て、驚おどろいた拍ひよう子しにマグカップが床に落ちた。いちごオレとともに、ねこにゃんの顔が八方に飛び散る。

　やってしまった……。

　足あし下もとの惨状からおそるおそる顔を上げると、副校長の灰はい谷たにが、あいかわらず目つきの悪い三白眼で、気けだるそうに雛子を見下ろしていた。いつもの黒スーツで、片手をポケットにつっこみ、もう一方の手にカップを持っている。

　雛子は、肩をちぢこめて言った。

「すみません、先生」

「先生はやめろと何度言ったらわかる。卒業して何年だ」

「ええと、卒業したのが……」

「皮肉に取り合おうとするな。いいから、さっさとこいつを片付けろ」

　灰谷がマグカップの残ざん骸がいを顎あごでしゃくって言った。

「……はい」

　心の中で嘆息をついて、水道の所へいく。適当な雑ぞう巾きんを手にとってポットの元に戻る。

　灰谷は、湯ゆ気げの立つ淹いれたてのコーヒーをすすりながら、まだそこに立っていた。足下には、散らばったカップといちごオレがそのままにされている。

　雑巾でオレを拭ふきとっているあいだ、灰谷はそれを黙だまって見下ろしていた。視線が気になって、かがみこんでめくれるタイトスカートの裾すそをちょっと指で押さえる。

　あらかた拭き終えると、雛子は雑巾を脇わきに置いた。

「ちりとりはどうした？」と灰谷。

「大丈夫です」

　雛子は、マグカップの残骸を雑巾でよせて集めて出来あがった山に、両手を包み込むようにしてかぶせた。まぶたを閉じて、頭の中に、元々のマグカップの形状を思い浮かべた。正確には、頭に記憶させた〝マグカップのバックアップデータ〟を引き出した。

　瞳ひとみを開くと、ぱんっ、と拭ふき残しのいちごオレが全方位に飛び散った。ゆっくりと両手を開くとそこには、割れたはずのマグカップがまっさらになって現れていた。

　灰はい谷たにはその様子を見つめながら、コーヒーを一口すすった。

「マグカップなんて、いちいちスキャンしているのか」

　雛ひな子こは肩をすくめた。「愛用なので」

　そういって、マグカップをとりあげようとして、ふと気付く。カップの取っ手部分が、ぽっかりとなくなっている。

　目の前に、すっと白い手袋に包まれた掌てのひらが差し出される。欠けた取っ手がのっていた。

「これかい？」

「あ……」

　御み堂どうだった。かたわらには、彼の右腕である牛うし丸まるの姿もある。

　取っ手を放り込んで、カップを両手で挟み込む。先ほどと同じように、頭の中からバックアップデータを引き出す。

　パキンと陶器の響ひびく音がして、手をどけると、すっかり取っ手がくっついていた。

「便利だね」と御堂。「『原点回帰セーブポイント』とか言ったっけ？」

「ええ。生き物などはスキャンできませんが……」

　ふうん、と御堂はうなった。

「エージェント向きではないとは思うけれど、その機き能のうを活かせば、もっと高いレベルの仕事にもつけたんじゃないかい？　君は可愛かわいいから、面接官受けもいいと思うし」

　そう言われて、むっとした。

「教職がレベルの低い仕事だとでもおっしゃりたいんですか？」

　あ、いや、と御堂は目を丸くした。

「申し訳ありませんが、森もりノの宮みやを卒業するときにはもう決めていたんです。ぜったい、先生になろうって。ある人にあこがれてて、その人と同じ場所につきたいって……」

　灰谷の方を見やる。万感の想おもいを込めたつもりだったが──

　彼はすでにそこにはおらず、デスクへと遠ざかる黒い後ろ姿だけがあった。

　あ……。

　ぎゅっと胸元を握り締める。

　後ろから肩を置かれる。いやらしくなでるような触れ方だった。

「あいかわらず気が強いね。でも、俺おれは強気な子は大好きだよ……」

　御堂の声。振り返らぬまま、ぺしっとその手を払いのける。

「可愛さ余りまくり」と御堂。

「……マスター」

　御み堂どうのかたわらの牛うし丸まるがうんざりしたような声で言った。




　全仮入学生のバッジはすべて合わせて百二十個……神かみ代しろ派グループは、そのうちの八十個近くを集めていた。神代派に属さず、自力でバッジを確保している者とも不ふ可か侵しん同盟を結んでいるから、実質的には九十近くの入学枠を確保していることになる。

　だが、それでもあと三十個。

「神代くん。一つ聞いておきたかったんだけど……」

　スバルは、明めい夜やとならんで教室前のバッジ獲かく得とく順位表を見つめながらたずねた。

「なんだ？」と明夜。

「もしも最終日までに全部のバッジが確保できなかったら、どうするつもりなの？　つまり、全員が入学できないって状況に追い込まれたらってことだけど……」

　明夜は、そうだな、と思案顔を作ってから言った。

「序列をつける」

「序列？」

「優先順位だよ。怪盗になるに値あたいしない連中がいることを、君も知っているだろう」

　二人組の女子が、笑いながら後ろを通り過ぎてゆく。

　スバルは明夜に向き直った。

「……そんなもの誰だれが決めるの」

「君たちには出来ないだろ。その時が来たら、僕が選定する」

　神代は揺るぎなくそう言い切ると、ふいに笑みをこぼしてこちらを向いた。

「いざとなったら、誰かが責任を負わなくちゃいけないからな」

　そういう彼の表情は、なぜか少しさみしげに映った。しかしそんな影はさっと薄うすれ、消えて失うせて、すぐさまいつもの引き締まった表情に戻る。

「だけど、一つだけ言わせてもらう。杉すぎ崎さき八や尋ひろのことはもう忘れろ。彼は去るべき人間だ」

　それだけを言い残して、明めい夜やはみずからのクラスに戻っていった。

　忘れろ、か……。

　渉わたるとの最後の会話は、昨日の視聴覚室だ。欲しいのは、お前の力だけだと彼は言った。あんな言葉、忘れてしまった方が楽になれる。

　だけど、やっぱり頭ににこびりついてはなれない。なんで、うまくいかないんだろう。力の欲しい人に力がなくて、力の欲しくない人に力が宿ってる。

　こんなの不公平だよ。

「結ゆい月づきさん」

　ふいに呼ばれた。振り向く。

　呼び主の顔を見たとたん、感傷はすぐにふきとんだ。警戒心が勝まさる。

「……何よ。私に何か用？」

　スバルが眉まゆをしかめると、

「に、にらむなよ。実は、結ゆい月づきさんに折り入って相談したいことがあってさ……」

　桂かつら木ぎ三人衆の一人、太眉は卑屈に頭を低くしながら言った。




　──『臨りん機き応おう変へん』。

　何度四よつ名なを記しても、その名前しか出てこない。

「うーん……」

　朝あさ宮みやのうなり声が、頭上から聞こえてくる。

「なんだったんだろうね、この四つ名は」

　朝宮が、先ほどから眺めていた一枚のメモ用紙を差し出してくる。それを受け取って見ると、紙面に『徒と手しゆ空くう拳けん』の四つ名が記されていた。昨日の視聴覚室で突然現れたものだ。渉わたるはその用紙を、『臨機応変』の字で埋め尽くされたキャンパスノートの上に置いた。

　この謎なぞの四つ名はただの一度で消え去って、二度と出てこなくなってしまっている。

　結月雛ひな子こから借りた万年筆型の神器『永えい字じ八はつ法ぽう』を指先で回しながら、渉は眉を寄せた。

　結局、と思う。

　結局、あれは四つ名とは関係ないものだったのか？　何かしらの雑念が入って、システマとは関係のない四字熟語を出力した可能性だってなくはない。だが……。

　渉は『永字八法』を机に置いた。

　……無能力者だった兄さんの仇あだ討うちとしては、むしろおあつらえむきだ。苦笑混じりに思う。それに、元々は名な折おれのまま怪盗になるつもりだった。ふりだしに戻っただけに過ぎない。

「臨機応変、か……」

　ケータイのボタンを押す音が聞こえる。仰あおぐと、朝宮がケータイを打っていた。

「ネットの辞書で見ると、こうあるね。『その場その時に応じて適切な手段を講じること』」

「それくらい調べなくてもわかる」

「それはそうだけど」

　朝宮はケータイの端を口元に添えてうなった。

「ただ……名は体たいを表すというように、四つ名っていうのは、本人の深層心理が、自分のシステマをさすのにもっとも適当だと思う言葉を選んで作ったものなんだ。もう一人の自分をつくりだす僕の『二次創作スピンアウト』しかり、あらゆるものを軽くさせられるスバルくんの『天あまノの羽は衣ごろも』しかりね。だから、君の能力が有ゆう名めい無む実じつなものでないとしたら、その機能は『臨機応変』という言葉にそっているはずのものなんだよ」

　渉は、背もたれに腕を乗せて振り返った。

「何が言いたい？」

「これは僕の仮説だ。それを踏まえて聞いてくれたまえ」

　朝あさ宮みやは、通路の反対側にあるみずからの勉強机に腰を下ろして口を開いた。

「君のシステマは、〝何かしらの状況に応じてその機能を変える能力〟。そして、昨日現れた『徒と手しゆ空くう拳けん』はその一形態だ……と考えたら、しっくりくるとは思わないかい？」

　理にはかなっている。だが、それを証明するための問題は──

「何かしらの状況……？」

「そう、問題はそこだ」

　朝宮は、ぴっとこちらを指さしてくる。

「仮に、君のシステマをアンノウンと名づけることにしよう。では、はたしてその『臨機応変アンノウン』が反応する状況とはいったい何のことなのか？」

　反応する状況……。

　だが、『臨機応変』が何かしらの状況に反応する機き能のうだとすれば、今の今までそれに気付かなかったというのもおかしな話だ。偶然にしろ、能力が発動していたっておかしくない。

　可能性としては、これまでに何度も能力が発動していたのに気付かなかったか、もしくは、今の今まで能力変化に適する状況に出会ってこなかったのどちらかだ。

「システマというのは──」

　朝宮は手のひらをひるがえしながら、語を継いだ。「俗説だけれども、その人間の願望や習慣が装置化したものといわれている。僕の場合、家柄にしばられている自分を変えたいという気持ちが、今の機能に結びついたのかなと分析はしているんだ」

　朝宮はいったん言葉を句切って、小さく首をかしげてこちらの目をのぞきこんでくる。

「だとしたら、君の『臨機応変』は、君が〝何がしかの状況を変えたい〟と思い続けて、それが結実して生まれたものなのかもしれない」

「たとえばの話だろう」

「まあね。でも、考えてみる価値はあると思うよ」

　相部屋のドアがノックされた。

　あ、はあいと朝宮が応対に出る。

　残された渉わたるは一人、思案をめぐらせてみた。

　自分の願望、習慣。そんなものはいくらでもある気がする。それをいちいちあげつらうよりは、昨日、『徒手空拳』の四つ名があらわれたときの状況から逆算した方が確実だと思う。

　あの四よつ名なが現れる直前に起きた出来事といえば、『永えい字じ八はつ法ぽう』を使って四つ名を導き出したことと、あるいはスバルの機能で壁に押しつけられていたことぐらいだが──

「杉すぎ崎さき八や尋ひろ」

　刺とげ々とげしい呼び声がぶつかってくる。目だけで向く。

　口を利きくのも忌いま々いましそうな様子で、神かみ代しろ明めい夜やが問うてきた。

「結ゆい月づきスバルは来ていないか」




　体育館裏用具倉庫の前で、桂かつら木ぎ三人衆のうちの二人が待っていた。片や眉まゆが太く、片やナスみたいな髪型の長髪をしている。

　ここに来るのは、入学式以来だった。渉にバッジを奪われた、あまり良い思い出のないところだ。体育館が落とす影の中、彼かれ等らに歩み寄って、倉庫の壁に背をもたれる。

「来てあげたわよ。それで？」

　と、スバルは腕を拱こまぬきながら言った。

「本当に来てくれるとは思わなかったよ」

「あんたたちが呼んだんでしょ。桂木にも神代くんにも見られたくないからって」

「そうだけど、罠わなだって疑われてもおかしくないから……」

　……ちがうの？

　スバルは、二人の表情を観察しながら思った。

　正直なところ、七割は罠だと思ってここにやって来た。もともと、少なからぬ因いん縁ねんのある相手だ。もし報復にやってきたのなら、返り討ちにするつもりだったが……

「……まあいいわ。それならそれで、はやく本題に入って。こっちだって暇じゃないの」

「あ、ああ、ごめん……さっきも言ったけど、俺たち、神代派につきたくてさ。でも、桂木を裏切ったら、あとで何されるかわかんないだろ」

　眉の太い方が一歩、迫ってくる。

　とつぜんの接近に少し警戒したが、ここでこんな奴やつに距きよ離りを置くのもくやしくて、あえて壁にもたれたまま踏みとどまる。

「そこに来て、結月さんなら、秘密を守ってくれそうな感じするしさ」

「私を選んでくれた理由はわかったわよ。つまり、あなたたちはどうしたいの？」

「契約だよ」

　太眉がすっと右手を伸ばしてきた。まるでこちらの逃げ場をふさぐように、スバルの左側の壁に手をついて、顔を近づけてくる。

　太眉がふさいだ反対側の右側スペースには、それとなく長髪が移動してきた。

　……何？

　スバルは、気け取どられぬように唾を飲んだ。

　何だか、変な感じだ。でも、こいつらの言っていることは本当かもしれない。

「契約って、何」スバルは低い声でたずねた。

「つまりさ」と太眉。「入試が終わり次第、俺たちは桂木派で確保してるバッジをそっちに横流しする。その代わりに俺とこいつのことは見逃して欲しいってことなんだけど……」

　昼休みの体育館裏に人気はない。じめっとした空気がよどんでいる。そのせいだろうか、嫌いやな汗がシャツに染しみこんで、肌に張り付いてくるのを感じる。

　スバルが思わず組んだ腕をすぼめると、胸のふくらみが柔らかく押し上げられた。

　その拍ひよう子しだった。まるで誘われるように、太ふと眉まゆの視線が動いた。スバルの目をはなれて、下を向き──大きく突っ張った彼女の谷間を舐なめる。

　スバルははっとして、両手で胸を隠した。

「お……」

　太眉が、からかうように失笑する。

「やっぱ気にしてんだ？　その胸」

　え……。

　羞しゆう恥ちと、屈辱と──そして、確信の感情が交こう錯さくする。

　スバルは、くっ、とうめいてとっさに太眉の胸むな倉ぐらに向かって右手をのばした。だが、横からわりこんできた大きな手がその行く手をはばんだ。長髪の手だった。

　右手首をつかまれて、ひっぱられて壁に押しつけられる。力任せにやられて、肩がびりっと痛んだ。あうっ、と悲鳴がもれる。

「何するのよ──このっ！」

　すぐさま左手で太眉の肩をつかんで、その身体からだを軽くする。そして、赤子同然の重さになった太眉の身体を振り回して、長髪の方に叩たたきつけた。

　加速度と遠心力が加わった太眉の身体が思いきりぶつかって、二人ともまとめて地面に倒れ込む。その際、右手を押さえていた長髪の指先もほどけた。

　はっ！とスバルは腰に手を当て、不敵に笑って二人組を見下ろした。

「どうせこんなことだろうと思ったわ。あんたたちの考えなんて──」

　それを言い終えるよりもはやく、後ろから伸びてきた腕にスバルは羽は交がい締じめされた。背の高い相手に持ち上げられて、爪つま先さきが浮く。

　後ろを向くと、いつぞや新校舎前でやりあったピアスの男子だった。

　どうしてこいつが!?

　しかし動揺している暇なんてない。とっさに肘ひじを曲げて、ピアスの手をつかむ。その上で、ピアスの膝ひざを踵かかとで蹴けりつけると、相手に踏み堪こらえる体重はないので簡単に体勢が崩くずれた。浮いた爪先が地につくと同時に背負い投げ。ピアスを地面に叩きつけ、その身体を踏み越え走り出す。

　グラウンド方向には、太眉と長髪の二人が倒れている。逃げるなら、体育館裏を迂う回かいするしかない。体育館裏には体操室があり、体育館と体操室のあいだは狭い通路になっている。そこを一直線にかけぬける。息を切らしながら、後ろを振り向く。さっき倒した三人はすでに立ち上がっていた。もうすぐ追いかけてくるはずだ。

　ふだんなら、こんなやつらは怖くない。でも、なんだか嫌いやな予感がする。さっき、長髪は私の手首を押さえようとしてきて、ピアスは羽は交がい締じめにしてきた。

　──まるで、私の両手を使えなくさせるかのように。

　行く先には、光差すグラウンドが見える。だが、それをはばむの天然パーマの男子生徒だった。さっきのピアスと組んでバッジを奪ってた奴やつだ。天然パーマが駆けてくるが、こいつは怖くない。こないだと同じだ。互いの距きよ離りがちぢまって、パーマが手を伸ばしてくる。その袖そで口ぐちをつかんで、その場でくるりと回転して振り回す。片手一本で投げ飛ばすと、天然パーマの身体からだは体操室の両開きの扉を吹っ飛ばしてそのまま中に転がり込んだ。

　あと少し。後ろは振り向かずに、ふたたび走り出す。出口が近づく。

　太陽の光差すグラウンド側と、影の満ちるこちら側。

　その境界線に足を踏み入れた瞬しゆん間かん──

　右腕が、強い力で後ろに引っ張られた。ぐんっと世界がひっくりかえって、地面に引き倒された。全身を強く打って、うめき声がもれた。

　しびれるような痛みの中、手首に異物感をおぼえる。顔だけ動かして見ると、スバルの白い肌に銀の光こう沢たくを持つ細い紐ひも状じようの何かがぎっちりと食い込んでいた。

　なに、これ……針金……？

　そのとき、スバルの右手首をいましめる針金の先が躍おどった。鎌かま首くびをもたげたかと思うと、今度はまるで生き物のように左手首にも巻きついてくる。

　あわてて手を引いたときには、もう遅かった。両手首を戒いましめられ、結び目を固められる。針金はあたかも手錠のように、スバルの両手の可動域を完全に無くしてきた。

　顔を上げると、体育館裏の狭きよう路ろの先に一人の男子生徒が立っていた。

「入学式でさあ、お前と杉すぎ崎さきがやりあってたのを見てたんだよ、俺おれ……」

　耳みみ障ざわりな、しゃくに触る喋しやべり方。

　桂かつら木ぎは、幾いく重えにも丸めた針金をフラフープのように指で回しながら、もう一方の手に針金の先をつかんでいた。それが伸びて、スバルの手首に巻きついてきている。

　まるでスバルをいたぶるように、針金はじわじわとその圧力を強めてくる。

「お前、その手を封じられたら何もできないんだろ」

　ゆっくりと顔をかたむけて、桂木は言った。

「なあ？　結ゆい月づきぃ」




　渉わたるは、ベッドの上で片かた膝ひざを抱えていた。

　先刻、明めい夜やはこう言ってきた。

　スバルが僕らのミーティングを無視して行くとしたら、君のところくらいだろう。

　どうやら神かみ代しろ派の集まりにスバルが現れず、明夜は彼女を探しているようだった。

　だが、こちらが知らないというと、何も言わずに部屋を後にした。もちろん、明夜はただ単に遅刻者を捜さがしに来たわけではないだろう。神かみ代しろ派がしているのは、いわばバッジの独占──そのバッジを狙ねらう連中に、スバルが襲おそわれているのかもと勘かん繰ぐっているのだ。

　朝あさ宮みやは、彼が単に人探しに来ただけだと思っているようだが。

「彼、ずいぶん刺とげ々とげしかったね。渉わたるの友達？」

　勉強机の朝宮が問うてくる。

「そんなわけあるか」

「やっぱり仲悪いんだ。渉の正体も知らなかったみたいだし……」

　ふたたび膝ひざ先さきに視線を戻す。

　バッジの奪い合いどうこうは、神代派の問題だ。トラブルが発生したのなら、それは連中が片付けるべきことだ。

　しかし、脳裏をよぎるのは、今朝の食堂で、となりのテーブルにいた桂かつら木ぎの言葉だった。彼は見るからに程度の低そうな連中とともに、スバルの後ろ姿を目で追いながらこんなふうに吹ふい聴ちようしていた。

　──あいつは両手さえ押さえればどうにでもなる。

　渉は、抱えた片膝に顔を伏せて、目を閉じた。

　余計なことは考えるな。自分にそう言い聞かせて、暗くら闇やみの中に落ちていった。




　スバルは唇くちびるを噛かみしめていた。必死に身をよじりながらだった。横座りの格好で、足と腕と肩とを手で押さえつけられて、身動みじろぎすらろくにできない。

　顎あご先さきをくっと指で押し上げられて、にやけ面づらの長髪に見下ろされる。

「暴れるなよ、結ゆい月づき。さっきから言ってるだろ？　俺おれたちに一人ずつ、今までさんざん舐なめた真ま似ねしてくれたことをちゃんと謝あやまれたら許してやるって」

　逆さからっちゃだめだ。あえて言うことを聞くふりをして、油断させてしまえばいい。そんなこと頭ではわかっている。だけど、気付くと、長髪をキッと睨にらみつけていた。

「ふざけないで！　誰だれがあんたたちなんかに──んうっ！」

　ぐぎゅ……。

　全身にからみつく針金が、凄すさまじい圧力をもって制服越しの柔やわ肌はだに深く食い込んでくる。肩を、腕を、胸を腹を腰を腿ももを足を膝ひざを締めつけられ、身体中の血の流れがせきとめられ、手足の末端が冷たくなっていくのを感じる。

「俺さあ、お前に投げられたときにぶつけた肩、まだ痛むんだよね……」

　後ろから桂木の笑み混じりの声が聞こえた。

「たっぷりお返ししてやるからな」

「くっ……う……！」

　苦く悶もんの表情を見られたくなくて、スバルは思わずうつむいた。額ひたいに冷や汗がにじんで、流れて、頬ほおを伝ってマットの上に染しみを作っていく。

　ドアがふっとばされたままの体操室の中だった。ほこりくさい体操室の中に、自分のうめき声と、自分の身体からだを押さえつける男子たちの笑み混じりの声が響ひびく。

「さすがのスバルちゃんもそろそろ降参かなあ？」

　太ふと眉まゆの男子生徒が言って、周りの連中が愉快げに笑った。やがて針金の締めつけが止まって、スバルは切れ切れながらも懸命に息をすいこんだ。

　だけど休む間もなく、後ろから両肩をつかまれ、むりやり引き起こされる。

「コイツ、ほんと生意気だよな」とピアス。「ここまでされて折れないとは思わなかったぜ」

　肩口から桂かつら木ぎの顔がのぞく。まあな、と耳元でささやかれる。

「顔も生意気で、性格も生意気で、身体まで生意気だもんなー、結ゆい月づきは。そんな生意気づくしじゃ、嫁の貰もらい手ねーよ？　なんなら俺おれの彼女にしてやろうか、お前のこと」

　答える気すらしなかった。

　だから、口を閉ざす。

「何とか言えよ」

　またしても針金に締めつけられて、今度はのけぞって喘あえぐ。それでも悲鳴なんて聞かせたくなくて、できるかぎり歯を食いしばって食い止めた。

　ようやく責め苦が終わってぐったりしたところで、後ろから桂木に支えられる。

「……まあいいや。そう簡単に音ねを上げられてもつまんねーしな」

　まるで、人を遊び道具にしているかのような言い方だった。

　許さない、こいつら……。

　強く目を閉じて、後ろ手の拳こぶしを握り締める。だけど一番許せないのは、こんな奴やつ等らにいいようにされて、何一つやり返せない自分自身だった。

　ただ両手を押さえられただけで、渉わたる一人止められなければ、針金一本はねのけられない。……これが、嘘うそ偽りない私の力。こんなちっぽけな力にさんざん振り回されて、さいなまれて、肝心なときには自分一人を守れもしない。

　マットに手をついて、重さを引き抜いたところで、そんなの何の役にも立たない。

　……私って、と思う。

　馬ば鹿かみたいだ。

「おい、こいつのバッジ探せ」

　桂木がふと思いついたように言った。「それをチラつかせてやれば少しは大人しくなるだろ」

「お、名案」

　え……。

　弾はじかれるように顔を上げる。

　だめだ、とスバルは思った。バッジを奪われるのだけは、なんとしてでも避けなきゃいけない。自分のバッジだけならまだいいが、今は神かみ代しろ派のグループで持ち合いしているバッジもあるのだ。それを奪われてしまったら、そのぶんだけ落第者が出かねない。

　ピアスに制服の襟えり口ぐちをつかまれた途と端たん、スバルは反射的に身をよじっていた。

「触らないで！」

　なりふりなんて構っていられない。渾こん身しんの力を振り絞って、身体からだをよじって、桂かつら木ぎの手から逃れようとする。

「おい、暴れん……うごっ！」

　後ろに頭を振った拍ひよう子しに、偶然、桂木の顔面に頭ず突つきが入った。背後から拘束が消え、身体が自由になる。今だ、と思った。とっさに足を上げて目の前のピアスを蹴けり飛ばすと、その後ろの連中とまとめて倒れ込んでくれた。逃げるならここしかない。もたついている暇はなかった。なんとか両足だけで立ち上がって、出口に向かって走り出す──

　が。

　次の瞬しゆん間かん、スバルの上うわ履ばきは大きく滑すべって、肩から地面に転がった。咳せき込みながら振り向くと、太ふと眉まゆがにやつきながら、スバルの身体から伸びる針金をつかんでいた。

「バァカ。そう簡単に逃がすわけねえだろ」

　太眉がニタニタしながら、親指で針金の先を指した。彼が持つ針金の片端は、壁際のパイプにしかとくくりつけられていた。

　針金をたぐるようにやってきた太眉に肩をつかまれ、仰あお向むけに転がされる。

「ていうか、お前……また俺おれたちに逆さからったな？」

　太眉が鼻先に顔をつきつけてくる。嗜し虐ぎやく的てきな笑みが浮かんでいた。

　あ……。

　背筋が寒くなる。全身が総そう毛け立だつ。

「そんなにおしおきされたいなら、もっときつくしてやるよ、スバルちゃ──」

　太眉の語尾は、ぶぎゃっ、という下品な悲鳴になって聞き取れなかった。

　スバルの視界にとびこんできた上履きが、太眉の鼻っ面つらを一直線に真正面から蹴けり潰つぶしたからだった。のけぞってたたらを踏む太眉を追いかけて、スバルの上を一足飛びで飛び越えていく男子制服の後ろ姿。両手で顔を押さえて、がらあきになった太眉の腹部めがけてアッパー気味に拳こぶしを突き上げる。みぞおちに入ったのだろうか、太眉は腹を押さえて転がった。のたうち回る太眉に向かって、さらに顔面に靴底を叩たたき落としてとどめをさす。

　太眉がビクンと跳はねるのを見てから、その後ろ姿は、ふー……と細く息を吐いた。

　静まり返る体操室の中、呆ぼう然ぜんとする桂木派の面々と向かい合って、彼がゆっくりと右足を引く上履きの音が小さく響ひびく。

「お前たちのバッジ──」

　彼は言った。




　渉わたるは言った。

「お前たちのバッジ、まとめて俺おれによこせ」
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　そう言うが早いか、渉は手近な標的の間合いに飛び込んでいた。

　相手は、桂かつら木ぎ三人衆の一人である、長髪の男子生徒だ。姿勢を低くして、つかみかかろうとしてくる長髪の手をかいくぐり、そのまま相手の右みぎ脇わき腹ばらに拳こぶしを沈めた。身体からだを折った長髪のこめかみに、身体を起こす勢いで左ひだり肘ひじを叩たたき込んで、地面に頭から突き落とす。

　これで、と思う。顔を上げて、ふたたび走り出す。これで、残るは三人。桂木と、ピアスとつけた男子生徒と、今まさにこちらに向かってくる天然パーマの男子生徒だ。

　言うまでもなく、こいつらは全員システマ能力者だ。様子を見ている暇はない。一人ずつ確実に、そして迅速に潰つぶしていく。

　体格を活いかしてつかみかかってきた天然パーマの手をかわして、側面から前まえ蹴げりを叩き込んで、壁までふっとばしてやる。それを全速力で追いかけて、肩を前に出す。全体重と加速力を乗せたタックルを相手の腹に叩き込む。相手の肋ろつ骨こつがきしむ感覚。言葉にならないうめき声が降ってくる。天然パーマの身体がずるりと壁伝いに崩くずれ落ちる。

「避よけてっ！」

　遠くのスバルが悲鳴にほど近い声を上げた。

　反射的に飛び退のくと、風かざ切きり音をたてて渉が立っていた空間を何かが貫き、甲かん高だかい金属音をたてて壁に突き刺さった。それは、体操などで用いる長尺の鉄棒だった。

　驚おどろいているまもなく、ピアスが接近してくる。とっさに鉄棒をつかんで引き抜くと、腰を落として全ぜん霊れいの力を込めて横に払おうとする──

　が、バチン、と手元に強い衝しよう撃げきがはしって、鉄棒が吹き飛んだ。手からこぼれる。

　何が起きた？

　だが、それを考える間はなかった。すでにピアスの足音がすぐそばまで迫っていたからだ。そう思って振り返りざまに拳こぶしを放って、渉わたるは目を見張った。

　渉の拳は、ピアスの頬ほおをしかととらえていた。だが、手て応ごたえはなかった。逆に、拳の先に冷たく鋭い痛みが走った。

　ピアスの頬に、厚く強固な氷の膜が張っていたからだった。

　渉の拳を食い止めていたのは、その氷の防護壁だった。たちまち、バキバキと音をたてて膜が広がって、固く尖とがった氷のベールがピアスの全身の表皮を覆おおっていく。──氷ひよう結けつのシステマ。

　次の瞬しゆん間かん、氷で強化されたピアスの蹴けり足が飛んできた。腕で受けたが、反動を許さぬ固い衝撃にふっとばされる。跳とび箱ばこの一つに背中からぶつかって、段が崩くずれ落ちた。

「八や尋ひろ！」

　スバルの声が聞こえる。

　その呼びかけには応じなかった。どんなふうに応じていいのかもわからなかった。

　何を……。

　渉は身を起こしながら、胸裏で思った。

　何をしているんだ、俺おれは。

　そもそも、俺はどうしてこんなところにいるんだ？　学校の片かた隅すみの、体育館裏の人ひと気けのないところだ。生徒寮にいた俺が、こんなところ通りすがるはずもないのに。

　顔を上げると、ピアスが氷の仮面をかぶってあざ笑っていた。

「まさか結ゆい月づきを助けに来たのか？　お前」

　ピアスがあざ笑うように言った。

「わからないもんだな。お前たち、敵同士だと思ってたぜ」

　渉はそれを無視して、氷の鎧よろいをまとったピアスに近づいていった。

　そして、何も言わずにピアスに中段蹴りを叩たたき込む。弾はじかれる。それでも、今度は拳こぶしを叩き込む。拳が壊こわれるかと思うほど固い。氷が少し砕けても、すぐに新たな氷で補充されて、ほとんど意味のない打撃だ。それでも、叩く。蹴る、叩く、蹴る叩く蹴る叩く蹴る。脛すねが痛み、拳が傷つくのも構わず無言でピアスに猛もう攻こうを加える。

　圧力に押されて、ピアスがついに一歩下がる。チッ、とピアスは舌打ちする。

「うぜえ」

　ピアスの手が伸びてきて、渉わたるの首をつかんだ。凍りつくような冷気を帯びていた。氷ひよう結けつ音おんをたてて、氷を生み出し、渉の首と自分の手とを氷で固めようとしてくる。

　だが、そこで異変が起こった。

　ピアスの氷の仮面が突然、どろりと溶け出したのだ。まるでピアスの身体からだがいきなり高熱を帯びて、その身を包む氷が解け出したかのように。

　だが、それはただの想像ではない。現に、渉の首をつかむピアスの手はひどく熱を帯びていた。高熱どころではなく、あたかも、加熱されているような熱さだ。

　それが渉の喉のどにまで伝わってきて、口の中が急激に渇かわいてゆく。

「お前……？」

　ピアスが唖あ然ぜんとした面おも持もちでつぶやいて、こちらを見据えてくる。だが、彼が次の語を継ぐよりも先に、渉は後ろ足を蹴けっていた。

　好都合にも、標的が無防備な姿をさらしてくれたのだ。氷解の理由なんて後回しで良い。

　逡しゆん巡じゆんの間もなく、渉は鋭く突き出した拳こぶしでピアスの顔面を拳で打ち抜いていた。そのまま押し込んで、ピアスの頭を壁と拳とのサンドイッチにする。ピアスの身体は大きく跳ね返って、そのまま前のめりに倒れ込んだ。

　残るは一人。

　振り向く。残る桂かつら木ぎが、軽々と鉄棒を片手でかつぎあげていた。

「せっかくいいところだったのに、邪じや魔ましてんじゃねえよ？」

　こちらは全身を使って引き抜くので精一杯だった鉄棒を、桂木はやり投げの要領でまっすぐに放ってくる。姿勢を低くして避よける。

　鉄棒は柱に当たって大きな音を響ひびかせて、転がった。

　あんなひ弱そうな奴やつが、軽々と鉄棒を持ち上げられるはずがない。

　ということは……これが桂木の機き能のうか。

「鉄をあやつる機能よ」スバルがさけんだ。「あんたじゃ危ない。逃げて！」

「余計なこと言ってんなよ」

　桂木がスバルにつながる針金をつかむと、突然スバルは絶句して崩くずれ落ちた。押し殺したようなうめきを上げて、苦く悶もんの表情で身をよじる。

　それを目にした途と端たん──

　渉は、気付くと、桂木に向かって突進していた。ただ一刻も早く桂木を叩たたく。頭の中にはそれだけしかなかった。しかし、それは失策だった。

　桂木が一歩、前に出て、右の手をすばやく伸ばしてくる。

　たちまち、突進が止められた。細く強きよう靭じんな、紐ひも状じようの何かが、首に巻きついてきたからだった。容よう赦しやない力をもって、気管を押し潰つぶしてくる。

　刹せつ那な、視界がかすんで、喉の奥からうめき声がもれる。指先で首筋を掻かいて、その紐をつかむ。ひやりと冷たい手触り。気道と紐ひもの間に指をねじこみ、かろうじて気道を確保する。見下ろすと、その紐の正体は、幾いく重えにも巻かれた針金だった。

　桂かつら木ぎの右手には、幾重にも巻かれた針金の束が握られている。

「お前が俺おれに勝てるかよ」と桂木は笑み混じりにさけんだ。「この無能力者が」

　桂木は左手で足あし下もとの鉄棒を拾い上げると、それを叩たたき込んできた。渉わたるはなんとか肩でそれを受けたが、衝しよう撃げきは骨まで響ひびいて、壁かべ際ぎわまでふっとばされた。跳ね返って、フローリングの上を転がる。痛みを通り越して、肩から先はしびれて感覚がなくなっていた。

　ぐっ……。

　うなりながら、手をついて顔を上げる。

　こちらに駆け寄ろうとするスバルの針金をつかんで、桂木が笑っていた。

　──失策。まぎれもない失策だった。

　どうして、機き能のうもはっきりしない相手の懐ふところに飛び込んだ？

　自分で自分の感情が制御できていない。まずは様子を見るに徹てつしたいはずなのに、桂木に今すぐ飛びかかりたい感情が今なお同居している。

　壁に手をついて、立ち上がろうとする。

　瞬しゆん間かん──

　バリッ、と乾いた音がして、手の裏に衝撃が走った。なんだと思う間もなく、それと共に天井の電球が片かたっ端ぱしから音をたてて割れ、ガラスの雨が降ふり注そそぐ。

　桂木はあわてて両手で頭を覆おおって、狼ろう狽ばいした様子でさけんできた。

「お前今、何をした」

　こっちが聞きたい。

　渉は壁に添えた手のひらを凝ぎよう視ししながら思った。

　今のはなんだ。

　渉は、直じかに見ていた。自分の手の内側で何が起きたのかを。突然そこからあふれだしたエネルギーの発はつ露ろを見逃さなかった。ゆっくりと壁から手をどかすと、そこは照明のスイッチだった。しかし、カバーは溶けて、中の電線は焼き切れていた。

　君のシステマは──

　先刻の、朝あさ宮みやの言葉がふいによみがえる。

　──君のシステマは、何かしらの状況に応じてその機能を変える能力。

　先刻、『氷ひよう結けつ』のシステマを持つピアスを倒したとき、殴り倒す直前になぜか奴やつはこちらを凝ぎよう視ししていた。あの怪け訝げんそうな視線が、ずっと気になっていた。

　ピアスの氷の鎧よろいが溶けたとき、向こうが突然の高熱を発したのかと思った。そしてその熱が、ピアスの手を通して伝わってきて、こちらの喉のどを渇かわかしたのだと。

　だが……。

　だが、もしも逆だったとしたら。

　あの加熱力は、俺おれの身体からだから発せられたものだとしたら。その熱が、氷をあやつる能力者にとって致命傷を与えることになったのだとしたら。

　だとしたら、これは……

　鉄をあやつる能力者を前にして、手のひらから放たれたものは……。

　そのとき、首に巻きついた針金が一気にその締めつけを強めた。頸けい動どう脈みやくと気管とに食い込んで呼吸も血流も一気に阻止してくる。視界が急激に狭せばまって、うめきすら上げられなくなる。針金と首のあいだに指を食い込ませて、なんとか気道だけは確保する。

「何をしたって聞いてんだよ、おい！　お前──」

　桂かつら木ぎが目を見開いて、さけんでくる。

「無能力者じゃなかったのか!?」

　だけど、まだだ……。

　渉わたるは思った。体操室の中を見回すと、もう立ち上がろうとしている連中が二、三人いる。こいつらを残したままスバルを一人にするわけにはいかない。

　渉、とスバルが肘ひじで身を起こして何度も呼んでくる。だが、ふたたび喉のどを締めつけられて、渉が大きなうめき声をもらすと、スバルはついにこらえきれなくなったようにさけんだ。

「渉！」

　その名前で、何度も呼ぶな。

　そう言い返したかったが、それもできない。そもそも、要らない心配をされるのがうっとうしい。俺は、桂木を倒せる。あと必要なのは──

　体操室に駆け込んでくる新たな足音があった。首をねじって、振り向く。この学校で最も憎く、この状況を任せるに値あたいするであろう人物がそこにはいた。

「スバル！」

　体操室の戸口で、神かみ代しろ明めい夜やはさけんだ。

　しかし当のスバルは、明夜の到着にはまったく気付いていないようだった。スバルが懸命に呼ぶ相手を探して、明夜がこちらを向く。視線が絡からむ。その目が驚おどろきに見開かれる。

「お前、どうしてここに……」

　明夜の推理を制するように渉は言った。

「神代」

　桂木の持つ針金をつかむ。渉の首につながったままの針金だ。

「お前の手は借りない。だが──」

　どうしてここに来たのか、どうしてこんな戦いをしているのか、考えるのも面倒だし、あとでたずねられるのも面倒だ。だったらいっそ……

「後片付けは任せたぞ」

　五ご指しに力を込めて、そこにエネルギーを流し込むイメージをする。

　バンッ！

　大口径拳けん銃じゆうの発砲音に似た音をたてて、桂かつら木ぎが後ろにのけぞった。針金を走った青白い光にに撃たれたのだ。直立の格好で、仰あお向むけに倒れて、動かなくなる。

『臨機応変アンノウン』は、〝何かしらの状況に応じてその機き能のうを変えるシステマ〟。朝あさ宮みやの推理は大当たりだ。そして、このシステマが対応する状況とは、おそらく──

　敵対するシステマ能力者の存在だ。

　肉体を氷ひよう結けつする相手には、それを解く加熱力。鉄をあやつる相手には、それに伝導するエネルギー。もしも現在のシステマに四よつ名なをつけるなら、──『電でん光こう石せつ火か』。

　しかし、渉わたるの手から放たれた高圧電流が伝導したのは、渉自身もまた同じだった。全身の筋肉が動かなくなって、膝ひざから崩くずれ落ちる。

　……だったらいっそ、と思う。

　だったらいっそ、思考を止めてしまった方が楽だ。

　渉はフローリングの床に横たわったまま、みずからの意志でまぶたを伏せた。
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　最終試験、五日目。

　生徒寮の個室に戻ると、朝宮はいなかった。ただ、その代わりに、結ゆい月づきスバルが片膝をかかえて、渉のベッドに座っていた。

　だが、渉は何も言わずにその前を通り過ぎて、勉強机に検査入院の荷物を置いた。

「身体からだは大丈夫だったの？」

　スバルがたずねてくる。彼女は、膝を抱えたままの格好だった。

「問題ないから戻ってきたんだ」

「そっか……」

　渉の机には、いつぞやと同じく栄養ドリンクが置かれていた。それをつまんで、朝宮の机に転がす。ひどくぬるくて、まったく冷えていなかった。

　足音がして、振り向く。スバルが、すぐ後ろに立っていた。胸元を握り締めて、じっとうつむいていた。前髪に隠れて、表情は見えない。

「逃げろって言ったでしょ……？」

　スバルは強い感情を押さえ込むような、小さな声で言った。

「……私、逃げろって言ったよ？　あんた、無能力者かどうかもわかってなかったじゃない。なんで言うこときかなかったの？　どうして……」

　スバルの肩は少し震ふるえているように見える。

　こいつ、こんなに細いのか。

　渉わたるはスバルを見下ろしながらふと思った。彼女のシステマの影えい響きようのせいか、どことなく大柄なイメージがあった。だけど華きや奢しやだ。こうして正面から向き合うとよくわかる。

「生意気だな、お前は」

　吐き捨てると、スバルはどきっとしたように顔を上げた。

「俺おれがお前の言うことを聞くと思っているなら、まずはその考えを改めろ」

　少し不安げだったスバルの顔が、みるみるふてくされてゆく。

「な、生意気で悪かったわね。そういう性格なんだから……しかたないでしょ」

「少しは改善する努力をしろ。だからあんな連中に好かれるんだ」

「……何よ、その言い方」

　ようやくいつもの怒り顔に戻った。

　そう思ってスバルを見つめると、なぜか彼女は、んきゅっ、と妙な音をたてて息を呑のんだ。目を丸くして、まじまじとこちらを凝ぎよう視ししてくる。

　後ろを振り返って確かめたが、何も異変は見られない。

　向き直ると、スバルはなぜか赤い顔をしていた。

「なんだ」

　スバルは、鼓こ動どうを押さえるように胸に手を当て、上うわ目めでじっと凝視してくる。
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「……なんで、笑ったの？」

「何？」

「今、あんたちょっとだけ笑ったから……」

　笑った？

「笑ってない」

「わ、笑ったよ、今」

　チッ。

　舌打ちする。

　なんだこの意味のないやりとりは。

　むぐ……。

　スバルは複雑な顔でうめいてから、一歩、後ろに下がった。

「じゃあ、もういいわよ。私、授業に行くから。それと……」

「それと？」

「システマが見つかったからって、誰だれかのバッジは奪わないこと。あの約束は有効よ」

　ああ、と適当に相づちを打つ。

「……嘘うそついたら、本気でぶん投げるから」

　スバルは軽く渉を睨にらんでから、アップした髪をひるがえした。ドアに向かう。だが、そのドアノブに手をかけたところで立ち止まった。

　どこか名残なごり惜しそうに振り返って、スバルは制服の胸元を握り締める。少し口を開いて、何かを言い出しかけては、それを飲み込んでを繰り返す。

　そして彼女は、勇気を振りしぼったように身体からだを前に出した。

「あのとき、あんたが来てくれるなんて思わなかった。あ……」

　深呼吸の音。

「ありがと、渉わたる」

　スバルはそういうやいなや、部屋を飛び出していく。

　渉はしばらく変へん哲てつのないドアを見つめていたが、やがて小さく咳せき込んだ。




　一日ぶりの新校舎の廊下を歩いていると、前から神かみ代しろ明めい夜やが向かってくるのが見えた。互いに目が合ったが、二人して何も言わずに視線を逸そらす。

　すれちがいざま、明夜はすっと拳こぶしを出してきた。親指で何かを弾はじく。小気味いい音をたてて宙を舞ったのは、金色のバッジだった。

　それを空中で受け取って、横を向く。明夜もまた足を止めていた。

「今の君にはそれを受け取る資格があるだろう」

　明夜は表情を変えずに言った。「僕のほどこしを受けるつもりがないのなら、話は別だが」

　渉わたるは指先でバッジを回しながら言った。

「あいつの差し金か」

「あいつ？」

　明めい夜やは少し考えてから言った。

「スバルのことか。彼女からはまだ何も言われていないよ」

　ちがうのか？

　渉は意外に思って片かた眉まゆを上げた。

「彼女が君を変えたのか、君にとって彼女が例外になったのかはわからない……。だが、僕は君の行動を信じよう」

「言っている意味がわからないな」

　そう告げると、明夜は、ふっと控えめに失笑した。

　少し驚おどろいて、明夜の顔をまじまじと見る。彼の笑い顔を見るのははじめてだった。

「ようするに、君を見直したってことさ」

　さすがに顔をしかめた。

　ふたたび明夜は悠ゆう然ぜんと歩き出す。

　こいつ……。

　小さくなる彼の背中を見送りながら、渉は思った。

　思っていたよりも単純だ。




　最終試験の六日目、実質的な最終日は何事もなく過ぎた。ただ一つちがっていたのは、夕食の時間、食堂の片かた隅すみでハンバーグを食べていたら相席を求められたことだった。

「食事中のところすまない」

　神かみ代しろ明夜だった。片手にはハンバーグのトレーを、そして、なぜかもう一方の手ではスバルの腕を引いている。

「どうもスバルが君と顔を合わせづらいらしい。お節せつ介かいだとは思うが、相席してやってくれ」

　スバルは戸と惑まどい顔で言った。

「別に顔を合わせづらいなんて、一言も……！」

「態度でわかる」

　明夜は問答無用で椅い子すを引き、スバルを座らせ、その前に夕食のトレーを置く。渉の真正面に座らされてしまったスバルは、膝ひざの上で拳こぶしを握って肩をすぼめていた。居心地悪そうに奥歯を噛かんで、頬ほおを染めている。

　スバルとこうして向かい合うのは、昨日、彼女が部屋を去って以来だった。

「それじゃ」とだけ言って神代は自分のテーブルに戻っていく。

　そうして、二人残される。

　……い、いただきますとかぼそい声で言って、スバルはハンバーグにフォークを入れる。困ったような顔でひどくもじもじとしていて、ひどく食べずらそうだった。ようやく一切れを食べても、まるでお嬢じよう様さまよろしく口元を押さえてもくもくと弱々しく口を動かしている。

　こっちの皿はとっくに空からになったが、黙だまって席を立つのも居心地が悪い。

「神かみ代しろ派のバッジはどうなったんだ」

　渉わたるはようやくのことで話題をしぼり出した。

　スバルはナプキンで口を拭ふきながら、あっ、うん、と気を取り直して言った。

「なんとか集めきれたわ。あとは、単独行動の人たちがちゃんと確保しててくれればだけど」

「そうか……」

　スバルはこちらの目をのぞきこんできた。

「……あんたこそ、誰だれかのを奪ったりしてないわよね」

「奪っていたとしたらどうする？」

　渉は真ま面じ目めな声を作って言った。スバルははっと息を呑のむと、たちまち凄すごむように見据えてくる。

「……答えになってない」

「どっちにしろもう五時は過ぎた。バッジを取り返すチャンスはないだろ」

　トレーを手にして、席を立つ。退席するにはいいタイミングだ。

　ああもうっ……、とスバルがもどかしそうにうめく。だが、それを無視して、さっさとトレーを片付けて、出口に向かう。食堂の去り際ぎわに振り返ると、スバルは先ほどまでの小食はどこへやら、不服そうな顔でハンバーグをもむもむと口の中につめこんでいた。
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　渉は、バッジを見ていた。

　深夜、相部屋を抜け出してやってきた、生徒寮のテラスだった。感傷に浸るつもりはなかったが、眠れなくて夜風に当たりにやってきた。

　明日、正式な入学式が開かれる。バッジを保持している今、入学は決まったも同然だ。

　元々は、この森もりノの宮みやで、兄さんの名を背負い続ける覚悟だった。だが、今となっては、学校側に素性すじようを明かさないわけにもいかないだろう。兄さんだって、きっとそれを望むはずだ。

　だけど、実感が湧かない。杉すぎ崎さき渉として怪盗を目指す事が、どこか絵空事のように感じる。

　テラスの戸の開く音がした。

　目だけを動かして見る。神代明めい夜やだった。

「君も眠れないのか？」

　明夜はそう言って微笑ほほえむと、渉の隣となりに並んだ。テラスの手すりに手を添え、夜空を仰あおぐ。

「僕もだよ。いろいろと考えることが多すぎてね」

「お前みたいな奴やつでも緊張するのか」

　渉わたるは、バッジをジャケットのポケットにしまって言った。

「お前みたいな奴というと、どんな奴のことだ」

「怪盗になれて当たり前と信じている奴だ」

　明めい夜やは目もく笑しようした。

「少しちがうな。僕はただ、怪盗になる前提でふるまっているだけだ」

　ずいぶんと正直に喋しやべるな。

　渉は、意外に思いながら口を開いた。

「お前はそういう生まれだからな」

　ん……と明夜はあいまいに相づちを打つ。そして、ふとテラスの上を仰あおぐ。

「杉すぎ崎さき、君はもう部屋に戻るつもりか」

「どうしてそんなことを聞く？」

「君のシステマに興味がある。二人で話がしたい」

　明夜が片腕を水平に伸ばすと、その指先から背中にかけて、例の光の羽根が広がった。




　屋根の上にのぼると、先に羽根で飛んできた明夜が、片かた膝ひざを立てて座っていた。白い瓦かわらのしきつめられた斜面に腰を下ろして、月を見ている。

「お前は楽でいいな」

　渉は顔をしかめて言った。

「手でも引いてほしかったか」

　明夜は目笑した。

　渉は小さな舌打ちで応じると、明夜のかたわらに立って空を仰いだ。

「俺おれのシステマに興味があるとか言ったな」

「ああ。『臨機応変アンノウン』だったか」

「気になるなら、俺の機き能のうをコピーして、勝手に自分で実験すればいいだろう。それとも、他人の機能をコピーするには特別な条件でも必要なのか」

　いや、と明夜は言った。

「僕の『森羅万象アルターエゴ』は、ただ相手に触れればその者の力を得られる。いつだったか、新校舎で君とやりあったときにコピーを試みてみたさ」

　はじめてやりあったとき、というと──『天てん衣い無む縫ほう』を奪われ、決けつ盗とうに持ち込まれた際か。

　あのときの明夜の狡こう猾かつなやり口を思い出して、少し苛いら立だつ。

「システマを得ると、いつも身体からだに一種の熱を感じる。だが、君の手首をつかんでもその感覚がなかった。だから、無能力者だとわかったんだ。そして、君のロザリオが『傾けい国こくの神じん器ぎ』であろうこともすぐ想像がついた」

　……だが、と明めい夜やは語を継ぐ。

「君はシステマ能力者だった。よければ、もう一度触れさせてくれないか」

　明夜が、やおら手を伸ばしてくる。

　少し迷ったが、ただ触れるだけならその気になればいつでも出来るはずだ。だから、あえて軽く手の甲こうを払って、明夜の手のひらにぶつけてやる。静かな夜空に、ぱしん、と軽く音が響ひびく。

　そして──

「やはりだ」と明夜は打たれた手を握り締めてつぶやいた。「君の力は、僕には宿らない」

「どういうことだ？」

「僕にもわからない。ただ……」

　明夜はゆっくりと拳こぶしをにぎりしめて言った。

「君の能力は、ほかのシステマと共存することを拒否している。そんな感じがする」

　彼は長い間、難しい顔で考え込んでいたが、やがて口を開く。

「僕は、すべての怪盗の上に立つために……言い換えれば、すべてのシステマ能力者を統すべるために生まれ、育てられてきた。そうして得たのが、『森羅万象アルターエゴ』の力だ」

　明夜はクスッと笑って見上げてきた。

「だが、君だけは支配不能らしい。君は、どんな生いき様ざまからその機き能のうを得た？」

「……朝あさ宮みやと同じ質問をするんだな」

「朝宮？」

「うっとうしい同居人の名前だ」

　重要なのは、自分にシステマの力があるかないかだ。力がここにある以上、それを手にした理由を探る意味はないし、興味もない。それに……

「そもそも」と渉わたるは言った。「お前ごときにそう簡単に支配されてたまるか」

「君は本当に憎まれ口が達者だな」

「お前もその自信過剰を少しは自覚したらどうだ」

「お互い様だろ」

　……くっ、と渉は笑った。無む性しようにおかしくて、こらえきれなくなった。喉のどの奥で、くっくっと笑う。明夜が、苦笑をにじませながら口を挟はさんでくる。

「おい、なに笑ってるんだ」

「いや……まさか自覚してるとはな」

「やめろってば、君が笑っていると調子が狂う」

　明夜までつられて喉を鳴らす。二人して、声を殺してひとしきり笑った。

　やがて、生徒寮から見える森もりノの宮みや本校舎の時計台に目をやる。時計の針は十二時ちょうどをさしていた。日付が変わる。

　ついに、入学の日がおとずれたのだ。

　まるで渉わたるの心を読んだかのように、明めい夜やが言った。

「そろそろ戻ろうか。念願の入学を寝ぼけ眼まなこで迎えるのも嫌いやだろう」

　ああと応じて、来た道を戻ろうとする。すると、そこでなぜか明夜が呼び止めてきた。

「杉すぎ崎さき」

　振り向くと、明夜が手をさしだしていた。その指先には、月光を弾はじくロザリオが揺れている。

　渉は軽く首をかしげた。

　協会の規定において、『傾けい国こくの神じん器ぎ』の私的所有は許されていない。むろん、『天てん衣い無む縫ほう』もその例に漏れないはずだった。

「まだ持っていたのか」

「はじめは協会に返却するつもりだったがな……」

　明夜は真ま面じ目めな顔を作る。「スバルから聞いたんだ。これが、君の兄の形見だと。だから、君がこの森もりノの宮みやを去るときには彼女を介して返す約束だった」

　約束、という単語を聞いて事情を察する。頭に浮かんだのはもちろん、スバルの顔だった。

　……あいつ、また余計な事を。

　顔をしかめながら、ロザリオを横からかっさらう。そうして、早々に踵きびすを返して、屋根の段差を下りてゆく。後ろから、足音がついてきた。

「羽根で下りないのか」

　渉は見返らずに言った。

「今は少し歩きたい気分なんだ」

「良い心がけだな」

「口の減らない奴やつだな」

　渉は鼻を鳴らすと、手の中で月明かりを弾くロザリオを見つめた。

　それを首に回して、前を向く。そして、渉はふたたびもう一歩、足を前に出した。
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　一週間ぶりの体育館、そのホールの壇だん上じように教師陣が並んでいた。校長の乙おと旗はたに、副校長の灰はい谷たに。結ゆい月づき雛ひな子こに、それにひときわ目立つ白スーツの御み堂どう公こう一いちの姿もあった。

　乙旗が、マイクの置かれた教壇に立った。

「一週間ぶりだな、諸君。この短い期間のあいだに、皆、それぞれ頼もしい顔つきになったように見える。今回、君たちには全員でバッジを奪い合ってもらって、奪う者、奪われる者として思うところは様々あっただろう。その想おもいをこれからの糧かてにしていってほしい」

　と、まあ、と彼は語を架けた。

「前置きはこれくらいにして、そろそろ本題に入ろうか」

　館内の空気が少し張りつめる。その中、渉わたるは指先でバッジを弾はじきながら話を聞いていた。

「では、これより本年度の入学者を発表する」

　そういうなり、乙おと旗はたは、バッジ二十位圏内の生徒の名を次々と名前を読み上げていった。その中にはもちろん、前に並ぶ結ゆい月づきスバルや、神かみ代しろ明めい夜やの名前もあった。

　そして──

「杉すぎ崎さき」と、乙旗は笑み混じりに言った。「渉わたる」

　渉は、弾かれるように壇だん上じようを見た。壇上では、雛ひな子こもぎょっとした顔で乙旗の方を見つめていた。前のスバルも壇上とこちらとを何度も見比べている。

　まさか……。

　明らかにこちらを視線を投げかけてきている、乙旗の得意顔を睨にらみつける。

　ぜんぶお見通しだったとでも言うつもりか。

　乙旗は、入学者リストの紙をぱんと手で叩たたいて、教壇に身をのり出した。

「本年度の合格者は以上。諸君らの入学を心より歓迎する」

　歓声が弾けた。

　ホール中の新入生たちがそれぞれ喜びを爆ばく発はつさせ、喜びを分かち合う。スバルも振り返って、ご機き嫌げんな様子で胸を叩たたいてくる。

「やったわね、渉！　あんたも、ちょっとは嬉うれしそうな顔したらどうなの？」

「どんな顔をしていようが、俺おれの勝手だろう」

　渉は眉まゆをしかめて言った。

　それでも、ひとまずは一件落着だ。これでようやく、盗みのライセンスを得るためのスタートラインに立った。

　だが、一つだけ気になっていることがある。それを問いただすべき相手を目で探すと、彼はお祭り騒さわぎのホールの中を一人歩き、館外へと歩き去るところだった。




　明夜は、体育館の外の桜並木道を歩いていた。神代、とそれを呼び止める。

「杉崎？」

　明夜は足を止めて振り返った。

「お前に聞きたいことがある」

　歩みよりながらそう告げると、彼はすぐさま応じた。

「桂かつら木ぎたちのことか」

　ああ、と渉は言った。明夜と向かい合う。

　先ほどの入試合格者発表、桂木の名前が呼ばれなかったのが気になっていた。別に、桂木が合格しようがしまいがどうでもいいが、あの時、渉わたるが気を失ったあとで、彼かれ等らのバッジを奪った者といえば神かみ代しろ明めい夜や以外に考えられなかったからだ。

　しかも、今、明夜は「桂かつら木ぎたち」と言った。

「言わなくてもわかるだろう」

　明夜は制服の内ポケットに手を入れて、いくつかのバッジをとりだした。それを、手のひらからこぼしおとす。桜の花弁で埋め尽くされた地面に、軽い音をたてて散らばる。

　バッジ七個。スバルを襲おそったメンバーと同じ数だ。

「こんなやり方を、スバルは絶対に認めないだろう。だから、独ひとりでやった。一応言い訳は用意しているが……彼女は気付いていたか？」

「いや。ただいつかは気付くぞ」

　だろうなと明夜は言った。

「だが、僕は、あんな下げ卑びた連中に怪盗の可能性を与えることすら我慢ならなかった」

　明夜の行為を否定するつもりはなかった。特に肯定するつもりもなかったが。

　ただ一つだけいえることは──

「俺おれは結月あいつに、嘘うそをついたらぶん投げると脅おどされた。お前も……」

　渉は、バッジから顔を上げて言った。

「今のうちに受け身の練習をしておくことだな」

「覚悟のうちだよ。僕にできるのは、せめてこれくらいだからな」

　自じ嘲ちよう気味に笑って、明夜はふたたび歩き出す。背中越しに、彼は軽く手を挙げた。

「それじゃあまた後で。創立記念館で会おう」

「創立記念館？」

「なんでも毎年、新入生には記念館での恒例行事があるらしい。たぶん今年もだろう」




　　　　◇




　茜あかね色いろに染まる創立記念館の正門前には、新入生一同がすでに集まっていた。渉が集合時間ぴったりにやってくると、つかつかとスバルが迫ってきた。

「遅い」とスバルは両手を腰に当てて言った。「みんな待たせてるんだから、急ぎなさいよ」

「別に遅れてないだろ」

「五分前集合は基本でしょ」

　新入生を引率するのは、入学式に壇だん上じようで見た顔だった。校長と副校長と雛ひな子こ、そして御み堂どうと牛うし丸まるのコンビ。そのメンバーに、協会の管理官と名乗ったスーツ姿の男性が一人加わっている。

　彼等にうながされて足を踏み入れた記念館のエントランスは、大理石の空間となっていた。記念館にやってくるのははじめてだが、体育館のホール並みに広々としている。本来、記念館は午後五時で閉館となるため、エントランスには一同の足音のみが大きく反はん響きようした。

　創立記念館は、音楽ホールや多目的ホール、またはカフェテリアなどを内包する複合施設としてよく利用されているが、そのメインはギャラリーだった。エントランスを横断して、ギャラリーに入る。そこで展示されているのは、森もりノの宮みやの──ひいては怪盗協会の歴史を示す貴重な品々だった。歴代の怪盗が用いていたレオタードや、怪盗を扱う新聞記事などが、時代時代にそって紹介されている。

「やあ、狼おおかみ少しよう年ねん」

　ギャラリーに目を流しながら歩いていると、ふいに後ろから呼ばれた。

　白スーツの御み堂どう公こう一いちだった。

　背後に近づかれたのに気付かなかった。足音も、気配もしなかった。

「気持ち悪い近づき方をするな」

「癖でね」と御堂は後ろ頭を掻かく。「それより、君、よく合格できたじゃないか。決けつ盗とうのとき見たかぎりでは、君はあのままドロップアウトだろうなと思っていた」

　いちいち喧けん嘩かを売るような話しかけ方だった。応じるのもうっとうしくて、無言を貫く。

「ところで、君は不思議なシステマを持っているそうだね？」

「らしいな」

「四よつ名なは？」

「あんたに教える義理はない」渉は言った。「それより、ファントムナインのあんたがどうして学校の引率についてきているんだ。ここの教員じゃないんだろ」

　御堂公一については、朝あさ宮みやが勝手にいろいろと教えてくれた。協会が誇る九大戦力、ファントムナイン。その一人が、この青年だ。

　たしか、コードネームは『バーズヘッド』。

「質問を蹴けっておいて即質問返しか。君は敵を作りやすいタイプだね」

「あんたもな」

　御堂は肩をすくめた。

「一つだけ言えるのは、今は備えなしに宝物庫を開けるわけにもいかない状況だってことさ」

「マスター」

　御堂の隣となりで牛うし丸まるがさえぎるように呼ぶ。

　ああすまない、と御堂は言った。「だから、ちゃんと明言は避けただろう？」

「いいえ、マスター。問題があると断言しているようなものです」

「それもそうか」

　二人のやりとりを聞き流しながら、御堂を無視して先に行く。ギャラリーを抜けると、その先は、関係者用通路のみとなっていた。

　狭い通路を抜けていくと、ふいに視界が開けた。通路の行き止まりは、半円形の小さな部屋だった。白塗りされた両開きの大きな鉄扉が一つ、そびえている。

　扉の向こうが何のフロアなのか、プレートで銘めい打うたれてはいない。

　校長の乙おと旗はたが、扉の前で振り返って言った。

「さて、今日集まってもらったのはほかでもない。怪盗を志こころざす君たちに、我々協会の宝物庫をその目で見てもらうためだ。

　我々が一般社会のルールを逸脱してすら守るべきものが何なのか……。それをしかと目に焼き付けてもらいたいと思っている」

　少し待っていてくれと乙旗は言って、一行に帯同していた管理官とともに白扉の両りよう脇わきに向き直った。扉の両脇には、認証システムが設置されていた。乙旗と男性がそれぞれ、指紋、網もう膜まく、声紋、と三段構えの生体認証を行い、それによってはじめてロックが開く。

　ガコンと音をたてて、両開きの扉が開いていくと、その先にはまた扉が待ち受けていた。さきほどと同じく、生体認証をくりかえして、また前に進んでいく。

　ずいぶんと厳重だな、と渉わたるは思った。御み堂どうと牛うし丸まるはついてこなかった。まるでガードマンのように、一つめの扉の前で待機している。

「この扉は、乙旗校長と協会の管理官の生体認証があってはじめて開く隔かく壁へきなんです。ふだんは校長先生といえど、勝手に入り込むことはできないんですよ」

　雛ひな子こが、二つめの扉をくぐったときに言った。

「鉄をあやつる能力者なら、簡単に開けられるんじゃない？」とスバル。

　いいえと雛子は言った。

「それは無理よ。この扉は、常磐ときわ石いしの合金で出来ている」

　常磐石というのは、システマ能力者の機き能のうを絶縁する効力を持つ鉱物だ。警察の特殊手錠などにも用いられている。どんな鉱物と混合されても猫目キヤツツアイ効果を生み出す特性を持っており、実際、鉄扉を見ると、その表面には幾いく重えもの細い光こう沢たくが走っているのが見えた。

　おい、と前を行く灰はい谷たにが振り向く。

「余計な事をしゃべるな」

「あ、すみません」と雛子はあわてて姿勢を正した。「……副校長」

　電子ロックの白扉は、ぜんぶで三門だった。

　最後の一つが開くと、新入生たちはそれぞれ感嘆の声を上げた。そこには、金色の世界が広がっていた。あたかも、黄金郷のようだった。

　金色の輝かがやきの中に進み出た乙旗が、振り返って両手を広げた。

「これが我々、現代に生きる怪盗たちにとってのお宝だ」

　二階建ての記念館を貫いて作られた、広大な宝物庫。長方形にのびるフロアの両脇の壁はガラス張りの保管棚になっていて、それが部屋の奥まで続いている。保管棚の中には、金色をまとう宝がぎっしりと隙すき間まなく納められていた。さびついたトランペットに、豪ごう奢しやな飾りがついた金のコップに、絵のない金色の額がく縁ぶち……ほかにも保管棚に収まりきらないグランドピアノや、西洋風の金色の鎧よろいなどがガラスケースの前に並べられていた。

　神かみ代しろ明めい夜やはぐるりと『お宝』を見回してから、乙おと旗はたに向き直った。

「このすべてが、傾けい国こくの神じん器ぎですか」

「その通りだ、神代明夜シンデレラ」

　シンデレラ？

　明夜の方を向くと、彼は苦にが虫むしを噛かみつぶしたような顔をしていた。

「よしてください、乙旗校長。男の僕にそんな言い方」

　明夜が棘とげをふくませて言った。乙旗が笑う。

「だが、君がいずれプロのエージェントになったとき、付されるコードネームはまちがいなくそれで決まりだぞ。今のうちに慣れておくといい」

「……ご配慮感謝します」

　明夜は忌いま々いましげに眉まゆを寄せてささやいた。

　乙旗は満足げにうなずいて、宝物庫の奥へと歩き出した。一いつ行こうが続く。

「ここに納められているものはすべて、人じん智ちを超え、時には国家すら傾かせられる力をはらむ法ほう具ぐたちだ。我々、怪盗協会はこの『傾国の神器』を一般社会から奪還、収拾し、それを保全することを最大目的としている。たとえば、これ──」

　乙旗はふいに足を止めた。手近の棚に鍵かぎを差し込んで開き、その中の小さな木台に置かれていた小こ槌づちをとり出す。

「『打うち出での小こ槌づち』。これでモノを叩たたけば、」

　乙旗は、すぐ目の前にいた、雛ひな子このお尻しりをぽむっと小槌で叩いた。

　たちまち、雛子のタイトスカートがむきゅっとちぢんで、ヒップラインぴったりにひきしぼられた。裾すそがまくれあがって、雛子はがばっとそれを手で押さえる。
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　男子一同が鼻の下を伸ばしてどよめく。

「校長先生！」と雛子は甲かん高だかくさけぶ。

　軽快に笑いながら、乙旗は小槌をくるっとひるがえした。反対側の槌で、雛子のスカートをぽんと叩く。たちまち、元の大きさに戻った。

「見ての通り、神器というのは君たちのシステマと同種の力を宿す法具だ」

　むくれる雛子を無視して、乙旗は語を継いだ。

「ただしこれはまだ可愛かわいい方だ。たとえこれが暴君の手に渡っても、すぐさま国が傾くということにはなるまい」

　小槌を台に置いて、乙旗がまた部屋の奥へと進んでゆく。やがて、彼が立ち止まったのは、宝物庫の最さい奥おうに設けられた高台の前だった。

　短い段差が設けられたその高台の四方には、大理石の円えん錐すいが屹きつ立りつし、あたかも祭さい壇だんのようになっている。それぞれの円えん錐すいには巨大な鉄の鎖が巻きつけられ、接近者を阻はばむように四方に張り巡らされていた。その鎖と円錐の中心に鎮ちん座ざする台座の上では、おそらく強化ガラスと思われる透明の箱に守られて、金色の懐かい中ちゆう時計が時を刻んでいる。

　乙おと旗はたは腕を拱こまぬいて、据え台の横に立った。

「そしてこれが、『一いち日じつ之の長ちよう』。森もりノの宮みやが守り続けている、『抑止力の神じん器ぎ』だ」

　抑止力の神器。

　はじめて耳にする単語だった。

「『打うち出での小こ槌づち』は使い方次第……といったところだが、時には、本当の意味で国家を……いや、世界の歴史すらあやつれるほどの力を持つ神器も存在する。『一日之長』は、その一つだ」

　乙旗はスッと人差し指を立てて、こちらを見返った。

「この時計はその名の通り、『一日だけ世界を巻き戻せる』力を持っている」

　スバルが口を挟はさむ。

「まさか、タイムスリップできるってことですか？」

「少しちがうな」と乙おと旗はたは言った。「この世界に、時間、というものが実際にあるわけではない。だから、それを飛び越えたり、移動したりすることもできない」

　つまり一言でいってしまえば、と彼は語を架けた。「この時計は、この世界の一日分の歴史をなかったことにしてしまう力を持っているということだ」

「ふうん……」スバルはつぶやいて思案顔を作る。「歴史……かあ」

「まあ、タイムスリップでもかまわんさ」

　乙おと旗はたはほがらかに笑った。

　そのとき、渉わたるは『一いち日じつ之の長ちよう』を見つめていた。心の中で、ある一つの懸念がむくむくと大きくなってくる。

「あんたがこの時計を盗めば、誰だれにも取り返せなくなるってことか」

　渉は乙旗に向き直って言った。

「反乱は想定内だよ」

　乙旗はさらりと言った。「協会の各拠点には、これに匹敵する『抑止力の神じん器ぎ』が分散配置されている。いざというときに、ほかの神器を食い止めるためのな」

　なるほどと明めい夜やがつぶやいた。「だから、『抑止力の神器』」

「そういうことだな」

　乙旗は二度うなずくと、ぱたんと音をたてて両手を閉じる。

「それでは、これから少しの間、宝物庫内を自由に見学してくれ。当然、神器のお触さわりは禁止だが……ちょっとだけなら構わんぞ」

　灰はい谷たにが渋い顔でにらみを効かせるが、減るものでもないだろう、と乙旗は気楽に言った。

　そして新入生たちは、思い思いに宝物庫内を歩き出す。

　渉は、ぐるりと室内を歩き回ってから、また『一日之長』の台座の前に戻ってきた。

　一日だけ、世界を巻き戻せる時計……。

　まるで、夢物語のような話だった。これを奪われれば、世界が傾く。

「世界の歴史、だって……」

　隣となりで、静かな声がした。目を横に動かす。

　スバルが、渉と肩を並べて、同じく『一日之長』を見つめていた。

「……怪盗って、私たちが思っているよりももっとすごいのかもね」

　懐かい中ちゆう時計を見るスバルは、どこか現実感のないような面おも立だちをしている。こんな近くで、彼女の横顔をながめるのははじめてだった。

　台座の近くには誰もいない。スバルと二人きりだった。

「結ゆい月づき」

　と、渉は問うた。

「お前はどうして怪盗になろうと思ったんだ」

　ここにいる新入生の全員が全員、「怪盗になる」という真に強い志こころざしを以もつて入学したとは思わない。森もりノの宮みやをただの能力者学校として捉とらえて、受験し、合格しただけの者もいるはずだ。

　だけど、こいつには理由があると思った。

　小さく息を吸う音。

「怪盗に憧あこがれてたの、ずっと」

　みずからの手のひらを見つめながら、スバルは言った。

「怪盗になれたら、こんな力でも誰だれかのために使えるんじゃないかって」

　スバルの指先がゆっくりと握りしめられてゆく。

「私は、あんたとは真逆なの。私の身体からだには、まだ小さな頃ころからこのシステマが宿ってた。だけど、そのことを家族にも友達にもずっと黙だまってた。知られるのが怖かったから」

「怖かった？」

「怖かったよ。でも、使っちゃったんだ」

　彼女の表情がかすかに、そして、痛ましく歪ゆがんだ。

「友達を助けるためって言ったら大げさだけど、学校でいばりちらして、大人しい子ばっかりいじめてる金持ちの男子がいて……そいつをこの力でこらしめたんだ。もちろん、怪け我がなんてさせなかった。でも、そのせいで、みんなに力のことを知られたの」

　少しだけうつむくと、彼女の表情は前髪に隠れて見えなくなる。

「自分で自分が怖いくらいなんだから、他人からしたらなおさらだよね」

　広い宝物庫に、新入生たちのざわめきが反はん響きようしている。だけどそれはどこか遠く、はるか彼方から聞こえてくるように感じる。

　スバルは、伏せた顔をゆっくりと上げる。そこにはもう陰はなかった。

「でも、お姉ちゃんから教えてもらったんだ。私は怪盗の血を引いていて、この力はその証あかしなんだっていうことを。そのときから、怪盗は私の憧れになった。

　テレビや新聞で、雑誌や漫画で怪盗の活かつ躍やくを見るたびに思ってた。いつかこの力を、怪盗として使うことができたらいいなって。いつか、絶対に怪盗になってみせるって……」

　……それが、と彼女は語を継いだ。

「それが私の理由。自分でも、子供っぽいなって思うけど……」

　相づちは打たなかった。

　ただ、不思議と彼女の一言一句が胸に刻まれた気がした。

　ところで、指先に何かが触れていた。見下ろすとそれは、スバルの手の甲だった。

　一いつ瞬しゆん、手をどけようとしたが、そうはしなかった。スバルはとっくにわかってて、あえてそのままにしている。そんなふうに思ったからだった。

　視線を感じて顔を上げる。

　スバルがにっこりと微笑ほほえんで、渉わたるを見つめていた。

「お互い、怪盗目指してがんばろうね」

　無む垢くな眼まな差ざしに、純粋な言葉。なぜかこちらの方が気恥ずかしくなってしまって、顔を逸そらしそうになる。

　こいつも、と思う。こいつも、怪盗を目指しているんだ。とっくにわかっていたはずのことを、はじめて、はっきりと認識する。

　一つ、まばたきをして、前を向く。

「ああ」

　渉わたるは短く、そして静かに言った。指先に、スバルの手の存在を感じながら。




　　　　◇




　灰はい谷たには、乙おと旗はたを見つめていた。

　入学式を終えて、ようやく通常日程が始まろうという日の早朝だった。朝日差す校長室。両りよう肘ひじの椅い子すに座ざした森ノ宮校長の乙旗衛えい次じは、首から下を血まみれにしてうなだれていた。

「校長先生」

　雛ひな子こが駆け寄ろうとする。

　だが、灰谷はそれを手で制すると言った。

「お前は教員全員を今すぐたたき起こしてこい。御み堂どうにも連絡をとれ」

「でも」

「校長は手遅れだ。早くしろ」

　灰谷が低い声で告げると、雛子はこわばった顔でうなずいた。そして、小走りに校長室を飛び出してゆく。

　いよいよ来たか、と灰谷は思った。

　校長に報告するために持ってきたものをスーツの懐ふところからとりだす。

　それは、一枚のタロットカードだった。早朝、森もりノの宮みやの正門前で職員が発見した。逆位置のフールで張られていたらしい。

　指先で裏返しにしたタロットの白地には、こうあった。





　本日晩刻、当学院に納められた秘宝『一いち日じつ之の長ちよう』を奪い去る。


マスカレード・サーカス











　　　Ⅴ　仮面一座




「渉わたる、渉、起きたまえ。いますぐだ、はやく」

　肩を揺り起されて、目を開くと、朝あさ宮みやがのぞきこんできていた。ひどく興奮気味な表情で、身をのりだしてうったえてくる。

「……なんだ」

　渉は、眠い目を細めながら問うた。

「大事件だ」と朝宮は開口一番言った。「イリーガルが怪盗協会に宣戦布告した」




　朝のホームルームでは、雛ひな子こからクラスメイトに通達があった。イリーガルからの犯行予告を受けて、その対応のため、森もりノの宮みやの全クラスは本日休校。全校生徒はシステマの使用自粛を厳命され、夕方以降の生徒寮からの出歩きも厳禁とされてしまった。

　ホームルームを終え、新校舎を出る。

「今日は寮で缶詰めかあ……」

　前を行くスバルが、学生鞄かばんを頭の後ろに回しながら言った。

「それにしても、大変なことになっちゃったわね。マスカレード・サーカスだっけ？」

「ああ」

　と、渉は言った。

　今朝、森ノ宮学院の正門に予告状を残していったイリーガルの怪盗集団、マスカレード・サーカス。彼かれ等らの狙ねらいは、記念館宝物庫の『一いち日じつ之の長ちよう』とのことだった。

　怪盗界に身を置くものであれば、マスカレード・サーカスの名を一度は聞いたことがあるはずだ。彼等は、主に『傾けい国こくの神じん器ぎ』を狙う怪盗集団で、協会と敵対する最大勢力といってもいい。片面白紙のタロットカードで犯行予告を行い、時には予告なしで獲え物ものを奪いにかかる。エージェントはもれなく仮面を着用しているのが特徴だった。

　組織としての規模は不明。イリーガルの中で最も有名な怪盗シンジケートだ。その連中が怪盗協会に宣戦布告した。今までにも協会とイリーガルは戦ってきてはいたが、今回は組織同士の武力衝しよう突とつだ。いわば、システマ能力者同士の紛争に等しい事態だった。

　しばらく行った先の空中通路で、明めい夜やの姿を見つけた。欄らん干かんにもたれて、中庭の方を見下ろしている。神かみ代しろくん、とスバルが呼ぶ。

「ああ、二人とも……」

　明夜は身を起こして言った。

「何を見ていたの？」

「あれだよ」

　明めい夜やが、中庭の方を顎あごでしゃくる。

　そちらを見ると、記念館に続く大階段前に一種異様な人山ができていた。

　それを異様だと感じたのは、森もりノの宮みやの制服があふれかえるキャンパス内で、彼かれ等らは見るからに異物だったからだ。全員、一いち様ように紺色の制服をまとっている。渉わたるはすぐに察した。

　警察だ。

　怪盗の宿敵であり、永遠に相あい容いれない公的機関とその構成員たち。現時点での脅威ではないとわかっていても、やはり身体からだは緊張した。どうやら彼等は、マスカレード・サーカスに対する警備配置の確認をしているようだった。スーツ姿で白髪しらが交じりの刑事が指示を飛ばして、制服警官たちがそれを取り囲みながら聞いている。

　宿敵であるはずの怪盗の拠点を警察が守ろうとしている──皮肉的な光景だった。

「サーカスの奴やつらも考えたな」

　明夜は、片かた肘ひじを手すりに添えながら口を開いた。

「今回、連中は森ノ宮にだけではなく、警察にも犯行予告の情報をリークしていたらしい。わざと公僕を森ノ宮内部に配置するためにな」

「それだと、むしろ守りは厚くなって良いんじゃないの？」

「警備の数は増えるな。でも、警察の手前、協会側も自由に動けなくなるだろ」

　スバルは、あ……と声をもらした。

「協会からすれば、怪盗には怪盗を以もつて制したかったはずだ。協会には、戦い慣れしたシステマ能力者の戦力が充実しているからな。そのために、御み堂どうさんも呼び寄せられた」

「ファントムナインのあいつか」

　渉は口を挟んだ。ああ、と明夜は言った。

「『バーズヘッド』の御堂公こう一いち。これで彼も満足には動けなくなってしまった。協会も何かしらの手は打ってくるだろうが、ほぼ座ざして見ているしかなくなったのと同じだ」

　たしかに今の状況は、協会側にとっては不利にしか働かない。警察側も対能力者用のノウハウはあるだろうが、それでも無能力者の集まりにすぎない。そもそも、自分たちが守ろうとしている『神じん器ぎ』の存在すら報しらされていないような連中なのだ。

　だが、まだ打つ手はある。

　渉の考えを代弁したのはスバルだった。

「でもさ、だったら──」

　と、スバルは人差し指を立てて言った。

「『一いち日じつ之の長ちよう』を別の場所に移せばいいんじゃない？」




　森ノ宮副校長の灰はい谷たに雅まさ之ゆきは、会議室に集まった全教員を前にして言った。

「『一日之長』は移動させられない。乙おと旗はた校長の生体認証が不能となったため、宝物庫の電子ロックを解除することができなくなったのがその原因だ」

　会議室に集まったメンバーが、深刻な顔つきでそれを聞いている。まず発言したのは、一人、窓まど際ぎわの壁にもたれてそれを聞いていた御み堂どうだった。

「『一いち日じつ之の長ちよう』を確保することは、もはや物理的に不可能なのか？」

「物理的には可能だ」と灰はい谷たに。「だが現実的じゃない」

　宝物庫を開く方法として、まず一つは電子ロックのシステムの中枢がある協会本部に出向いて、そちらで乙おと旗はたの認証データを別の者のそれに書き換えること。もう一つは、記念館そのものになんとかして力ちから業わざで突破口を穿うがって、宝物庫への入口を作るかのどちらかだ。

　しかし、どちらとも時間的な猶ゆう予よはなく、いつマスカレード・サーカスが来るかわからない現況で性急に宝物庫を開けるのも危うい。それこそ、連中が狙ねらっているのはその隙すきかもしれないからだ。

「サーカスはここで迎え撃つ」

　灰谷ははっきりと告げた。だが、と語を継ぐ。

「相手はイリーガルだ。殺さずの原則は通用しない」

　ぐるりと室内の教員たちの顔を見回す。現に校長の命が奪われたと聞いている彼等にとって、何よりも重い言葉となったはずだ。

　しかし、ごまかすわけにはいかない。

「これからやってくるのはそういう手合いだということをまず認識しろ。しかも今回は、公僕の足あし枷かせつきだ。その上でもなお、連中と戦う覚悟がある者だけここに戻ってこい」

　灰谷は会議机に手をついて、立ち上がって言った。

「以上だ。一時解散」

　そう告げて、早々に会議室の出口に向かう。出口のすぐそばの席には、結ゆい月づき雛ひな子こが座ざしていた。じっと机上を見つめている。もし数年前なら、お前は下がっていろと言っただろう。

　だが、声はかけなかった。引き戸に手をかけて、押し開く。会議室を出いでる。

　雛子もすでに森もりノの宮みやの教員、そして協会の一員だ。

　彼女にも神じん器ぎを守る義務がある。そして、その責を背負う権利も。




　体育館内のジムで汗を流して、シャワーを浴びて生徒寮に戻ろうとすると、ジム隣となりの柔道場に見知った二人を見つけた。明めい夜やと渉わたるだった。

　だが──

「ち、ちょっと！」

　スバルは、あわてて駆け寄った。マットの上でむかいあっていた明夜が、とつぜん渉の胸むな倉ぐらをつかんで持ち上げたからだった。片手で軽々と頭上まで上げている。

　しかし、なぜか明夜は平然とした顔でこちらを見た。

「ああ、スバルか」

「スバルかじゃないわよ！　二人共、最近仲良くなったと思ったら、何してるの！」

「杉すぎ崎さきのシステマについて、いろいろ調査しているんだ」

　きょとんとするスバルの目の前で、明めい夜やは渉わたるを地面に下ろした。

　渉は、何事もなかったかのように足下に広げてあったノートにかがみこむ。制服のポケットからとりだした万年筆で、何かを書き始める。

『臨りん機き応おう変へん』という四字熟語がノートには記された。渉の四よつ名なだった。

「やっぱりダメなのか？」

　明夜が渉にたずねる。

「らしいな」と渉は万年筆の蓋ふたを閉じる。

　ノートをよく見ると、『臨りん機き応おう変へん』の名がいくつも書かれていた。すなわち、渉の四よつ名なだった。

「今は、君の『天あまノの羽は衣ごろも』を使わせてもらったんだが……」と明夜はこちらに向き直った。「杉崎のシステマに変化はなしだ。なんでも、『臨機応変』は、他人のシステマに反応して変わるとその四つ名も変わるらしいんだが……さっきからいろいろなシステマを彼に仕掛けてみても、一切反応がない」

　ふうん……とスバルは相づちを打った。渉の手元をちらっと見る。

「って、あんた、それ『永えい字じ八はつ法ぽう』じゃない。まだお姉ちゃんに返してなかったの？」

「まだ返せとも言われていないからな」

「あのね……」

　スバルは眉まゆ根ねを押さえた。傾けい国こくの神じん器ぎの個人所有は禁止とされている。それは『天てん衣い無む縫ほう』のみならず、『永字八法』とて同じことなのだ。

　雛ひな子こがこれを持ち出してきたことすら、ルール違反といえばルール違反なのに。

「あんたのシステマの調査が終わったらはやく返しなさいよ」

「ああ」と渉。「しばらくかかりそうだがな」

　明夜はしばらく考えてから言った。

「杉崎。思ったんだが、君はこの学校に来る前にも、まったくシステマ能力者と会ったことがないわけでもないだろう」

「父さんは怪盗だからな。分家の連中にも何人か能力者はいた」

「じゃあ、どうしてこれまでその人たちには反応してこなかったんだ？」

　たしかにそこは疑問だった。考えてみれば、渉はいつもシステマ能力者に囲まれているのだから、常に『臨機応変』が反応していたっておかしくない。

「実は、他人のシステマに反応しているんじゃないとか？」

　スバルがためしに口を挟はさんでみる。

　それはないなと渉わたるは言った。

「俺おれの機き能のうが反応しているのは、まちがいなく相手のシステマだ。もしほかに条件があるとしたら……」

　スバルは考えてみた。渉の『臨機応変アンノウン』が反応した場面といえば、体操室で桂かつら木ぎたちと戦った際と……あとは、私が視聴覚室で肩をつかみかかったときだ。

「ほかの能力者が、渉に向かっていったとき？」

「それはありえるかもしれないな。杉崎のシステマは、攻撃意志を持って発動された機能に対するカウンター型の能力だとするとしっくりくる」

　明めい夜やはそこまで言うと、おもむろに渉の右手首をつかんだ。そしてそれを一切の躊ちゆう躇ちよなく、スバルの胸に押しつけてくる。

　シャツをつっぱらせている胸の先っぽが、渉の手に押されて形を変える。

　一いつ瞬しゆん、何が起きたのかわからなかった。胸元を見て、渉を見て、胸元を見て、渉を見る。

「～～っっ……！」

　声にならない声が漏れた次の瞬間、渉の身体からだは、右腕を支点にぐるっと宙を舞っていた。




　世界がぐるっと回転して、渉はほぼ無意識のうちに受け身をとっていた。

「何、何考えっ……何考えてるのよあんたたち！」

　スバルは胸を隠しながら二人に向かって怒鳴ると、肩を怒らせて柔道場を出て行った。

「お前……」

　明夜を睨にらみ上げると、彼はすかさず『永えい字じ八はつ法ぽう』とノートとを差し出してきた。

「悪いと思ってる。だが、今の内にはやく」

　しぶしぶとノートの四よつ名なを書き出してみる。すると、変化があらわれた。

　四つ名は『徒と手しゆ空くう拳けん』。

「当たりだな」と明夜は言った。

　徒手空拳……どんな機能だ？

　徒手空拳といえば、いわゆる『素す手で』のことだ。渉は片かた膝ひざ立ちの格好になって、手のひらを軽く閉じてみると、ふと拳こぶしの中に変な感覚が生まれた。それは、異物感だった。

　だが、開いても手の中には何もない。もう一度閉じると、今度は異物感すら残らなかった。

　いそいで『永字八法』を手にとってもう一度ノートに筆を走らせると、四つ名はもう『臨機応変』に戻っていた。どうやら、相手がいなくなるとこちらも能力が引っ込むらしい。

「相手に対応するカウンター型のシステマ。『アンチシステマ』といったところか……」

　明夜が思案顔で口元に手を当てる。

『臨機応変アンチシステマ』か……。

　渉は思いながら、万年筆の蓋ふたを閉めた。そして、明夜を仰あおぎ見る。

「それにしても、お前はどうしてそこまで俺おれのシステマを気にするんだ」

「言っただろう？　君のシステマは、僕には支配できない」

　明めい夜やは、みずからの胸にそっと手を添えて言った。

「相手と同じシステマがあれば、相手を制することができる。別のシステマがあれば、力の利を得られる。だけど、君にだけはそれができない。もしもこの世のすべてのシステマをこの身に宿した僕を止められるとしたら、その可能性を持つのは君だけだ。

　……いつ寝首をかかれるかもしれない相手に、探りを入れるのは当然だろう」

　渉わたるは目を伏せた。

「お前はプライドの塊かたまりだな」

「何？」

「結局、自分が負けることを考えたくないだけだろう」

「そんなんじゃないさ」明めい夜やは苦笑する。「負けるわけにはいかないだけだ」

「お前はそればかりだな」

　ノートを閉じて、溜ため息いきを吐つく。明夜がくすっと小さく笑った。

「なんだ？」

　いや……、と明夜はスバルの去った戸口の方を見ながらつぶやいた。

「しかし、君たちは本当に仲良くなったと思ってな」

「思い違いだ」

「君は天あまの邪じや鬼くだな」

「勝手に決めるな」

「素直な返事は期待していないよ。ただ、今までスバルは君のために本当にがんばってきた」

　明夜は柔らかに微笑ほほえむと、こちらを見下ろしてきた。そして、告げてくる。

「彼女に何かがあったときは、君が守ってやれ。この前みたいに」

　渉は小さく鼻を鳴らした。恩着せがましい話だ。

　まともに返事をするのも馬ば鹿からしくて、柔道場の時計をふと見ると、もうじき十一時だった。マスカレード・サーカスが犯行を予告した夜のおとずれは、刻一刻と迫っていた。




「カウンター型のシステマか……僕が考えていた仮説とほぼ同じだね」

　朝あさ宮みやはベッドに寝ころんで、文庫本を片手に開きながら言った。渉は、勉強机の上を整理しながら鼻で相づちを打った。「後出しならなんとでも言える」

　生徒寮の相部屋だった。

　机の置き時計を見ると、正午を回ったばかりだった。教科書を重ねて置いて、すぐに部屋を出て行こうとする。すると、朝宮に呼び止められた。

「どこに行くんだい？　渉」

「トイレだ」

「わざわざ、透明化のロザリオを持って？」

　どきっとして、振り向く。朝宮が、ベッドの上段から身を起こして楽しげに笑っていた。

「元々整ってる机をとつぜん整理しはじめたから、不思議に思って見てたんだ」

　チッ。

　舌を打つ。カモフラージュのつもりだったが、逆効果だったか。ポケットに忍ばせていたロザリオを首にかけて、朝あさ宮みやを仰あおぐ。

「一度、怪盗の戦いざまというのを見てみたいと思っただけだ。止めるな」

「僕が止めたって、君は聞かないだろ」

　朝宮はため息まじりに言った。

「……ただ、どちらにせよ、今寮を抜け出すのは得策じゃないね。こういうときにはいつも、毎食の時間に食堂で点てん呼こをとる決まりになっているんだ」

　だからと言って朝宮はにやりと片かた笑えむ。「だから、決行はランチの後だ。あとはこの僕にすべてをゆだねて、君はのんびりと英気を養っていたまえ」

　朝宮に頼るというのは、いささか不本意ではあるが、致し方ない。渉わたるは思いながら、ベッドに寝転がった。もしそうとわかっていれば、ジムで身体を動かしてきたのに。

　そんな風に思いながら、渉は目を伏せた──が、すぐにまぶたを開いた。

　ジムのことを考えていて、ある一つの顔が脳裏をよぎったからだ。

「朝宮」

　ベッドから身を起こして、渉は呼んだ。




　学食のランチメニューは、しょうが焼き定食だった。

　渉の前には、スバルが座って、やけ食いするかのようにご飯としょうが焼きとを交互に次々と口の中に放り込み、頬ほおばってむぐむぐしていた。

「というわけで──」

　朝宮はナプキンで口を拭ふきながら言った。「いよいよ突入作戦の決行だ」

「見つかったら大事ですよ」

　同席している明めい夜やが、ジト目で告げてくる。

「百も承知だ。しかし怪盗を志こころざす者として、これほどのショーを見逃すわけにもいくまい？」

「どうしてもというなら、止めはしませんが……」

「神かみ代しろくんは来ないのかい？」

「僕は遠えん慮りよします。本音を言うと、あなたたちに協力すること自体気が進みません」

　渉はふとレタスを口に運ぶ手を止めて、スバルの方を見た。

「結ゆい月づき」

「……な、何よ」

　スバルは睨にらんでくる。

「今夜、寮を抜けることをルームメイトには説明しておいたか」

「え……」スバルは拍ひよう子し抜けしたように言う。「……うん、一応。お堅い人じゃないから」

　先刻、スバルのケータイに電話をした。怪盗と警察の争奪戦を見に行くつもりがあるなら、相部屋のやつを説得しておけと。

　ならいいとつぶやいて、レタスを口に押し込む。

　スバルはまもなく三枚目のしょうが焼きにとりかかりつつ、朝あさ宮みやに言った。

「あの、実は私、今夜の怪盗を見にいきたくてうずうずしてたんです」

「なるほど」と朝宮は言った。「それなら、はじめから誘っておけばよかったよ。僕としては、女の子を夜中に連れ回すのもどうかと思ってね」

　スバルは、えっ？と呆ほうけた声を出した。

「僕のケータイで、渉わたるから電話がいっただろう？　君はきっと来るからって、渉が言ったんだ」

　……ふーん、とスバルは言った。

　渉が、フォークの先で苦手なナスをよけていると、ふと皿に影がかかった。何かと思って顔を上げると、息がかかるほどの至近距きよ離りに、スバルの得意顔が迫っていた。

　スバルは小生意気に目を細めた笑顔で、渉の顔をのぞきこんでいた。

「ふぅうん？　そうなんだ？」

　渉は、静かに椅い子すを引きながら言った。「……何を浮かれているんだ、お前は」

「別に？　でも、ふーん、そっか。あの渉がねえ……」

　なんなんだこいつは……。

「僕は誘われなかったんだが」

　明めい夜やが不満げに口を挟はさんでくる。

「お前は生き真ま面じ目めだから、こういうのには乗らないと思ったんだ。実際断ったろう」

「それはそれとしてだ」

　朝宮が笑った。

「だが、この作戦に明夜くんのバックアップは不可欠だ。むしろ助かったよ。……じゃあ、最後に応答チェックだ」

　そう言って、朝宮は明夜に向き直った。「──杉すぎ崎さき渉」

「はい」

　うんざり顔で明夜は返事をした。渉とそっくりの声で。

「結ゆい月づきスバル」

「はい」と明夜はスバルの声を出す。

「朝宮主税ちから」

「はい」と明めい夜やは朝あさ宮みやの声で返事をする。

　例の、音波を増幅するシステマの応用だった。それを使って、みずからの音声を調律したのだ。

　朝宮は満足げにうなずき、やがて、全員が食事を終えたころ、ナプキンを畳んで置いて立ち上がった。

「では、行こうか諸君。長い一日の始まりだ」




　　　　◇




「灰はい谷たにだ。配置を確認する」

　灰谷雅まさ之ゆきは、無線機のスイッチを押して言った。

　創立記念館のエントランスホールだった。正門上部のガラス壁の外にはもう、宵よい闇やみが広がっている。午後九時を過ぎて、すでに創立記念館はすべての出入口を完全封鎖。館内には大勢の警察官たちが配置され、サーカスの襲しゆう来らいを待ち受けていた。

　次々と、森もりノの宮みや教員たちからイヤホンに無線が返ってくる。もちろん、その中には御み堂どうの返事もあった。そして、最後の一人──

『結ゆい月づきです』と結月雛ひな子この声がした。『ギャラリー問題ありません』

「了解。すでに夜だ。警戒を怠おこたるな」

　灰谷は無線を切ると、その手の指先で警察帽のつばを軽く下ろした。一歩まちがえれば『一いち日じつ之の長ちよう』を奪われかねない、ギリギリの作戦だ。

　だが、今はこの橋を渡るしかない。

　──おそらく──

　森ノ宮内部にサーカスの内通者がいる。乙おと旗はたを手にかけたのもおそらくそいつだ。その者をあぶり出すには、あえてサーカスの作戦に乗るほかに方法はない。

　あとは──

　イヤホンからノイズが走った。

『こちらＤ班！』と苦しげな叫び声がイヤホンから飛び出す。『中庭です！』

　今度は、警察側の無線だった。その声の背後に聞こえるのは怒ど号ごうと悲鳴とうめき声。無線を聞いた者は皆その意味をすぐに察した。

　静まり返っていたエントランスが突然ざわめき空気が張りつめる。

　来たか。

『中庭を突破されました。相手は、仮面をつけたピエロが二人──』

　その無線交信の途中に、突とつ如じよ、記念館正門上部のガラス壁がいっせいに砕け散った。ガラスの雨の降ふり注そそぐ中、窓枠の向こうから二つの影が躍おどり出してくる。それぞれ黒と白のローブと仮面をつけた、二人組のピエロだ。どちらとも大柄ではなく、細く小柄。彼かれ等らは呆ぼう然ぜんと仰あおぐ警官隊の真中に着地すると、地についた爪つま先さきをそのまま蹴けって互いに反対方向に跳んだ。

『──マスカレード・サーカスです！』

　わずかに遅れた報告に、ピエロに吹き飛ばされた警官隊の悲鳴が重なった。




　展示フロアに配置されていた警備の制服警官たちが何人か、エントランスの方に走って行いった。そのエントランスからは、大声の飛び交う騒そう然ぜんとした様子が聞こえてくる。何かが壊こわれ、倒れる音もその中にまぎれてここまで届いた。

「サーカスが来たの？」

　と、頭上でスバルの声がした。

　記念館のギャラリー、その展示フロアの隅すみだった。展示プレートの裏側がちょうど隙すき間まになっていて、夕方からここに隠れていた。

　現在、ギャラリーに展示された品々は、昨日見学で訪れたとき見たそれとはがらりとその要素を変えていた。怪盗協会の歴史を示すそれから、名門進学校としての森もりノの宮みやの偽いつわりの歴史を示すそれにすりかえられている。

「らしいな」

　渉わたるは片かた膝ひざを立てて、エントランスの方に目をこらしながら言った。通路の彼方かなたに、わずかにエントランスを埋め尽くす紺こん色いろの人波が見える。

「ここからだとよく見えないね」

　スバルのさらに上から、朝あさ宮みやが身をのりだしつつ言った。

　たしかにここからだとはっきり様子がわからない……が、かといってエントランスまで押しかけるわけにもいかない。そもそも、エントランスには隠れ場所がないからこそ、この場所を選んだのだ。『天てん衣い無む縫ほう』で三人まとめて透明化し続けるのはリスクが高すぎる。

　とりあえずはここで座ざして見ているしかないか──

　そう思ったときだった。

「ねえ」スバルがふいに問うてきた。「やけに静かじゃない？」

「静か？」

　静かどころか、騒さわがしいくらいだ。エントランスからはいまだに……

　渉は、とっさに首から提げた『天衣無縫』をつかんだ。透明化して、展示パネルの裏から飛び出す。そして、思わず眉まゆをしかめた。

　スバルが言っていたのは、エントランスのことではない。ギャラリーの話だ。さきほど、制服警官がエントランスの援護に向かってから、そういえばやけにこちらのフロアは静かになっていたのを思い出す。だが、その理由がすぐにわかった。

　フロアのあちこちで、警備に配置されていた警官が倒れていた。気を失っているのか、ぴくりともしない。音もたてずに、おそらく一発で昏こん倒とうさせられていた。

　そして、それを成したであろう者は、すでにギャラリーの奥へと向かって走り出していた。制服警官の一人だ。おそらくは、警察にまぎれこんでいたサーカスの手の者だ。

　渉わたるは、一も二もなく走り出して、その背中を追いかけた。

「渉!?」

　スバルの声が聞こえる。しかし応答している暇はない。ギャラリーの警備を突破した警官は、すでに宝物庫に続く関係者通路に達しようとしていた。

　もはや一刻の猶ゆう予よもなかった。




　ノイズが耳を打った。

『Ｒ班より全員』

　と、無線から放たれる。Ｒ班は、森もりノの宮みやの変装警官たちに通達するための符ふ丁ちようだった。イヤホンを押さえながら、エントランスを埋めつくす警官たちの間をすり抜けて、灰はい谷たには大おお股またで前に進んでいった。

　行く先では、警官たちが一ヶ所に密集してサーカスのピエロと交戦している。

『黒のピエロにはどうやらシステマが通じないようです。気をつけてください！』

「わかった」

　灰谷は肩の無線機のスイッチを押して言った。

「黒いのは目の前だ。俺おれが叩たたく」

　黒いピエロを囲む包ほう囲い網もうが、目の前で弾け飛ぶ。その先には、黒の仮面をかぶったピエロが直立の姿勢で立っていた。揺るぎなく、ぴんと背を伸ばしている。

　灰谷は腰から特殊警棒を引き抜いて、大股でピエロとの距きよ離りを縮めていく。

　黒いピエロが動く。予備動作ゼロの跳ちよう躍やくだった。気付くと、黒のピエロはすでに空中から迫っていた。低空で身体を旋せん回かいさせて、鋭い浴びせ蹴げりを放ってくる。とっさに展開した警棒で蹴りを受けると、蹴りの圧力とともにガキンと鉄の音がした。ブーツに鉄を仕込んでいる。大きく体勢を崩くずす浴びせ蹴りだが、黒いピエロはすぐさま体勢を正して着地した。そこを狙いすまして、警棒を払う。ふっと目の前から消えるように姿勢を低くして、黒いピエロはそれを交わした。次の瞬しゆん間かん、ブレイクダンスのように地面についた両手で回転したピエロの蹴り足が、足払いを狙ねらって繰り出される。灰谷は片足を弾はじき飛ばされたが、もう片方の足を引いて、それを軸にその場で回転して遠心力で姿勢を整える。向き直ると同時に、袈け裟さ懸がけに警棒を叩たたき落とす。しかし警棒の先は大理石の床をえぐり、散らしただけだった。

　ゆらりと顔を上げると、飛び込んできたときと同じく、ノーモーションで後ろに下がった黒いピエロがまっすぐに立ってこちらを見据えていた。左手で右手首をつかんで、関節の可動域をたしかめるように軽くひねる。そして、ふたたび直立の姿勢に戻る。

　なるほど、システマが通じない上にこの体術。厄やつ介かいな相手ではある。

「息も切らさないか」

　灰はい谷たには襟えり首くびをつかんで大きく首を回して骨を鳴らすと、ふたたび大おお股またで間合いを詰めようとする──が、一歩足を前に出したところで無線が飛び込んできた。

『Ｒ班！　宝物庫前に侵入者です。相手は警官の制服を』

　ぶつん、と通信が途切れる。音声が切れる直前、確かに聞こえたのは──

　強く肉の叩たたかれる音だ。




　それは、一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　ギャラリーの警備戦力を一いつ掃そうした制服警官は、関係者用通路を抜けて、宝物庫前のフロアに飛び込んだ。半円形のフロアには、四人の警備が配置されていた。まずは一人目の後頭部を打ち、次いで二人目の喉のど輪わで頸けい動どう脈みやくを潰つぶし、三人目の顎あごを掌しよう底ていで撃ち抜いた。そして、無線に向かって何かをさけんだ四人目を、身体からだ全体を叩き込むような鋭い上じよう段だん蹴げりで地面に突き倒した。

　ただの公僕の動きじゃない。

　渉わたるは関係者通路をひた走り、警官を追いかけながら思った。

　だが、宝物庫を守るあの扉はどうやって突破するつもりだ？　ひどく厚く、常磐ときわ石いしの合金でできている。鉄をあやつる能力があろうとも、すさまじい怪力があろうとも、能力者があの扉に触れればシステマの力を伝えることはできなくなる。

　制服警官は宝物庫の扉に前に立ち、両手をすっと掲かかげる。すると、頭ず蓋がいに響ひびくような大きく耳みみ障ざわりな金属音とともにフロア全体が揺れた。バキンッという、固い金属が割れるような音だった。鼓こ膜まくを打つ衝しよう撃げきに刹せつ那な、目がかすんだ。あわてて定めた視界に飛び込んできたのは、文字通りまたたくまに開け放たれた電子ロックの扉だった。扉の両りよう脇わきの認証システムから火花がとび散って、天井の赤ランプが警報とともに鳴り渡った。

　制服警官が、扉の奥にその姿をすべらせてゆく。

　なんだあの力は。しかし、警官が扉を開いたからくりを考えている暇はない。渉はぐんと加速して、フロアに飛び込み、宝物庫の扉をくぐった。

　フロアの方で鳴り響いている警報の音が遠ざかってゆく。

　制服警官は、入口のそれを開け放ったときと同じように、その手を扉にかざして、二門目も開け放つ。そして、三門目の鉄扉もまた、警官の手が近づいたとたん、狭い通路に反はん響きようする凄すさまじい金属音とともにその封印をみずから解き放った。

　そして、宝物庫への入口が開かれた。制服警官がまず足を踏み入れ、渉がわずかに遅れてそれに続いた。長く伸びる金色の道が目の前に広がった、両脇のガラスケースの中には、神秘の法ほう具ぐが納められている。だが、黒フードはそれら凡ぼん百ぴやくの神じん器ぎには目もくれず、ただまっすぐに最さい奥おうへとひた走る。黒フードの行く先にあるのは、強化ガラスの箱に守られ、祭さい壇だんに奉まつられた、時をあやつる金色の懐かい中ちゆう時計──『一いち日じつ之の長ちよう』。

　警官は走りながら腰から拳けん銃じゆうを引き抜いて、『一日之長』のケースに向かって次々に発砲した。ガラスに弾丸が突き刺さり、その部分が白く変色して歪ゆがみ、わずかな穴が穿うがたれる。

　あれを奪われれば、世界がかたむく。渉わたるはさけんだ。

「待て」

　その声が届いた途と端たん、警官が振り向いた。警帽を目ま深ぶかに被かぶって、その目元は見えない。ただ、その唇くちびるが歪ゆがんでいた。──片かた笑えみの形に。拳けん銃じゆうの銃口がすっとこちらを向く。

　乾いた発砲音が、宝物庫に反はん響きようする。

　だが──

　放たれた銃弾が、渉の身体からだを撃ち抜くことはなかった。

　白はく煙えんをくゆらせる拳銃を持つ警官の手は、天井に向けられていた。背後からその腕をつかんでひねりあげているのは、よく見知った顔だった。

「また会えたな、内通者。すっかり待ちくたびれたよ」

　警官の制服を着込んだ、森もりノの宮みや校長の乙おと旗はた衛えい次じは言った。さきほどまで、そこには誰だれもいなかったはずだった。

　侵入者の制服警官は、すぐさま乙旗の手を振り払って、向き直る勢いで鋭い上じよう段だん蹴げりを繰り出した。先ほど、警官を一撃で沈めた蹴しゆう撃げきだ。だが、それが乙旗のこめかみをとらえるかと思った途と端たん、警官のブーツは乙旗の頭部を貫いた。たちまち乙旗の姿は霞かすみのように消え、それとともに、彼は警官の背後に現れていた。

　乙旗は、包帯の巻かれた首筋をさすりながら言った。

「少しは驚おどろいてくれよ。君が殺したはずの人間が、こうして生きているんだぞ」

　乙旗はまたたくまに腕を後ろにひねりあげて、制服警官を地面に叩たたき伏せた。身体を突き落とされた拍ひよう子しに、上着の中に込められていたと思われる長い髪が舞った。目深に被られた警帽の下から、かすかなうめき声が聞こえた。細い声だ。

　女か？

　渉は思った。

　ねじりあげた警官の手から拳銃をとりあげて、乙おと旗はたは悠ゆう々ゆうと微笑ほほえんでみせる。

「君のその蹴り足はよく覚えているよ。どんな顔かずっと見てみたかった」

　二人ぶんの駆け足の音が、渉の後ろからやってくる。

　スバルと朝あさ宮みやだった。

「校長先生？」とスバルが呼ぶ。「どうしてここに……」

　だが、スバルの言葉はそこで絶えた。

　乙旗が制服警官の帽子に手をかけて、それを投げ捨てたからだった。警官の素顔が明らかになる。吊つり目の双そう眸ぼう。強気な面おも立だち。茶色がかった細やかな髪。

　後ろを振り向くと、朝あさ宮みやが、そしてスバルが、目を見開いて、制服警官の正体を見つめていた。ふたたび、警帽を失った制服警官に向き直る。

「お姉ちゃん」

　スバルが呆ほうけ声でつぶやく。

　見間違えるはずもない。フードの奥にあったのは、スバルの姉、結ゆい月づき雛ひな子この顔だった。

　はるか遠くに、警報ブザーが聞こえる。

　静まり返った宝物庫に、その音はひどく大きく、騒そう々ぞうしく聞こえた。




　　　　◇




「……『原点回帰セーブポイント』？」

　渉わたるは、円柱の一つに背中をあずけながら言った。記念館の正門前だった。サーカスの撤てつ退たいにともない、封鎖された正門が開かれていた。中から次々と負傷した警官が運び出され、パレードよろしく渉たちの目の前を通り過ぎてゆく。

　隣となりに並ぶ、朝宮がうなずいた。

「雛子先生のシステマだ。一度スキャンした物体を、当時の形に戻すことができる」

「電子ロックの扉が開いたのは、開いていた状態に戻したからか」

「たぶんね。限定空間の物体に作用するから、常磐ときわ石いしに触れなくても発動できる」

　その時、目の前を、スバルが横切った。先ほどまで、柱の裏側で黙だまってもたれていた。彼女が駆け寄ったのは、記念館から出てきた警官の一団だった。

　朝宮がすぐさまスバルの後を追いかけて、渉もややあってから身を起こした。

　警官にとり囲まれて連行されていくのは、警察の制服姿の結月雛子だった。手錠をはめられた両手を下げた格好で、目をふせて、頬ほおをこわばらせている。

「お姉ちゃん！」

　スバルが、さけんで雛子の下に駆け寄ろうとする。

　そのスバルをはばんだのは、警官の一人だった。無言で腕をのばして、彼女の行く手をさえぎる。見返ったその顔は、みまちがえるはずもない、副校長の灰はい谷たにのそれだった。

　しかしそれでも、スバルは胸のリボンを握りしめ、身をのりだして呼んだ。

「お姉ちゃん、どうして？　いったい何がどうなっているの」

　雛子は深く眉まゆを寄せて言った。

「……わからない」

　吐息のような声だった。

「わからない？」

「わからないの。目が覚めたら、ここにいて……でも……」

「まさか、誰だれかにあやつられていたの」

　スバルは張りつめた声でつぶやいた。周囲の警官が怪け訝げんそうな表情を見せる。だが、彼女はかまわずに雛ひな子こにつめよった。

「そういうことなの、お姉ちゃん。敵のシステマ能力者に……」

　スバルの語が、ぱたりと止まった。雛子が、手錠のはめられた指先で、スバルの唇くちびるをふさいだからだった。

「スバル」

　雛子は妹の名を呼んだ。今度は、はっきりとした声だった。

「だ、だったら……」とスバルは懸命にうったえた。「私が本体をつかまえる」

「……スバル」

「心配しないで、お姉ちゃん。きっと私が──」

「スバル」

　責めるように雛子は言った。

　スバルははっとして、姉を仰あおぎ見る。雛子もまた、妹を見下ろしていた。

「……大丈夫だから」

　雛子は、同意を求めるようにうなずいてみせる。けれど、その切れ長の瞳ひとみは、はた目に見てわかるほどに大きく震ふるえていた。

　雛子の感情の揺れに、スバルが気付かなかったはずがない。彼女は、うなずかなかった。黙だまり込んで、小さくうつむいただけだった。

　渉わたるは、その様さまを斜め後ろから見ていた。

　スバルは下を向いていて、ここからその表情は見えない。見たいとも、思わなかった。

　警官に肩を押されて、雛子は歩き出す。スバルとすれちがって、行き交う。感情を押し殺した彼女の後ろ姿が、大階段の向こうへと遠ざかってゆく。

　息づかいが、聞こえてきた。スバルの発するものだった。彼女は深くうなだれたまま、大きく肩を上下させ、深呼吸をくりかえしていた。

　彼女の呼気が、少しずつ、少しずつ速く、大きくなっていく。まるで何かの恐怖と戦うように、白い歯を嚙かみしめて、足下を睨にらみつける。

　そして、スバルの息吹いぶきがとだえた。彼女の両りよう拳こぶしが刹せつ那な、大きく開かれて、強く握り固められる。次の瞬しゆん間かん、スバルが髪をなびかせて、姉の背中に向かって駆け出すのと、渉がその肩を押さえ込むのは同時だった。スバルが鋭くつり上げた双そう眸ぼうで、睨んでくる。

「はなして！」

　スバルは、身体からだを振り回すようにもがきながら、さけんだ。

　渉は、スバルの制服の肩口をつかんで、押し返しながら、その耳元にうったえた。

「何をするつもりだ」

「お姉ちゃんを助けるのよ、決まってるじゃない！」

　落ち着け、と渉わたるはしぼりだすように言った。

「無謀なことをするな」

「無謀なんかじゃない！　私には、警察とだって戦える力が、」

「結ゆい月づき！」

　渉は思わず、さけんでいた。スバルは、びくんと身体からだを跳はねさせて、渉を睨にらむ瞳ひとみを大きく見開いた。渉はスバルの肩をつかむ手の指先に力を込め、下を向いた。

　下を向いたのは、スバルの瞳のふちに、あふれるものが見えたからだった。

「落ち着け」

　向かい合った爪つま先さきを見つめながら、渉はくりかえした。

　スバルはもう、取り乱しもしなければ、声も上げようとはしなかった。

　彼女はただ、おねえちゃん、とだけくつぶやいた。一番そばにいる、渉にしか聞こえないほどに小さくて、弱々しくて、かぼそい声だった。

　激しい嗚お咽えつを聞かされる方が、よっぽどましな気分だった。




　生徒寮の正門をノックすると、三年男子の監督生が中から扉を開いた。そして、彼はその先に立っている人物を見てぎょっと目を見開いた。

　森もりノの宮みや校長の乙おと旗はた衛えい次じが、警官の制服姿で立っていたからだ。

「校長先生」と監督生は言った。「どうなされたんですか」

「遅くにすまない」乙旗は帽子をとって言った。「彼かれ等らを中に入れてくれるか」

　乙旗にうながされて、渉に朝あさ宮みや、そしてスバルは玄関に足を踏み入れた。事態を把握できずに戸惑う監督生を尻しり目めに「今は質問責めにしないでやってくれ」と乙旗は言った。

　乙旗は、ずっと下を向いたままのスバルに目を向けた。

「落ち着くまでは、無理に授業に出なくてもいい。私が許可する」

「……はい」

　スバルは消え入るような声で言った。うむ、と乙旗は言った。

「三人とも、今日はもう休め。何かあれば、こちらからお前たちに連絡する」

　乙旗がそう言って、生徒寮の玄関を後にする。監督生が扉を閉めようとしたところで、渉はとっさにそれを制して乙旗の後ろ姿を追った。

「聞きたいことがある」

　そう呼びかけると、乙旗が振り向いた。夜の生徒寮前で、向かい合う。

「結月の姉は、これからどうなるんだ」

　渉は、なるべく声を小さくして問うた。乙旗もそれに応じたように、声をひそめる。

「……彼女は、ただ利用されていただけだ。警察もそれには気付いているだろう。だから、罪状としてはけして必要以上に重くなることはないと思う」

　つまり、『雛ひな子こは無事に帰ってくる』──

　そう言っているはずなのに、乙おと旗はたの表情に緩ゆるみはない。

　もちろん、怪盗界の教育機関を任されるほどの人間が、警察に捕らえられた怪盗の末路を知らないはずがない。渉わたるは、乙旗を見据えて言った。

「捕らえられた怪盗は、もれなく記憶と能力を奪われると聞いた」

　乙旗は顔を変えずに言った。

「それは協会が決定することだ。私に決定権はない」

　彼はそこまで言うにとどまった。

　しかし、結ゆい月づき雛子が処理されるか、されないかの答えが欲しいわけではなかった。

　今回、結月雛子は、『怪盗』として逮捕されたわけではない。今回のケースが例外にあたるかどうかが知りたかっただけだ。

　だが、考えてみれば、怪盗が記憶と能力を奪われるのは、協会の機密を守るためだ。たとえ、ライセンスを所持しているエージェントではなくとも、怪盗界の情報を知りえるものならば、事後処理の対象になるのは当然のことだ。

「わかった」

　渉はただそれだけを言った。

「すまない」

　乙旗は感情を込めずに言って、渉に背を向けた。

　結月は……。

　渉は、胸のロザリオを握りしめながら思った。

　結月スバルは、姉を失ったんだ。

　とっくにわかっていたはずの事実に、はじめて自覚が根ざした。




　灰はい谷たに、と呼ばれた。記念館のエントランスホール、その大階段前だった。

　森もりノの宮みや校長の乙旗が、警官の制服姿で近づいてくる。どうやら、宝物庫にしのびこんだ三人はもう送り届けたらしい。

　乙旗は灰谷の前までやってくると、大きく眉まゆを寄せてつぶやいた。

「私のミスだ。すまない、灰谷」

　乙旗の口調は落ち着いていたが、その頬ほおはかたくこわばっていた。

「俺おれに謝あやまってどうする」

　灰谷は、顔を動かさぬまま応じた。

「結月女史は君の教え子でもある。うまくすれば彼女を救えたかもしれないのに」

「状況を把握している猶ゆう予よもなかっただろうが」

　さえぎるように灰はい谷たには言った。

　雛ひな子こが逮捕されてしまったのは、もはや取り返しのつかない事実だ。そして、最悪なのは結局、サーカスサイドの人間を一人もあぶりだせかったということだ。

　今朝、校長室で発見された乙おと旗はたの遺体は、彼自身で創つくり出した幻覚だ。能力効果範囲のモノに対する他者の認識をあやつる乙旗のシステマ、『風光明媚ステージハック』によるものだった。

　昨夜、サーカスの内通者──もとい、雛子に首を切られ、暗殺されかけた乙旗は、みずからが死んだという幻覚を見せてその場を切り抜けた。そして彼は、真夜中に灰谷をひそかに呼び出してこう告げてきた。

　──「サーカスの手の者が学内にいる。そいつにやられかけた」

　そうして乙旗は、自分が死んだということにして、あえて『一いち日じつ之の長ちよう』を動かさずに罠わなを張った。協会内部にひそむサーカスの内通者をとらえるためだ。

　だが、その作戦は最悪の結果を残して終わった。

「乙旗」

　と灰谷は抑よく揚ようなく言った。

「結ゆい月づきのシステマで強引に扉を開かれて、宝物庫のセキュリティが損傷したらしい。修理までのあいだ、電子ロックは作動しない。扉は押せば開く状態だ」

「警察への対応は？」

　灰谷は、警察制服から着替えた黒スーツの襟えり首くびを軽くただしながら言った。

「公僕連中に対しては、今しがた、校長代理として宝物庫への侵入は厳禁だと伝えておいた。……だが、サーカスにとってはまたとない好機のはずだ」

　乙旗はしばらく思案してから口を開いた。

「第二波は来るな」

「ああ。それを見越して結月を捨て駒ごまにした可能性もある」

　エントランスの喧けん騒そうが、二人の黙もつ考こうの間を埋めた。

　怪け我が人にんが、次々と館外に運ばれてゆく。何人かは足をやられて動けない者もいるようだった。

　相手のピエロはたった二人だが、実力は折り紙つきだった。公僕のせいで身動きがとれなかったとはいえ、まともな有効打を叩たたき込んでやることもできなかった。だが、それはピエロ連中があくまでこれを陽よう動どう作戦として、一歩引きながら戦っていたからでもあるだろう。

　雛子が捕らえられてまもなく、二人のピエロはすぐさま撤てつ退たいした。彼かれ等らが次に来るとすれば、それは陽動としてではなく、実行部隊として来るはずだ。

「次は捕らえるぞ」

　灰谷は、眉み間けんに皺しわを寄せて言った。

「わかっている。このままみすみすと逃してたまるか」

　乙おと旗はたは瞑めい目もくした。




　　　　◇




　生徒寮に戻ると、門番の監督生にじろりと睨にらまれた。それを無視して、玄関で待つ朝あさ宮みやたちに合流する。

　監督生に文句をつけられたくなくて、渉わたるは、早々に玄関前の階段をのぼった。後ろからは、朝あさ宮みやにうながされ、スバルがやってくる。寮内はすでに消灯され、窓からさしこむほのかな月明かりだけを頼りに、段差を踏みしめていかなければならなかった。

　女子寮と男子寮に分かれる二階フロアまでやってくると、渉は立ち止まった。

　ここまでくれば、監督生にも声は聞こえないだろう。

　薄うす暗くら闇やみの中、廊下の窓際にもたれて、二人が上がってくるのを待つ。まもなく、スバルと朝宮がやってきた。

「結ゆい月づき」

　渉は腕を拱こまぬいて、呼び止めた。

「お前はまだ、警察に喧けん嘩かを売るつもりか」

　スバルはうつむいたまま、みずからの片かた肘ひじをつかんでいた。その指先に力がこもって、小さな衣きぬずれの音が響ひびく。

「……あんたを投げ飛ばしてでも、そうすればよかった」

　ひさしぶりに聞く、スバルの憎まれ口だった。

　渉は鼻で笑った。

「お前は、他人のこととなるとすぐ頭が悪くなるな。後先が考えられなくなる」

　スバルが、はっとしたように顔を上げる。みるみる、険しくなっていく。

「渉！　何も今そんな言い方しなくったって……」

　朝宮が、批難じみた声を上げた。

「今もさっきもあるか。状況は何も変わっていない」

　渉は小さく息を吸い込んで、言葉を続けた。

「もしもあの場で、結月雛ひな子こを奪還できていたとしよう。だが、それからどうする？　警察の目の前でそんな真ま似ねをしでかせば、姉妹二人で一生逃亡者生活だぞ。それでもいいのか」

「……それでも、よかった」

　思いがけず、スバルは即答した。つり上げた目で、見据えてくる。

「それくらい、覚悟してる。一いちか八ばちかでも、チャンスはあったんだから。私が……」

　スバルは泣き顔を作らなかった。だが、怒いからせた目が濡ぬれていた。

「私がもっとはやく、お姉ちゃんを止められてたら……あのとき、すぐにお姉ちゃんを追いかけることができていたら……」

　スバルは、大きく、唾つばを飲みこんで、ふたたび口を開いた。澄すんだ声が揺れた。

「こんなことには、ならなかったはずなのに」

　渉わたるは目をそらした。泣き顔は嫌いだった。だけど……。

　たとえ涙を浮かべながらだとしても、こいつに食ってかかってこられると、安心する。

「同じことだ」

　渉は力任せに顔を上げて、スバルの濡ぬれた瞳ひとみをまっすぐに見つめた。

「俺おれたちが事態を把握したのは、結ゆい月づき雛ひな子こが警察連中を昏こん倒とうさせたあとだった。あのときの俺たちに、結月雛子を救う術すべはなかったんだ」

　朝あさ宮みやの方に目を配る。彼は、はじめて見る真剣な表情でうなずきを返してきた。

　問題ない、という合図だった。

　先刻、警察に挑いどみかかろうというスバルを押さえながら、頭に浮かんだのはある一つの選択肢だった。このすべての状況を引っ繰り返すための唯一の逆転劇だ。

　息を吸い込む。

「もう一度聞くぞ」

　と、渉は言った。

「お前は、まだ、警察に喧けん嘩かを売るつもりはあるか」

「え……？」

　スバルが怪け訝げんそうにつぶやく。

　渉は、組んだ腕をほどいて、壁から身を起こした。

「あのときの俺たちに、お前の姉は救えなかった。だが、さらにその前ならどうだ」

　スバルを押し留とどめながら、脳裏に浮かんだのは、金色の宝物庫の最さい奥おうに鎮ちん座ざする祭さい壇だんだった。いや、正しくは──その祭壇にいただかれている、金色の懐かい中ちゆう時計だ。

「この一日をなかったことにできるんだろう。あの時計は」

　方法は一つしかない。だから、それを口にすることに迷いはなかった。

「あの時計を使って、昨日の夜に戻り、何者かによって操られていたであろう結月雛子を保ほ護ごする。それが、お前の姉を取り戻すための唯一の手段だ」

　風が吹いている。

　強く荒れた夜の風だ。それがガラス戸を叩たたき、揺らしている。

「公僕どもが言っていた。防犯システムが破は壊かいされ、今は宝物庫の電子ロックが作動しない状態になっていると。協会側も、今は警察が足かせになっていて、満足には動けない」

　もちろんと渉は語を継いだ。

「森もりノの宮みや側との交戦は避けられないだろう。教員連中の相手は困難だろうが──」

　先刻、生徒寮前で見た乙おと旗はたの面おも立だちをふと、思い出す。

　感情と仲間意識とを殺しきったあの表情。連中には神じん器ぎを守る使命があり、それを侵害しようとする者がどんな相手が誰だれであろうとその使命を果たさんとするだろう。

　渉わたるは、やおら胸の前に掲かかげた手のひらを握り締めて言った。

「俺おれなら、連中のシステマにもカウンターを叩たたき込むことができる」

　スバルの瞳ひとみは、哀かなしみではなく、驚おどろきに彩いろどられていた。その瞳で、凝ぎよう視ししてくる。

　かすれた声で、彼女は問うてきた。

「……どうして、あんたがそんなこと言うの？」

「俺は関係ない。お前はこれでいいのか。誰かが奪ったり、奪われたりを止めるのが怪盗の役目なんだろう。そうほざくお前は、奪われたままでもいいのか」

　短く息を吐いて、渉は、スバルに正面から向き直った。

「奪われたのなら、今度だって怪盗らしく取り返せ」

　スバルの口から、否定が来ないことはわかっていた。少しずつ、彼女の表情に、いつも通りの凜り々りしい面立ちが戻ってゆく。

　彼女の肩越しを見ると、朝あさ宮みやが少し首をかたむけて、どこか満足そうに微笑ほほえんでいた。

「いまさら脱落するなよ。お前がいないと成立しないんだ」

「もちろん」朝宮は得意げに言った。「聞くだけ野や暮ぼというものだ。君に言われた通り、小さく分割した僕を記念館に待機させてある。いつでも内側から鍵かぎを開けられるよ」

　スバルははっとしたように、朝宮の方を見た。

　こっちはすでに打ち合わせ済みだ。朝宮なら、話に乗るはずだと思っていたし、実際に二つ返事だった。こいつはそういう手合いだ。

　だが──

「二人は……それでもいいの？」

　スバルがふいに問うてきた。どこか、不安そうな顔をしていた。ふだんは好き勝手に人を引っ張ってくるくせに、どうしてこういうときに限って大人しくなるのか。

　良いも悪いもない。なぜこんな風に決意したのか、いちいち自己分析するつもりもない。ただ、言えることは一つだけだった。

　渉は、口こう端たんを歪ゆがめて笑った。

「どうせ、なかったことになる世界だ。細かいことは気にするな」

　スバルが目を丸くして、息を呑のむ。月明かりの加減のせいか、ほんのりと頬ほおが赤くなっているように見えた。

　……だね、と朝宮が相づちを打った。

「僕たちならやれる。きっとこの日のためにつながった絆きずなだ」

　渉は、制服の両りよう袖そでを指先で整えると、ああ、と言って踵きびすを返した。

　怪盗候補生の初うい陣じんとしては、申し分なさ過ぎる程の舞台だ。

　かならず盗んでみせる。警察も、協会も、サーカスをも出し抜いて。その決意を込めて、渉わたるは、後ろをついてきている共犯者たちに向かって口を開いた。

「行くぞ。足を引っ張るなよ」







　　　Ⅵ　二十三時




　灰はい谷たに雅まさ之ゆきは身動みじろぎせず、ただ前を見つめていた。立入禁止とされ、ほかの誰だれもいない宝物庫で一人、強化ガラスにはばまれた『一いち日じつ之の長ちよう』と向かい合っていた。

　ガラスは雛ひな子こが打ちこんだ弾丸によって、白く変色して歪ゆがんでいる。

　拳けん銃じゆうの弾丸を連発されても、ほんのわずかな穴があくのみの強度だ。あのとき、侵入してきた雛子に、このガラスを打ち破る手段はなかった。

　だから、第二波はかならず来る。

　結ゆい月づき雛子は、宝物庫の扉を突破するための捨すて駒ごまにされただけだ。

　傷ついたガラスに手を添えて、目を伏せる。歪ゆがんで、ささくれだっていた。そこに強く、掌てのひらを押しつける。

　ほんの少し警察が宝物庫に到着するのが遅ければ、乙おと旗はたの『風光明媚ステージハツク』で雛子をかくまうことはできたかもしれない。あと少しの差だった。それでも……

　雛子という人間は、まもなく失われる。それは、すでに確定した事実だ。

　思い返せば、少し前から雛子の様子はおかしいとは思った。あのとき、気付くべきだったのだ。彼女の身体からだが、サーカス側の能力者によって乗っ取られていたことに。

　宝物庫の外が騒さわがしくなってきた。

　灰谷はゆっくりとまぶたを開くと、革靴を鳴らしてスーツをひるがえした。




　ラウンジから、エントランスを抜けてギャラリーまで駆け抜ける。そして、渉わたるたちがいっせいに散開して、『天てん衣い無む縫ほう』による透明化を解いたのは、大階段の横を抜けてすぐのギャラリー入口の手前だった。閉め切られた扉の前にはちょうど四人の警官が門番よろしく配置されていて、彼等は空中からとつぜん現れた三人の学生の姿を見て呆ほうけていた。

「そこをどいて！」

　真っ先に前に出たのは、水平に腕を構えたスバルだった。「お、お前らさっきの」──と言いかけた警官の腕をつかむやいなや、手近の相手に投げつけた。指が届く相手をかたっぱしからつかんで、次々に振り回し、投げつけ、地面に叩たたき伏せていく。反撃のチャンスも与えなかった。

　さらに最後の一人につかみかかると、踏み込んだ足を支点にして、渾こん身しんの力で身体からだを旋せん回かいさせた。『天あまノの羽は衣ごろも』の機能によって持ち上げた警官の身体を、そのまま扉の方に向かって投げつける。警官は、閉め切られていた扉に激突して、音をたてて開け放たれた。

　ギャラリーの展示フロア内には、八人ほどの警官が待機していた。スバルは、呆ぼう然ぜんとする入口そばの相手の胸むな倉ぐらをつかむと、全力投球でエントランスの方に投げ飛ばした。それを見て、残りの警官たちはようやく状況を理解したようだった。

「結ゆい月づき」

　と渉わたるは呼んだ。

「立ち止まるな。囲まれたら不利だ」

「言われなくてもわかってる」とスバル。「指さし図ずしないで」

　エントランスの方からは、騒さわぎを聞きつけた大勢の警官たちがすでにこちらに向かってきていた。いくらこちらにはシステマがあるとはいえ、向こうにも森もりノの宮みや教員がまぎれている。だが、ギャラリーの七人にそれに該当する相手はいない。システマがあれば突破できる。

　今は前に進むのが、最善の道だ。

　こいつらも怪盗なのか？　わからない。だが、あの怪力は普通じゃない！──戸と惑まどいながらも前方からも向かってくる。渉は、スバルの前に出て、一番先に前に出てきた警官の膝ひざに蹴けりを入れた。姿勢が崩くずれたところで、渉の横を過ぎて前進してきたスバルがその警官をひっつかんで、別の一人に叩きつける。またしても二人まとめてふっとんで、展示用のガラスケースの中につっこんだ。ガラスが砕けて、中の展示品ごと崩れ落ちる。

　スバルは胸を張って腰に片手を添え、残る一方の指先でサイドの髪を掻かき上げた。

「ねえ、警察ってこの程度？　大したことないのね」

　しかし、そのときすでに大柄な警官が、特殊警棒片手にスバルに向かって飛びかかっていた。スバルは投げの姿勢のまま、相手に背中を向けている。

　はっと気付いて、スバルはそちらを向くが、もう対応は間に合わない。

　まずい。そう思ったとき、警官の横から飛びかかる影があった。朝あさ宮みやだった。側面から、警官の腹部に水平の蹴けりを叩たたき込む。すると、朝宮よりもはるかに体重もあるであろう警官の巨体が後ろに向かってふっとんだ。展示パネルにぶつかって、跳はね返る勢いで顔面から倒れ込む。

　プロ格かく闘とう家か顔負けの蹴り足だった。

「女の子一人に露つゆ払はらいさせるわけにはいかないからね」

　朝宮は整ったマスクで甘く微笑ほほえみ、ゆったりと半はん身みに構える。

「二年Ａ組、朝宮主税ちから」

　警官達に向けて、ひるがえした手のひらを伸ばしながら朝宮主税は言った。

「──参る！」

　スバルに先んじて突貫した朝宮は、予想外の強さだった。叩き込んだ打撃は次々と警官たちにたたらを踏ませて、さらには二人の相手に左右から挟まれると、両手を伸ばして二人同時に打ちのめしていた。だが、その両手はどちらとも元の長さの二倍近くになっていた。しかも、片やはっきりとそれとわかるほど筋肉に満ちて、引き締まっていた。

　そして、その両手を伸ばす朝宮は、ひどく幼く小柄で、まるで子供のような姿だった。しかし次の瞬しゆん間かんには、朝宮の身体は一瞬の収縮を以もつて元に戻る。

　呆ぼう然ぜんとする警官に向かって、朝あさ宮みやは微笑ほほえんで言った。

「僕は、肉体の質量の許す限り、自分の身体からだを自由に作り替えられるんだ。全身の筋肉量もね。だから──」

　朝宮が、警官に向かって踏み込んだ。

　途と端たん、朝宮の身体がぎゅっと縮んで、制服の袖そでが余る。しかし、大きく後ろに引いた右の腕だけははっきりそれとわかるほどに隆りゆう起きして、肩も拳こぶしも盛りあがっていた。

「ただ殴ることに関して、最高の身体を作り出すこともできるってことさ！」

　風を切って、フック気味に警官の脇わき腹ばらに突き刺さる豪ごう腕わんのボディブロー。警官は絶句して、そのまま膝ひざから崩くずれ落ちた。

　肉体を収縮させて、元に戻った朝宮は、膝に手をついてつぶやいた。

　……これが結構、疲れるんだけどね。

「休むな。行くぞ」

　そのときすでに、渉わたるは朝宮をおいてはるか先に行っていた。スバルも遅れて続いている。朝宮がえええ、ちょっと待ってよおぉと追いかけてくる。

「待てるか」

　すぐ背後には、エントランスの警官隊が迫ってきていたが、展示フロアは追っ手をかわすには最適のポイントだった。展示品をのりこえて、くぐりぬけて、追いすがってくる制服警官たちをいなしながら、前に進む。

　相手の数が多ければ多いほど、一人ぶんの動きは制限され、展示物を障害物代わりに使用しやすくなる。渉は、正面にあったパネルの下をくぐり抜けると、ふりかえりざまにそれを蹴けりつけて、警官たちに叩たたきつけた。四人ほどを一気に巻き込むことができたが、残りの制服警官たちが倒れたパネルを飛び越えて迫ってくる。

　実戦という意味では、これがはじめての実戦だ。しかし、背水の陣とはらをくくっているせいか、不思議と心は落ち着いていた。スバルと朝宮も臆おくすることなく立ち回れている。

　スバルと朝宮はそれぞれシステマの力で、つかみかかってくる警官たちを次々といなしている。能力者でない相手に対しては、この二人の方が自分よりも戦力は上だった。渉は後ろからとびかかってきた警官をかわして、かたわらの展示台に飛び乗って背中で転がって、反対側に降り立った。すぐさま駆け出して、長い展示台を挟はさんでの警察との並走状態に突入する。

　そのとき、大勢の足音が近づいてくるのが聞こえた。後方からではない。前方からだった。

「侵入者を発見しました。挟み撃うちにします」

　無線にむかってさけぶ警官を先頭として、どっと紺色の制服がおしよせてくる。とっさに目でかぞえると、十人以上だった。後方からの追撃を合わせると、二十人超だ。

「渉、下がって」

　スバルが水平に腕を構えて、警官隊を蹴ちらさんと突っ込んでいく。力押しで突破しようとするが、スバルが一人をつかんで投げようとしたところで、その手首をつかんで引き剥はがされ、反対に壁かべ際ぎわまで投げつけられた。朝あさ宮みやもまた、脚力を強化して警官をいなそうとしたが、逆にがらあきになった胴を突かれて後ろに跳とんで尻しりもちをついた。

　スバルと朝宮と一いつ瞬しゆんにして退しりぞけたのは、制服姿の乙おと旗はた衛えい次じだった。

「結ゆい月づき女史を助けるためか」

　乙旗はうめくように言って、スバルを横目で睨にらんで言った。

「……馬ば鹿か者ものが。あのとき、どうして彼女が君の口をふさいだのかわからないのか」

　前進が止まってしまった。

　たちまち、警官たちの圧力によって、壁際に追いつめられる。完全に包囲された。あたかも、人間のバリケードだった。展示エリアの道幅を隙すき間まなくうめつくしている。一斉に飛びかかってきてくれれば、その隙をつくこともできるだろうが、彼かれ等らはじりじりと確実に距きよ離りを詰めてくる。ここまで休憩なしで走ってきて、乱れた息を整える。頬ほおを汗がつたうのを感じる。

　渉わたるはすばやく目を動かして、包ほう囲い網もうの突破口を探した。誰だれか油断している奴やつはいないか。どこかに穴はないか──

　スバルの悲鳴が聞こえた。はっとして振り向くと、スバルが手首をとられて地面に押さえつけられていた。制圧しているのは、警察に扮ふんした森もりノの宮みやの教員だった。

　しまった。とっさに駆け寄ろうとすると、横から伸びてきた手に首をつかまれた。首根を押さえられたまま、壁際まで押し込まれる。喉のど輪わのままで、身体からだごと壁に叩たたきつけられて息がつまった。地面に崩くずれ落ちる。

「君たちの気持ちが、わからないわけじゃない」

　咳せき込こみながら目を上げると、乙旗が感情を消した面おも立だちで見下ろしてきていた。

「だが、君たちの行為を認めるわけにはいかない。それは、絶対に個人の意志でしてはならいことなんだ。それを許さないために、私たちはあれらを守り続けている」

「知っている。だから、盗もうとしているんだろうが」

　首を押さえながら、口を開く。

　憎まれ口を叩いている間にも、乙旗の背後から包囲網がどんどん狭せばまってくる。横目で見ると、朝宮はなんとか応戦しているようだったが、それでも押され気味だ。

　くそ……。

　渉は思った。そうだ、こいつらは怪盗を育てる側の人間……。

　俺おれの『臨機応変アンチシステマ』でシステマを潰つぶしさえすれば、森ノ宮側の戦力はなんとかなると思った。だが、真に考慮すべき問題はそこではなかったのだ。

　すなわち、システマ以前の純粋な実力差。しかも、こちらはスバルや朝宮のシステマの性能を完全に把握されきっているという悪条件のおまけ付きだ。

　それでも、と思う。それでも最悪、朝宮一人だけでもなんとか宝物庫まで──

　乙おと旗はたの背後にそびえていた紺こん色いろの人山の一いつ角かくが、まるで突風に襲おそわれたかのように薙なぎ払われた。二、三人が一斉に横倒しにされて、包囲網にぽっかりと穴が空く。

　乙旗が振り向いたその先には、黒いシルエットの長身の男がそびえていた。

　彼は、黒いスーツの前を開き、気けだるそうに立っていた。片手には、長尺の黒い棍こんをぶら提げ、もう一方の手は、雑な所しよ作さでネクタイを緩ゆるめている。

　副校長の灰はい谷たにだった。

「灰谷。お前何を──」

　乙旗の言葉はそこでとぎれた。灰谷が、腰だめに鋭く振り払った棍に打たれたからだった。なんとか腕でそれを受けたが、凄すさまじい圧力に吹き飛ばされて、他の警察官もろともなぎ倒しにされる。

　明らかにただの怪力ではなかった。おそらく灰谷の得え物ものは『傾けい国こくの神じん器ぎ』。返す棍で、スバルを取り押さえていた教員を吹きとばす。

「さっさと行け」と灰谷は言った。

　渉わたるは眉まゆを寄せて、灰谷を凝ぎよう視しした。まったく予想だにしていない援軍だった。

「どういうつもりだ」と、渉は問うた。

「ごちゃごちゃ抜かすな」苛いら立だたしげに灰谷は言った。「貴き様さまらが事態を荒らしてくれたせいで、後始末が面倒なことになったんだ。さっさと──」

　灰谷はスーツをひるがえして、ふたたび棍を一振りした。朝宮を取り囲んでいた警察官たちは展示台に叩たたきつけられ、壁に激突して、それぞれ倒れ込む。

「時計のネジを回してこい」

　渉たちと警官隊のあいだに背中をすべりこませて、灰谷は言った。

「『一いち日じつ之の長ちよう』をつかむための算段くらいはあるんだろう」

　……ああ、と渉は小さく応じた。灰谷の暴走のおかげで、宝物庫への道は開かれた。彼の行動は釈然としないが、状況を利用しない手はない。

「だが、一つだけ言っておく」後ろ姿のままで、灰谷は言った。

「あの時計を一度使って、歯車が巻き戻るのは二日後。『一日之長』の名の通り、世界をやりなおしできるのは、本当の意味で一日限りということだ。しくじるなよ」

「あんたに言われるまでもない」と渉は言った。

「話は終わりだ。宝物庫前の警備はお前たちでなんとかしろ」

　渉はスバルと朝あさ宮みやと目め配くばせして、走り出した。灰谷が切り開いた道を駆けて進む。

　灰谷の動機に興味はなかったし、いずれ失われるこの世界でそれを聞いたところで意味はない。うずくまる警官たちを尻しり目めに、展示フロアを駆け抜けて行く。ギャラリーの風景が後ろに流れていって、やがて関係者用通路に達した。

　宝物庫はすぐそこに近づいていた。




　乙おと旗はた衛えい次じは、膝ひざに手を当てて身を起こすと、展示フロアに一人、立ちはだかったかつての相棒を見据えた。

「灰はい谷たに」乙旗はさけんだ。「自分が何をしているのかわかっているのか」

「ああ」

　灰谷雅之は間かん髪はついれずに答えた。

　返事はそれだけだった。みずからの理由を語ることもなく、ただ大おお股またで歩いてくる。現役時代とまったく同じだった。間合いも何も考えずにただ悠ゆう然ぜんと距きよ離りを潰つぶして、そのまま至近距離から相手を叩き壊こわしにかかってくる。こいつは、と思う。

　こいつは候補生時代から、盗むよりも壊すのが得意な奴やつだった。

　腰から拳けん銃じゆうを引き抜いて、灰谷の方に突きつける。
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「灰谷！」

　灰谷は止まらない。後先は考えていられない。システマを温存して戦える相手ではない。乙旗は、システマ発動のスイッチを入れるイメージとともに瞳ひとみを開け放つ。

『風光明媚ステージハツク』。領域内の物体に対する、人間の認識を自由に操作する空間制圧型のシステマだ。拳銃を発砲するイメージを世界に投影する。引金を引いて、乾いた発砲音とともに幻影の銃弾が放たれる。灰谷は瞬しゆん間かん的てきに姿勢を低くして横に飛ぶと、着地と同時にこちらに突っ込んできた。自分の姿を幻影として残して、乙おと旗はたは飛び退のいた。直後、灰はい谷たにの棍こんが幻影の乙旗の首から上を躊ちゆう躇ちよ無く引きちぎる。灰谷は棍を構え直すと、ゆっくりとこちらを振り向いて、認識外の世界からひきずり出された乙旗を見据えた。

　なるほど。乙旗は溜ためた息を吐いて思った。こいつ、現役時代に戻るつもりだ。




　渉わたるは、宝物庫の扉の前に立っていた。押せば開くであろう扉を、強く見据える。

　仄ほの暗ぐらいライトだけが光源の、白い壁に囲まれた半円形のフロアには、すでに昏こん倒とうさせられた四人の制服警官が床に転がされたままになっていた。

「……ねえ、どういうこと？」

　警官の下にかがみこんで、その脈をとりながらスバルが言った。

「俺おれが知るか」

　渉は、扉を睨にらみながら吐き捨てた。

　先ほど、灰谷は「宝物庫前の警備はお前たちでなんとかしろ」と言った。つまり、灰谷はここに転がっている連中には手出しをしていないということだ。だが、今扉を阻はばむ者はいない。それはすなわち、自分たち以外の何者かがすでにこの扉を押し通ったことに他ほかならない。

「先客がいるのはまちがいない」と渉は言った。「油断するなよ」

　電子ロックの破は壊かいされた扉を、両手で開く。

　狭い通路を進み、三門目の扉を開くと、黄金郷が目前に広がった。そして、そこには一人の白い背中がたたずんでいた。宝物庫の真中に立って、こちらに背を向けて、祭さい壇だんの方を見つめている。足あし下もとには、警官の制服が雑然と散らばっていた。

「……やあ、君たちか」

　御み堂どう公こう一いちは首をひねって顔だけ見返ると、言った。

「君たちが騒さわぎを起こしてくれたおかげで、楽にここを制圧できた。礼を言うよ」

　ブーツを鳴らして、御堂がこちらを向き直った。その口元にどこか愉快げな笑みを浮かべて、渉たちをのんびりとながめてくる。

「森もりノの宮みやの連中に、『一いち日じつ之の長ちよう』を勝手に動かされたら面倒だったからね」

　森ノ宮の連中。すっかり他人事のような言い回しだった。

「どうしてお前がここにいる」

　渉は眉まゆをひそめて問うた。

「俺は元々、森ノ宮を守るためにつかわされた助すけっ人とだよ。ここにいたって何もおかしくはないだろ？　その上でそういう質問が来るってことは……」

　御堂は演技じみた所しよ作さで、大きく肩をすくめて言った。

「だいたい察しはついてるんじゃないのかな？　『臨機応変アンチシステマ』」

「お前もサーカス団員か」

「ご名答」御み堂どうは、眼鏡めがねのブリッジを指先で押し上げて言った。「どうも、協会の掲かかげる自己犠ぎ牲せい主義は肌に合わなくてね。少し前にこっちから近づいていった」

　チッ。

　舌打ちする。

　今はこいつの事情なんてどうでもいい。

「……どうする？」

　朝あさ宮みやが声をひそめて問うてくる。応じたのはスバルだった。

「ここまで来て、逃げられると思います？」

「だよねえ……」

　朝宮が、苦笑混じりに半はん身みになって構える。次いで、スバルは腕を水平に構え、そして、渉もまた右足を引いた。臨戦態勢だった。

　スバルの言う通り、相手が誰だれであろうとやるしかない。相手は現役プロのエージェントである上に、ファントムナインの一人だ。怪盗界の九大戦力というのがどれほどのものかはわからないが、少なくとも、校長よりははるかに上うわ手てと見ておくべきだ。

　だが、やるしかない。

　一方の御堂は、不思議な事にこちらに向かってくる気配を見せない。戦せん闘とう意志が一切感じられないのだ。とはいえ、黙だまって『一いち日じつ之の長ちよう』まで通してくれるはずもないだろう。

「朝宮」

　渉わたるは、御堂から目をはなさぬままにたずねた。

「前にコイツの話をしていたな。システマの機き能のうは？」

「異名は『再思三考バーズヘツド』」朝宮は言った。「空間制圧型のシステマだ。その機能は──」

　朝宮の声が、大きく潰つぶれて、歪ゆがんだ。苦く悶もんの声だった。何だと思って振り向くと、冷たい瞳ひとみと目が合った。執事服風のタイトウェアに身を包んだ、小柄で中性的な三つ編みの少年。音もなく忍び寄っていた少年の掌しよう底ていが、朝宮の胸を打ち、柱の方まで吹き飛ばしていた。

　御堂の片腕の、牛うし丸まるだった。

　朝宮を打ち飛ばすやいなや、牛丸はこちらに向き直る。そして、ノーモーションから姿勢を低くして飛びかかってきた。速い。避よけきれない。そう判断する思考中に、牛丸の肘ひじがみぞおちに突き刺さっていた。瞬しゆん間かん的てきな呼吸困難に襲おそわれ、意識が飛びかける。だが、渉が思わず後ろに下がると同時に、スバルが入れ替わるように牛丸に向かっていった。

「このっ……」

　スバルは牛丸の袖そで口ぐちをつかんで、いつものように投げ飛ばそうとする。ところが、牛丸の足はがっちりと地面を噛かんで、揺らがない。

「重力反転型のシステマだったか」と牛丸は言った。「私には効かない」

　スバルは逆に腕をつかみかえされて、牛丸によって地面に叩たたきつけられた。肩から落ちて、受け身もとれない体勢で身体からだを強打して、あぐっ、と苦しげな声が漏れる。しかしそのとき、渉わたるはすでに牛うし丸まるの懐ふところに忍び込んでいた。牛丸は気付いていない。牛丸の右みぎ脇わき腹ばら。どんな体術家だろうと鍛きたえられない急所めがけて、渾こん身しんのフックをめりこませた。牛丸の細い腰に拳こぶしが沈む。それとともに、『天てん衣い無む縫ほう』でかき消していた渉の姿があらわになる。牛丸は表情を変えないが、その口こう端たんに、食いしばる歯がわずかにのぞいた。しかし牛丸は左足を踏み堪こらえて、カウンターの左フックを叩たたき込んできた。その一撃をなんとか腕で受けたが、骨まで響ひびくような鋭い衝しよう撃げきとともに身体が振り回される。

　牛丸は、またしてもノーモーションから飛び退のいて、御み堂どうの前に後退した。そして、こちらに背を向けたままの格好で静かに見返る。

「平気か？　牛丸」

　御堂が言った。

「心配無用です、マスター」と牛丸は無表情に言った。「二度目は喰くらいません」

「それでこそ俺の右腕だ」

　スバルが肩を押さえながら、立ち上がった。

「システマが通じない……？」

「常磐ときわ石いしだよ」

　応じたのは、御堂だった。

「常磐石に触れている者はシステマが使えなくなる……と同時に、他者からのシステマ効力も絶縁できるんだ。初歩的な知識だよ」

　御堂の指先が、牛丸のチョーカーを軽く回す。小さな石がはめこまれていて、その表面には幾筋もの光こう沢たくが走って見えた。それは、常磐石特有のキャッツアイ効果だった。

「……マスター」

　牛丸は目を伏せて、呆あきれたような声を出した。

「ああ、悪い悪い、また喋しやべりすぎたな。サポートしてやるから機き嫌げんを直せ」

「要りません」

「そう拗すねるな」

　牛丸が無表情に突っぱねて、苦笑いで御堂が応じる。二人の慣れ親しんだ雰ふん囲い気きが伝わってくる。こいつらはきっと相当良いチームワークだ。

　朝あさ宮みやが、胸を押さえながら渉の横に並んだ。「三対二か」と苦にが々にがしげにつぶやく。

「……少々、僕等の分が悪いかな」

　いや、とまたしても御堂が口を挟はさんでくる。

「三対一だ」

「何？」と渉は眉まゆを寄せた。

「俺おれは潔癖性でね、手を汚したくないんだ。そのための牛丸さ」

　牛うし丸まるが、御み堂どうの言を肯定するかのように、やおらこちらに正せい対たいした。左手で右手首をつかんで、軽く可動域をたしかめるようにひねる。そして、身構えずに直立の姿勢をとる。

「ただ、場慣らしをするくらいの甲か斐い性しようはある」

　御堂はゆっくりと目を伏せ、大きくまぶたを開け放った。途と端たん、電流を受けたように、しびれた感覚が全身を駆け抜ける。

　何かしらのシステマを展開された。おそらくは広域に亘わたって展開される空間制圧型の機能だ。それを探る間もなく、牛丸が飛び込んできた。舌打ちして、渉わたるも後ろ足を蹴けって前に飛び出した。胸から提げた『天てん衣い無む縫ほう』のロザリオをつかんで、透明化の機能を発動させる。

「だめだ」

　とつぜん後ろから朝あさ宮みやがさけんだ。

「止まるんだ、渉！　御堂のシステマは、三歩進むと……」

　朝宮が言い終えると同時に、渉は、力強く三歩目を刻んでいた。

　そして──

　気付くと、渉は、牛丸を見上げていた。地面に肘ひじをついて、仰あお向むけに倒れた格好だった。牛丸はただじっと表情のない顔でこちらを見下ろしてきている。

　……何だ？

　渉は一いつ瞬しゆん、混乱した。それと同時に、身体からだ中に鈍痛が走る。口の中で鉄の味がする。はっとして唇くちびるをぬぐうと、血がついていた。

　何だ、これは……。渉は思いながら、牛丸を仰いだ。いったい、何が起きた。三歩あるいたら、倒れていて、身体中を手て酷ひどくうちのめされていた。

　しかも、今いるのは先ほどまで自分が立っている場所ではなかった。いつのまにか宝物庫の扉口まで後退させられていて、渉はそこで倒れていた。斜め前では、朝宮がうずくまって、微動だにもしていない。まったく状況がつかめないが、いつまでも寝ころんではいられない。痛みに鈍る四し肢しになんとか鞭むち打うって、膝ひざをついて起きあがる。

　そして、後ろ足を引いて、牛丸との間合いをふたたび詰めようとしたときだった。足の袖そで口ぐちを引っ張られる感覚があった。

「待って」とスバルの声がした。「待って、渉。動かないで」

　見返ると、スバルが足あし下もとに倒れていた。

「……三歩以上、あるかないで。あいつのシステマで……何かされてる」

　渉のズボンの裾すそをつかみながら、息苦しそうにスバルは口を開く。

　三歩あるくと……？

　そういえば、牛丸に倒される直前、朝宮がそんな事を言いかけていた。だが、その言葉の続きの記憶がまったく思い出せない。

　もしや、と思う。御堂の四よつ名なは『バーズヘッド』。それを直訳すると──

「……人間を鳥とり頭あたまにする機き能のうか」

「またまたご名答。気付いたのはこれで三度目だな」

　牛うし丸まるの肩越しの向こう側、先ほどと変わらぬ位置で御み堂どうが笑っていた。

「噂うわさの『臨機応変アンチシステマ』とやらで、対処してみるか？　──できたらの話だけどな」

　牛丸の影が動く。視界の焦点を牛丸に戻したとき、その掌しよう底ていはすでに渉わたるの胸を打ち抜いていた。足が宙に浮いて、後方に飛ばされる。宝物庫の扉の外まで押し戻され、まもなく、背中に衝しよう撃げきが走った。肺の中の空気がすべて押し出されて、激しく咳せき込こんだ。

　くそ……。

　揺らぐ視界の中で、牛丸が近づいてくる。まずい。起きあがれない。ところが、渉が全身の力を振りしぼろうとしたとき、なぜか牛丸の方が突然立ち止まった。そして、一歩下がって目を伏せる。まるで目上の者を迎え入れるような仕し草ぐさだった。

　何をしている？

　そう思ったとき、渉の耳に靴音が聞こえた。宝物庫の外から響ひびいてくる靴音だ。後ろから、近づいてくる。

　首だけひねって、振り向く。

　記念館から宝物庫に至る狭きよう路ろの暗がりの中から、人影が歩み出てくる。白いローブを身にまとって、片手に白いピエロの仮面を提げていた。

　渉は息をのんで、目を見開いた。

「君たちが記念館に忍び込むと聞いて──」

　と、神かみ代しろ明めい夜やは言った。

「本当は止めたかった。こうなることは、わかっていたからな」

　明夜は渉のすぐ横で、足を止めると、瞳ひとみだけを動かして見下ろしてきた。かつての決けつ盗とうの時に見た目と同じだった。冷たく、光の宿らない目だった。

「残念だよ。出会いがちがえば、君とは好敵手になれたかもしれなかったのに」

　そして、明夜は前を向く。大きく一歩、足を前に出す。

　待て。かすれ声でうったえて、明夜に向かって手をのばす。だが、その指先は彼のローブの端すらつかむことはできなかった。遠ざかってゆく。

　スバルもまた、呆ぼう然ぜんとした顔で明夜を見つめていた。先に口を開いたのは明夜だった。

「結ゆい月づき雛ひな子この事はすまなかった。僕たちが確実に『一いち日じつ之の長ちよう』を手にするためにはああするしかなかったんだ。常磐ときわ石いしの扉を突破できるかどうかは予測でしかなかったからな」

　明夜はスバルには一度も目もくれず、そのかたわらを通り過ぎて言った。

「彼女の犠ぎ牲せいは無駄にはしない。僕が変える世界を見ていろ」

　スバルが肘ひじを押さえながら、立ち上がって問うた。

「何言ってるの……？」

　明めい夜やは振り向きすらせずに、御み堂どうの下に向かう。

　御堂はうやうやしく頭こうべを垂たれて言った。

「お待ちしておりました、明夜様」

「ああ」と明夜。「よくここを守ってくれた」

　スバルはさけんだ。

「どういうことなの、神かみ代しろくん。どうしてあなたが!?」

　だが、スバルがその答えを聞くことはできなかった。またたくまにその後ろに回り込んだ牛うし丸まるが、彼女の後頭部を手しゆ刀とうで打ち抜いたからだ。

　スバルは膝ひざから崩くずれ落ちて、そのまま倒れ込む。

　明夜は振り返って言った。

「僕には使命と責任がある。それだけだ」

　くそっ、と渉わたるは胸きよう裏りでさけんだ。明夜は宝物庫の奥へと進んでいく。奴やつを行かせるわけにはいかない。胸のロザリオを握り締めて、全身を透明化させる。

　身を起こす勢いで走り出す。その行く手を阻はばんだのはまたしても牛丸だった。

「足音は消せないようだな」

　心臓が揺れるような衝しよう撃げきが走った。見下ろすと、牛丸の拳こぶしが胸に突き立っていた。視界がぼやけて、奥歯をかみしめてなんとか意識をつなぎとめる。朝あさ宮みやも、スバルもやられた。今、状況を打開できるのは俺おれだけだ。牛丸の肩をつかんで、倒れそうになる足を立て直す。

　牛丸の肩越しの彼方かなたで、明夜がこちらを見返っていた。

「神代」

　渉はさけんだ。

　行かせるわけにはいかない。あいつだけは。残る力を振りしぼって、牛丸の身体からだを押しのけて、重く鈍い身体をなんとか前に押し出す。喉のどの奥から咆ほう哮こうする。

「神代ぉおーっ！」

　ふたたびの衝撃。牛丸の拳が、もう一度とどめとばかりに胸に刺さってきたのだ。今度はこらえきれなかった。膝が折れて、地面が迫る。消えゆく意識の中で、渉は思った。

　畜ちく生しよう。




　渉が崩れ落ちて、倒れ込む。それで、終わりだった。もはや宝物庫に、いや、この記念館にサーカスの歩みを阻はばむ者はこれでいなくなった。

　明夜は、かつての友から目を背そむけて、『一いち日じつ之の長ちよう』を奉まつる祭さい壇だんに向き直った。弾丸を撃ち込まれても砕けなかった強化ガラスが四方を固めていた。

　それに向かって、左手を伸ばす。パチン、と指を鳴らす。たちまち、強化ガラスは砕け散って、金色の懐かい中ちゆう時計をさらした。

　音波の振動をあやつる『不協和音マーメイドノイズ』を応用した、共振現象だった。あらゆる物体はそれぞれ特定の周波数を持ち、それと同様の振動を与えるとまたたくまに壊こわれる。

　明めい夜やは『一いち日じつ之の長ちよう』をつかむと、それを見つめた。一日分の世界をなかったことにできる神じん器ぎ。抑止力の神器の中でも、最大級の事態即応力を持つものだ。

　それを懐ふところにしまい込んで、明夜は瞳ひとみを閉じた。暗くら闇やみの中で、強く思う。

　これで、ついに──

「これで我々の革命が始まる」

　御み堂どうが隣となりに進み出てきて、言った。

「ああ」

　明夜は短く応じて、早々に踵きびすを返した。黄金郷の真中をまっすぐに進む。

　変革の歩みだった。

　朝あさ宮みやの、スバルの、そして渉わたるのかたわらを過ぎ去って、進む。一いち瞥べつもくれなかった。くれるつもりもなかった。御堂と牛丸が両隣に並び、付き従う。

「各地のサーカスも、先刻一斉に行動を開始しました。怪盗協会各拠点に収められていた、『抑止力の神器』の大半を確保することに成功したそうです」

　御堂が報告する。

「すべてではないのか？」と明夜は言った。

「敵も然さる者ものですから」

「そうだな……」

　敵も然る者。たしかにその通りだ。右腕を見下ろす。肘ひじのあたりが、ひどく熱を持っている。

「右腕が何か？」と御堂が問うてくる。

「灰はい谷たににへし折られた。あばらもいくつか持っていかれたな」

　宝物庫を出いでて、ギャラリーの展示フロアにさしかかる。警官と、森もりノの宮みやの教員とがもれなく倒れて、死し屍し累るい々るいたる様相をなしていた。施設のあちこちが破は壊かいされて、血も飛び散っている。仰あお向むけに倒れ、息の絶えた灰谷のかたわらを通り過ぎる際、明夜は目を伏せて言った。

「共食いで消耗してくれていて助かったよ。腕をもう一本砕かれていてもおかしくなかった」

「たしかに」と御堂は言った。「こいつとやるのは、私も骨が折れそうですから」

　灰谷との戦いは殺し合いだった。殺すつもりはなかったが、命を慮おもんぱかる余裕などなかったということだ。だが、それでも制することができた。

　森ノ宮の有力生徒の、そして全教員のシステマを身に宿せば、協会トップクラスの第一級怪盗が束になってかかってきたとしても負けることはありえない。

　四よつ名なは『森羅万象アルターエゴ』。その名の通りにすべてのシステマ能力者を──怪盗を統すべる力だ。今の僕は、システマ能力者として限りなく無敵の頂いただきに近づいている。

　今の僕を阻はばめる者は、もはや存在しない。あとはただ、革命の道を踏みしめるだけだ。

「しかし、明めい夜や様」

　御み堂どうが声をひそめる。

「お気をつけください。あなたの機き能のうには、唯一の欠点がある」

「言われずともわかっている」

　明夜は吐き捨てた。この話題を持ち出されると、からかわれているような気分になる。

「だが、案ずるな。すでに我々の敵はいない──」

　カツン。

　突然、後ろで物音がした。

　弾はじかれるように振り向く。そして、明夜は片かた眉まゆを上げた。まだ動ける者がいるのかと思ったが、そうではなかった。

　懐ふところにおさめていたはずの『一いち日じつ之の長ちよう』が、地面に転がっていただけだった。

　だが、すぐさまそれの不自然さに気付く。ローブ越しの胸に手をやると、たしかに『一日之長』がなかった。落とした？　いや──

　ありえない。

　明夜の、御堂の、牛うし丸まるが見つめる中で、、カタンと『一日之長』がかすかに揺れた。金色の懐かい中ちゆう時計の下から、人影がのぞく。

　人影。そう、それはたしかに人だった。




　小さな心臓が、ばくばくと脈打っている。だけど、成功した。うまくいった。先ほど意識をとりもどしたときは、ちょうど、渉わたるが牛丸の拳こぶしに沈められるまさにその瞬しゆん間かんだった。

　こいつらには勝てないとすぐさま判断した。だから、これが一いちか八ばちかの最後の手段だった。

「能力者と戦って勝つことだけが、怪盗の役目じゃないだろう？」

　驚おどろくように見つめている明夜たちに向かって、朝あさ宮みや主税ちからはにやっと笑って見せた。指人形ほどの大きさで、『一日之長』を後ろから両手で支えながら。

「僕のシステマは、肉体を自由に変化させる機能。正確には──」

　朝宮は小さな口で語を継いだ。

「肉体を分割して、もう一人の自分を作り出す機能だ」

　元々、『一日之長』を守る強化ガラスを突破するために使うつもりの力だった。銃弾を受けてわずかに空いた穴から細く伸ばした指を侵入させて、それで懐かい中ちゆう時計のネジを回す。それが当初の作戦。いわばこれはその決死の応用編だ。

　小さく分割させた小型の自分を、柱の陰に隠しておいて、宝物庫を出ていく明夜のローブにとっさにしがみついた。あとはそのままローブを伝ってのぼり、懐の『一日之長』のネジを限界まで回しきった。いつ気付かれ、握り潰つぶされてもおかしくなかった。

　それでも、やりきった。今日という特別な日は、僕にとって永遠に忘れ得ぬものとなるだろう。しかしその一日は、この歴史上からはまもなく消え失うせる。

　だけど、それが──

「はじめてできた可愛かわいい後輩なんだ」

　宝物庫の片かた隅すみで、全身に痛みを覚えながら、本体の朝あさ宮みやは両の拳こぶしを握り固めた。牛うし丸まるにやられて、倒れたままの渉わたるとスバルの二人を見つめる。この二人が、どんなにがんばって森もりノの宮みやにやってきたかをそばで見ていた。彼かれ等らの未来を奪わせるわけにはいかない。

「たまには先輩らしいことをさせてもらうよ」

　──それが、僕等の勝利だ。




　カチリ。

　本体から分かたれた朝宮の小さな両手が、懐かい中ちゆう時計の竜りゆう頭ずを押した。




　──それは──

　午前十一時ちょうどのことだった。
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　　　Ⅶ　犯行前夜




「渉わたる、渉、起きたまえ。いますぐだ、はやく」

　肩を揺り起されて、目を開くと、薄うす暗くら闇やみの中で、朝あさ宮みやがのぞきこんできていた。ひどく真剣な表情で、身をのりだしてうったえてくる。

「……どうした」

　渉は、眉まゆをひそめながら問うた。

「一大事だ」と朝宮は開口一番言った。「今僕らが動かなければ、協会が沈む」




　二十四時間後の世界から戻ってきた、という朝宮の話を聞き終えてから、渉は言った。

「信じられないな」

「なぜだい？」

　朝宮が問うてくる。スバルとの合流のためにやってきた生徒寮のテラスだった。なぜと問われると、明確な答えがあるわけではない。辻つじ褄つまはそれなりに合ってはいるのだ。しかし……。

　テラスの手すりにもたれながら、渉は顔をそむけて思った。

　俺おれが、結ゆい月づきと朝宮をひっぱって、結月雛ひな子こを救うために動いた……だなんて、とてもじゃないが想像できない。

　そして、何よりも、あの神かみ代しろ明めい夜やがマスカレード・サーカスの団長？

「お姉ちゃんが『一いち日じつ之の長ちよう』を奪うために利用されるのね」

　黙だまって話を聞いていたスバルは、やおら口を開いた。

「……つまり、お姉ちゃんを保ほ護ごさえすれば、ひとまずサーカスの奴やつ等らも止められるってこと？」

「その通りだ」

　朝宮はうなずく。するとスバルはキッと目をつり上げて、躊ちゆう躇ちよなく踵きびすを返した。

「……だったら、すぐに動かなきゃ。私、今から学校の職員寮に行ってみる」

「あっ、待ちたまえ！」

　朝宮があわてて止めるが、スバルはすでにテラスを飛び出していた。

「雛子先生がサーカスに目をつけられているのはまちがいない、渉、僕たちも行こう」

　朝宮が振り返ってそう言った。

　だが──

「俺おれは行かない」

　と、渉は言った。

　ただ、結月雛子を保護するだけだ。それだけのことに、俺が出で張ばる必要などない。そのあとのことは、校長なり副校長なり、森もりノの宮みやの連中がなんとかするだろう。

　未来の俺おれがどうしたかなんて、知ったことじゃない。

「お前たちの問題だ。俺が付き合う義理はない」

「本気で言っているのかい、渉わたる」

　渉は手を差し出した。

「携帯を貸せ」

「え？」

「森もりノの宮みやの教師連中に連絡くらいはしておいてやる。よこせ」

　渉……、と朝あさ宮みやは沈痛な面おも持もちでつぶやく。

　いちいち応じるのもうっとうしくて、目を逸そらす。まるで、俺を友人みたいに見るのはやめろ。

　朝宮が息を吸い込んだ。

「ちがう。君の本心はそんなじゃない」

「何？」

「こんな時くらい、天あまの邪じや鬼くはやめろ」

　はじめて聞く、朝宮の厳しい声だった。かすかに震ふるえていた。

「知った風な口を利くな」

「知っているさ、本当の君と一緒に僕は戦ったんだ」

「本当の俺？」渉は、くっと喉のどをならした。「だったら、今の俺はまた偽にせ物ものか」

　朝宮はもどかしげに頭を振った。

「偽物なんかじゃない、君は君のままだ。君は杉すぎ崎さき渉だろう！」

　渉は鼻で笑った。ふたたび、朝宮を見据える。

　もう、目を逸らすつもりもなかった。

「さっさと結ゆい月づきを追わなくていいのか。お前の大事な後輩だろ」

　朝宮の表情が変わる。

　それは、あきらかな嘆き。そして、失望だった。

「君は……」

　彼は悲しげに眉まゆを下げて、乾いた声でささやいた。

「どんなに嘘うそを上う手まくついても、自分はごまかさないやつだって思ってた」

　今度、顔をそむけたのは朝宮だった。携帯電話を押しつけてきて、テラスを出て行く。その背中を見送ってから、渉は指先で弾はじいて携帯を開いた。




　　　　◇




　渉は、月を見ていた。いまだに満月になりきれぬ、中潮の月だ。テラスの手すりにもたれながら、ずっと夜空を見返り、仰あおいでいた。

　神かみ代しろとの決けつ盗とうの夜、浮かんでいた半月の面影をわずかに残したそれは、森もりノの宮みやに来てからまだ一週間しか経たっていない事実を示している。

　だけど、実感がわかない。もう、二、三ヶ月くらいの時間が経ったような気がする。はじめにスバルに目の敵かたきにされ、朝あさ宮みやに懐なつかれて、神代とは敵対した。

　その関係性が、今では遠い昔のようだった。

　桂かつら木ぎの手からスバルを救い、朝宮には今まさに見限られ、神代とは昨夜、この場所で二人で語り合い、笑い合った。首に提げたチェーンを引いて、ロザリオを取り出す。

　十字の輝かがやきを見つめながら、昨日の夜を思い出す。

　──スバルから聞いたんだ。これが、君の兄の形見だと。

　明めい夜やはこのロザリオをさしだしながらそう言った。だから、君がこの森ノ宮を去るときには彼女を介して返す約束だった──。

　ケータイが鳴った。制服の懐ふところから取り出すと、着信表示は『結ゆい月づきスバル』となっていた。

　電話を受けると、スバルの声がとびだしてきた。

『朝宮先輩』

　息を切らしながら、スバルは言った。どこかを走っているようだった。

「朝宮じゃない」

　スバルの足音が止まる。

『え……渉わたる？　どうして、あんたが……』

「朝宮なら、お前を追っていった。まだ合流していないのか」

　渉は、月明かりに浮かび上がる無人のテラスを見つめながら言った。

　少ししてから、スバルは口を開いた。

『……もしかしたら、職員寮で入れ違いになったかも』

「入れ違い？」

　雛ひな子こを迎えに行ったんじゃないのか？

　彼女は息を吸い込んだ。

『私、さっきお姉ちゃんの部屋に行ったの。合い鍵かぎ、持ってたから』

　スバルが、ふたたび歩き出す足音が聞こえる。ひどく足早で、焦あせりが見て取れた。

『いなかったのよ。こんな夜遅くなのに』

　渉は口をつぐんだまま、強く目を伏せた。どうして、と思う。

　どうして、俺おれにいちいちそんな報告をするんだ。テラスの縁側でただもたれている俺に向かって、うろたえたような声を出したところで、何の解決にもなりはしない。

　……渉、とスバルは呼んだ。

『あんた、今、どこにいるの？』

　問われた。

　答えなんて一つしかない。なのに、すぐには応じられなかった。

　ケータイを握り締める手に、強く、力をこめる。汗ばんでいるのがわかった。

「生徒寮だ」

　ようやくのことで声をしぼりだすと、語を継いだ。

「学校側に今回の事はもう伝えておいた。今は教員連中に頼れ」

　沈ちん黙もくが落ちた。時間にすれば、おそらく一、二秒のことだろう。

　なのに、ひどく長く感じられた。

　スバルがかすかに息を吸い込む音が聞こえた。

『……うん』

　スバルは、少し息をつまらせたように言った。

『わかった。……ごめん』

　通話はそれで途切れた。

　渉わたるは携帯電話を耳に押し当てたまま、しばらくそうしていた。なぜかもわからず唇くちびるをかみしめて、月光に伸ばされる自分自身の影に目を落としていた。

　スバルに謝あやまられたのは、はじめてだった。吐息のような声が、耳にこびりついてはなれない。このまま部屋に戻って、ベッドで眠りに落ちたら、消えてくれるだろうか。

　今、森もりノの宮みやで反乱が始まろうとしている。その渦か中ちゆうにいるのは、宿敵の連中だ。

　入学式では結ゆい月づきと戦って、寮では朝あさ宮みやと相部屋になって、神かみ代しろとは憎しみあった。だけど、そんなのはただの偶然の積み重ねだ。俺おれは、たまたまそこにあてがわれただけに過ぎない。この因いん縁ねんを特別に感じるのは、俺が俺の目でしかこの世界を見られないからだ。

　それでも、未来の俺は、あえて宿敵の連中に関かかわる道を選んだらしい。あたかも、俺の身に宿った四よつ名なのごとく。

　ただ、奴やつはその世界をリセットすることができた。

　俺にはできない。

　耳元で、携帯電話のきしむ音がした。

「悪い冗談だ」

　渉は独ひとりごちた。




　……そうよね。

　スバルは携帯電話のディスプレイを見つめながら、口元に笑みを作った。

　なんで、来てくれてるなんて思っちゃったんだろ。あいつは、そんなやつじゃないのに。

　一人で勝手に落ち込んでる場合じゃない。スバルは小さく頭を振って、ふたたび園内を歩き始めた。サーカスへの対処は先生たちに任せるとして、まずはこちらはお姉ちゃんを捜さがし出すのが先決だ。校舎前、グラウンド、正門前……あちこちをくまなく歩き続ける。

　やがて、大講堂前の道にさしかかったときだった。

　──ふと──

　講堂の向こうに、人影を見つけた。ヒールの音を鳴らして、歩いてくる。夜よ闇やみに目をこらして、スバルは目を見張った。

「お姉ちゃん！」

　スバルは思わずさけんでいた。

「スバル？」

　きょとんとした顔で、いつものスーツ姿の雛ひな子こは言った。

　よかった、無事だったんだ。駆け寄ると、雛子は戸と惑まどい顔で言った。

「ど、どうしてあなたがこんなところにいるの？」

「そっちこそどこほっつき歩いていたのよ！」

　雛子の手をつかんで、歩き出す。えっ、えっ、と雛子はあわてる。

「お姉ちゃんを利用して、『一いち日じつ之の長ちよう』を盗み出そうとしてる奴やつ等らがいるの。マスカレード・サーカスよ」

　ちょっと待ってと声を荒らげて、雛子は手を振り払ってきた。

「わけがわからないわ。どうしてあなたがそんなことを知っているの？」

「朝あさ宮みやさんが『一日之長』を使って、昨日から戻ってきたの。そっちの世界では、お姉ちゃんは逮捕されて、私たちも全員サーカスにやられちゃったんだよ」

　一日之長……と信じられないように雛子はつぶやく。

「ということは、朝宮くんも、今回の件を知っているの……？」

「うん。あとは、渉わたるが先生たちに連絡をとってくれたみたい」

　とりあえず雛子を保ほ護ごすることに成功した。あとは、彼女を敵の手に渡さないように、学校側と協力して守りを固めるだけだ。

「でも、お姉ちゃん、どこに行ってたの？　携帯も部屋に置きっぱなしだったし」

「校長先生に会いに行っていたの。大事な話があって……」

　着信音が鳴った。

　だが、それは自分のものではない。雛子の方から聞こえてきた。彼女が懐ふところからとりだしたのは、グレーの携帯電話だった。

　見覚えのない携帯電話だ。雛子のものではない。

　雛子は、じっとスバルを見つめながらその電話を耳に当てた。あっ、鳥とり頭あたま？　ふん、ふん……とやけに子供っぽい相づちを打つ。

　いつも生き真ま面じ目めな喋しやべり方をする姉では、ありえないような口調だった。彼女の声も、姿も、まちがいなく結ゆい月づき雛子のそれだ。なのに──

　自分のよく知る姉とは、明らかにちがう。

「うん、こっちも今、スバルちゃんからぜんぶ話聞いたー。りょうかーい」

　パチンと携帯を閉じて、雛ひな子こは小首をかしげて微ほほ笑えんだ。

「なぁに」

　ふだんの落ち着いた喋しやべり方とはちがう。幼く浮ついた、甘えん坊のように子供じみた声。その微笑みは場違いなほど、穏おだやかで、無む邪じや気きだった。

「……あんた、誰だれ」

　そう問うた直後、彼女の手元に鈍くかがやくものが見えた。すでに血のりのついたカッターナイフだ。雛子はそれをまっすぐに構えて、突っ込んでくる──嬉き々きとして笑いながら。雛子は大きく目を見開いて、きゃはっ、と甲かん高だかく笑った。

　息をのむ。生まれてはじめて殺意をもって向けられる刃やいば。それを前にして、指一つとして動かせないことに今さら気付く。

　しかし、カッターナイフの鋭えい鋒ほうがスバルの腹ふく腔こうを貫くことはなかった。スバルの寸前で、白い手がナイフの刃をつかんで押さえ込んだからだった。

「やめろ」

　拳こぶしから血をしたたらせながら、神かみ代しろ明めい夜やは低い声で言った。

「羊ひつじ頭あたま。お前の振る舞いには時々吐き気がする」

「明夜様」

　狂気じみた雛子の笑顔が、みるみる恐縮のそれに変わってゆく。明夜がカッターから手をはなすと、あわてて後ろに下がって目を伏せた。あ、あの、ぼ、僕……と声をもらす。

「お前はすぐに記念館に向かえ。御み堂どうから話は聞いているだろう」

　雛子──もとい、羊頭はおずおずと上うわ目めを使って言った。

「明夜様は……」

「僕もすぐに後を追う。行け」

　は、はいと返事をして、羊頭は走り出した。ヒールの足音が中庭の方へと遠ざかっていって、やがて聞こえなくなる。

　そうして、月光の下、二人きりになる。静かな夜だった。だけど、この空の下はまもなく怪盗協会の──あるいは、この世界の命運を賭かけた戦場と化すはずだ。

　声が出ない。息を吸い込んで、しぼり出す。

「神代、くん」

　スバルは名前を呼んだ。

　つい夕方まで、当然のように呼んでいたはずの名前なのに言葉が詰まった。

　明夜は、羊頭の消えた闇やみの向こうをまだ見ていた。振り返らない。

「本来なら……」

　と明めい夜やは静かに言った。

「結ゆい月づき雛ひな子こは明日、僕ぼく等らの人ひと柱ばしらになるはずだった。そのことが、ずっと気がかりだった」

　そういって、明夜は振り返る。

　彼は微笑ほほえんでいた。

「どうやら君の元に彼女を帰してやることができそうだ」

「何……？」

　スバルはつぶやいた。

　意味がわからない。頭が混乱する。

　朝あさ宮みやはこう言っていた。神かみ代しろ明夜はマスカレード・サーカスの首領か、もしくはそれに匹敵する存在で、森もりノの宮みやの教員も警察もまとめてその手によって皆殺しにしたのだと。なのに、目の前の神代明夜は、自分の知っている神代明夜のままだ。

　その真実がひどく悲しくて、胸が苦しくて、息すらできなくなりそうになる。

「何で、あなたがこんなことするの……？」

　手を伸ばそうとする。

　すると──

「触るな」

　明夜は顔を背そむけて言った。

「君に、僕を止めることはできない。意味もなく傷つけさせるな」

　まるで見えない壁にさえぎられたように、指先が宙に留まる。少し手を伸ばせば、すぐに触れられる距きよ離りだ。

　明夜は唇くちびるを締めて、スバルに背中を向けた。歩き出して、遠ざかってゆく。

　悪者……。

　悪者は敵で、そして、同時に敵は悪者だと思っていた。どこかで、そういうものだと信じていた。桂かつら木ぎたちは事実、そうだったし、渉わたるだってはじめはそうだった。

　もしも目の前にいるのが、悪者だったなら、どんなに強くても、圧倒的な力があったとしても立ち向かっていったかもしれない。

　強く、目をつむる。両の手で、ぎゅっと胸元を握り締める。怖いんじゃない。どうしたらいいのかが、わからない。こんな気持ちははじめてだった。自分では勝てないとわかっていて、そう思う相手は自分にとって悪者ではなく、しかし明確な敵として存在している。

　明夜はささやくように告げた。

「最後に、君と会えてよかった」

　はっとして目を開く。明夜はもう遠くにいた。けれど、その声は深夜の静寂を通ってひどくはっきりと聞こえた。

　それはきっと別れの言葉だったが、それこそが彼を止める理由になりえた。

　拳こぶしを固く握りしめて、その背中に向かって駆け出す。

「神かみ代しろくん」

　呼び声はどこにも届かなかった。スバルが三歩、足を踏み出すとともに彼の姿はふっと消えてしまったからだ。

　だが、彼の行く先はわかっていた。

　自分では明めい夜やに一いつ矢しすら報むくいれないかもしれない。だけど、追いかけなければならない。

　それこそが、自分が怪盗の道を選んだ理由なのだから。




　記念館に続く大階段のいたるところで、森もりノの宮みやの教員たちが倒れていた。階段のあちらこちらで、段差や手すりが砕け、飛び散って、まるで巨大な爆ばく弾だんでも炸さく裂れつしたかのような有あり様さまになっていた。その中を一人、ゆるやかな夜風に制服をはためかせながら、記念館に向かって上ってゆく。

　中ちゆう腹ふくの踊り場で、自分を呼ぶかすかな声があった。

「……わた、る」

　立ち止まる。声の主は見なかった。

「や、やっと来てくれた。君が、……くるまで、持ちこたえようと……思ったんだけど」

　力なく朝あさ宮みやは笑った。

「スバルくんが、明夜くんを……追いかけていった。止めようと思ったけど、届かなくて……」

　スバルが？

　渉わたるは、記念館を仰あおぎ見て思った。

「敵は何人だ」

「三人」朝宮は応じた。「うし、牛うし丸まるって子と、雛ひな子こ先生、そして──神代明夜」

　舌打ちする。

　あの馬ば鹿か、死にに行くようなものだ。

　焦しよう燥そうに駆かられるように足を前に出そうとすると、「聞いて」と朝宮が言った。

「みんな……明夜、くん一人に……やられた。昨日も、そうだった……」

　先刻、朝宮が言っていた。二十四時間後の世界で、無数のシステマによって機き能のう武装した明夜は、記念館に配備された警察と森ノ宮の教員陣をたった一人で全ぜん滅めつさせ、校長や灰谷の息の根すら止めたと。明夜が繰り出してくるシステマの飽和攻撃には、元第一等級怪盗ドミナス・クラスすら耐えられないということだ。

「今……」

　朝宮は苦しげに息を吸い込んだ。

「今、彼に立ち向かえる者がいるとしたら、それは君だけだ」

　今度ははっきりした口調だった。

「君の、機き能のうは……システマを倒すためだけに生まれたシステマなんだ。システマであって、システマじゃない。いわば……アンチシステマ。それが、ぼ、僕の仮説」

　アンチシステマ……口の中でつぶやいてみる。

　カチン、と鉄の音がした。

　音がしたのは、頭上からだった。見上げる。

　中なか潮しおの月を掲かかげる記念館を背負って、牛うし丸まるが大階段の最上段に立っていた。チョーカーに押し込められた常磐ときわ石いしの宝石で月明かりを弾はじいて、表情のない顔で見下ろしてくる。

「その通りだ」と牛丸は言った。「ゆえにマスターは貴き様さまの存在を危き惧ぐしている」

　蹄てい鉄てつを鳴らすようにして、牛丸が下りてくる。

「神かみ代しろ明めい夜や、彼は帝みかどだ。革命後の世界の支配者になるべくして生を受けた。それを否定する可能性を持つ貴様を行かせるわけにはいかない」

　牛丸は、右手でみずからの左手首をつかむと、軽くひねって言った。

「システマを使わない私に勝てるか？　『臨機応変アンチシステマ』」

　チッ。

　渉わたるが右足を後ろに引いて構えると──それを阻はばむ手があった。朝あさ宮みやの手だった。膝ひざをついてなんとか立ち上がりながら、渉を制してくる。

「何のつもりだ」

「……渉」と朝宮は息を荒らしながら言った。「君では、彼に勝てない」

　勝てないとはっきり言われて、少し苛いら立だつ。

「誰だれに向かって口を利きいている」

「切り札だ」

「何？」

「君はこの状況を打開できる、たった一人の切り札なんだよ」

　大きく息を吸い込んで、朝宮は語を継いだ。

「自分の役目を、考えろ。今、君が戦うべきはこいつじゃない。君が倒さなきゃいけない最大の敵は神代明夜で……僕にとっては、きっとこの子だ」

　朝宮はもう立っているのもやっとという様子で、赤子一人倒せそうにない。

　それでも、朝宮は痛みをこらえるように、奥歯を噛かみしめて言った。

「彼が神代くんを守るように、僕が君を守る」

　朝宮は半はん身みに構えて、上方と下方で牛丸と対たい峙じした。

「この子は、一度は体術一つで僕らを蹴け散ちらした。生なま身みで勝てる相手じゃない。君にも、スバルくんにも無理だ。……でも、僕ならやれる」

　朝宮はそう言い切ったが、どんな手を使ったところで牛丸に勝てるとは思えない。いつもみたいにどんな勝利の仮説を立てていようと、時間稼ぎが精一杯だろう。

　だから。

「時計は持っているか」

　と、渉わたるは問うた。

「時計？　いや……」

　朝あさ宮みやがそう応じると、渉は懐ふところから携帯電話を取り出した。朝宮本人の携帯電話だ。

　それを朝宮の胸に押し返して口を開く。

「……勝てなくてもいい」

　渉は、奥歯を噛かみしめて言った。

「あと十九分だけ、こいつを食い止めろ」

「かなりの長期戦だね」と朝宮は言った。「十九分……それ以上は？」

「必要ない。できるか？」

「可愛かわいい後輩の頼みなら」

　……わかった、と渉は小さく応じた。

　引いた後ろ足を戻す。それを見計らったように、牛うし丸まるが段差を蹴けって飛び込んでくる。だが、脚力のみ肉体強化した朝宮が横から飛びかかってそれを押しのけた。

「悪いね、牛丸くん。今こ宵よいの君のパートナーはこの僕だ」

　牛丸を手すり際ぎわに叩たたきつけた朝宮は、にやっと笑って言った。

「拙つたないダンスだが、あと十九分、付き合ってもらうよ」

　朝宮の切り開いた道に足を出す。

「渉！」

　朝宮の声が聞こえる。見返ると、視界に銀の輝かがやきが飛び込んできた。とっさに受け止めると、それは牛丸がつけていたロレックスだった。

「時間がわからないと困るんだろ？」眼下で朝宮が言った。「スバルくんは、まかせたぞ」

　渉は応じずに、背中を向けた。段差を蹴って、走り出す。

　振り返ることはしなかった。今は、ただ前を進むのが自分の役目だ。




　結ゆい月づき雛ひな子この肉体を借りた羊ひつじ頭あたまが、常磐ときわ石いしの扉に向けて両手をかざす。たちまち、大量の金属を同時に打ち鳴らしたような凄すさまじい大音響が、記念館内の空気を震ふるわせた。

　反射的に目をつむって、ふたたびまぶたを開くと、すでに宝物庫は開け放たれていた。金色の道が伸びて、神じん器ぎの黄金郷が広がっている。

「いっちょあがりだよ、明めい夜や様っ」

　羊頭が振り返って、口に手を当てながらおずおずと頭を出してきた。

「よくやった」

　神かみ代しろ明夜は羊頭の髪を一ひと撫なでした。えへへぇ……とうれしそうに笑う羊頭を見下ろしながら、やおらその手を掲かかげる。

　雛ひな子この後頭部を打って、その意識を断ち切る。力なく崩くずれ落ちた雛子は、目を覚ましたときにはもう羊ひつじ頭あたまの支配を逃れて、元の彼女に戻っているはずだ。

「悪いな。持ち帰らせたら、君はその身体からだをおもちゃにするだろ」

　そう言い捨てて、宝物庫に足を踏み入れようとする。

　だが──

「神かみ代しろくん」

　狭きよう路ろの向こうから、呼び声がした。

　今となってはひどく遠く、懐なつかしい呼び声に聞こえる。

「なぜ追ってきた？」

　明めい夜やは足あし下もとを睨にらみながら、ささやくように問うた。

「あなたを止めるためよ。決まってるでしょ」

　足音が近づいてくる。先刻とはちがう。そこにはもう迷いはなかった。だが、それが意味するものはただ一つだ。

　彼女は、あくまでも自分の前に立ちはだかるつもりなのだ。

　きしむほど強く、奥歯を噛かむ。殺意を以もつて振り返って、鋭く手を突き出す。結ゆい月づきスバルの首をつかんで、渾こん身しんの力で指を食い込ませた。ひどく細い首筋だった。

「か、神代、くッ……」

　スバルが手をつかんでくる。だが、『天あまノの羽は衣ごろも』を使おうとしても無駄だ。こちらも同じシステマを宿している。重力を制御できる者同士がぶつかりあえば、差し引きゼロになる。

　彼女だってそれがわかっていないはずがないのに、なぜ──

「なぜ追ってきた！」明夜は叫んだ。「最後だと言ったはずだ、スバル！」

　傷つけさせるな。そう忠告したはずだった。それはある意味で、懇こん願がんのつもりでもあった。なのに、彼女は来た。その事実に苛いら立だって、思わず声が荒れた。

　喉のどの奥でうめいて、スバルを突き飛ばした。彼女の細い身体からだは転がって、激しく咳せき込んだ。それでも手をついて、立ち上がろうとする。

　やめろ。

「わかるか？　結月スバル」

　明夜は低い声で言葉をつむいだ。

「今、僕が君の首をつかんだ瞬しゆん間かん、僕には君を殺せる四十八の機能があった。君が僕に立ち向かってきたところで、ただ無駄死にするだけだ。その事実を理解しろ」

　スバルはぽつりと言った。

「一回も殺せなかったくせに」

「何……？」

「あなたは私の事を甘いって言ったけど……そっちこそ、甘いんじゃないの。灰はい谷たに先生や、校長先生よりも強いくせに、私のことは殺せないんだ」

　そう告げられて、すっと血が冷え込んだ。

　スバルに対して怒りとも憎しみとも、もどかしさとも知れない感情が込み上げてくる。

「神かみ代しろくんが、私を友達だって思ってくれてるなら……私は、まだあなたを止められる。今の私の力じゃ、何もできないかもしれないけど……」

　スバルは立ち上がって、こちらを見据えてきた。

「私が食い止める一分一秒には、きっと意味があるはずだから」

　あのときと同じだ。明めい夜やは思った。入学式が終わって、歩みよってきた彼女は迷いなくバッジ分配の話を持ちかけてきた。僕は一人でやるつもりだった。そもそも、新入生全員を救うつもりすらなかった。我が者顔でふるまう略奪者の連中が気に入らなくて、そいつらから奪うための口実が欲しかっただけだ。

　それを変えたのは彼女だ。他人に頼ろうとしない彼女に、自分が重なって見えた。

「神代くんには奪わせない。私が……」

　スバルは凜りんと唇くちびるを引き締めて、水平に腕を構えた。

「あなたを絶対に止めてみせる」

　彼女の意志は稀け有うだ。だけど、今の僕の歩みを揺るがせられるのは彼女ではない。明夜は大きく腕を横に伸ばすと、硝子ガラスの弾はじけるような音をたてて粒子の片かた翼よくを展開した。

　これは試練だ。明夜は思った。帝みかどとしての僕の意志が今試されている。

　ならば──

「守るだけで世界は変わらない」と明夜は言った。「今は奪うことが必要なんだ、スバル」

　ならば、かつての友とて超えてみせる。




　牛うし丸まるが瞬しゆん時じに後ろに回り込んでくると、朝あさ宮みやはとっさに肉体を変質させた。身体からだが収縮して変化するのと、牛丸の手しゆ刀とうが後頭部を打つのはわずかの差だった。しかしその差が明暗を分けた。

　振り返ると同時に、四し肢しに鞭むちを打って蹴けりを放つ。牛丸はノーモーションで飛び退のいてそれをかわすと、いぶかしげにこちらを見つめてきた。

「残念だったね、牛丸くん」

　朝宮はふたたび肉体を収縮させて、元に戻した。

　今しがた打たれたばかりの後頭部を軽く手で叩たたきながら、語を継ぐ。

「僕は肉体を変化させられる。もちろん、人体の急所である部位もね。……言っておくが、格かく闘とう専門のきみにとって僕との相性は最悪だ」

　ふたたびの肉体操作。一時的に無傷の身体を作り出して、ふたたび身構える。当然、肉体のダメージは蓄積するが、それでも倒れるまでは万全の状態で戦える。そろそろ視界もぼやけて、痛みも苦しみも感じなくなってきたが、まだ時間稼ぎのノルマは果たしていない。

　痛みに揺れる息を大きく吐いて、朝あさ宮みやは牛うし丸まるを見据えた。

「僕を一撃で倒せると思うな」

　牛丸が左手首をひねって、すっと静かに直立する。ここから予備動作なしで飛び込んでくるのが牛丸の戦い方だが、こっちはただ受けきればいい。すくなくとも彼を突破しなければならなかった明日よりはまだ楽な戦いだ──

　牛丸の目がかすかに上を向く。

「格好良いこと言うじゃないか、朝宮のお坊ちゃん」

　突然背後から声がした。首に腕が回される。白い袖そで口ぐち。必要最小限の力で、肉体変質の隙すきもなく頸けい動どう脈みやくを絞められる。

　この声。ファントムナインの、

「でも、子供はお寝んねの時間だよ」

　耳元に甘くささやかれて、くっ、と首をひねられる。抵抗の余地なく朝宮の意識は断たれ、暗くら闇やみの中に急落した。




　全身の力を失って、よりかかってきた朝宮を片手で振り払う。朝宮の身体は踊り場に叩たたきつけられて、そのまま転がった。朝宮によりかかられたせいで、彼の制服についていた汚れやら血のりやらでわずかに白のスーツがくすんでいた。

「汚いなあ、もう」

　御み堂どう公こう一いちはスーツをはたきながら言った。

「申し訳ありません、マスター」

　牛丸が抑よく揚ようなく、けれど少し小さな声で言った。

「お前が謝あやまることじゃないよ。それより、怪け我がはしていないか？」

「はい。しかし」

「しかし？」

「マスターからいただいた時計を敵に奪われました」

　牛丸が目を伏せる。御堂は微笑ほほえみ、階段の段差に足をかけた。

「お前が無事ならいい。さて、こっちも面倒な連絡は終わった。

　我われ等らがお姫様シンデレラを迎えに行こうか──」

　しかしその語はそこで途絶えた。前に進もうとする歩みを阻はばむように、水平に構えられた黒い棍こんが、御堂の喉のど元もとに突きつけられたからだった。

　ああ……見間違えるはずもない。

　この森もりノの宮みやでもっとも相まみえたくなかった相手の得え物ものだ。

　苦笑しながら見返ると、灰はい谷たに雅まさ之ゆきが片手をポケットに突っ込んで、もう一方の逆さか手てに構えた棍こんで御み堂どうを制していた。ダークスーツの前を開き、風にゆらめかせている。

「夜でもサングラスとは徹底していますね」

　灰谷は応じない。御堂の喉のど元もとに棍を押しつけてくる。

　牛うし丸まるの方を見ると、彼は校長の乙おと旗はた衛えい次じと向かい合っていた。乙旗は、階段の手すりに腰をかけて、首に巻いた血のにじんだ包帯をさすっている。

「『風光明媚ステージハツク』ってやつですか」と御堂。「ずいぶんと遅かったじゃないですか、お二ふた方かた」

「お前たちに暗殺しかけられたおかげでな」と乙旗。

「よくぞご無事で」

　はあ……。

　御堂はため息をついた。

　やるしかないか、さすがに。一人でやらせたら、牛丸が大おお怪け我がをする。

　御堂は瞬しゆん時じに姿勢を低くして、灰谷の棍から抜け出した。踊り場の真中まで足音をたてずに移動する。わずかに遅れて白いスーツの裾が舞い上がって、御堂は牛丸と背中合わせで灰谷と乙旗の二人と対たい峙じした。

「今回は俺おれがイニシアチブをとるよ、牛丸」

「仰おおせのままに、マスター」

　乙旗が気けだるそうに手すりから下りて、灰谷が面倒くさそうにネクタイをゆるめて大きく首を回す。この最強コンビとやるからには、多少の汚れは気にしていられない。

　──汚れどころの話じゃないからな。

　御堂は静かに目を伏せて、システマ解放の意とともに双そう眸ぼうを見開いた。




　宝物庫前で、二人が倒れていた。片や結ゆい月づき雛ひな子こで、もう一人は、結月スバルだった。制服もぼろぼろで、力なく横たわっていた。

　結月、と渉わたるは呼んだ。彼女の肩を抱き起こすと、その頭は支えなく傾いた。突然息が苦しくなって、結月、と思わずもう一度呼んでいた。

　記念館内は静まり返っていた。その静けさが耳に痛くて、なぜだか胸までそれは及んだ。スバルの肩をつかむ手に力がこもって、指先がわずかに震ふるえる。

「……来るのが遅いのよ。馬ば鹿か」

　かすれ声が聞こえて、渉は見下ろした。スバルが、目を逸そらしながら口を開いていた。

　喉元まで出かかった謝罪の言葉を飲み込む。

「ごめん、渉」

　ふいに彼女の方が謝あやまった。

　不思議に思って見つめると、スバルの双眸がうるんでいた。息を呑のんで、何も言えなくなる。

「……ごめん、あんたのこと……待ってた」

　スバルは唾つばを飲み込んで、ふたたび口を開く。

「こんなの、かっこ悪くて……情けなくて……認めたくないけど、でも……」

　その声が激しく震ふるえる。はっきりと涙声とわかるほどだった。

「……私、止められなかった。神かみ代しろくんが奪おうとしてるのに、何も……できなかった」

　スバルの顔が、こちらを向くのがわかった。

　彼女の頬ほおを涙が伝ったかもしれない。だが、渉わたるはそれを見ていなかった。顔を伏せて、ただ彼女の言葉を黙だまって聞いていたからだった。

　まるで何かを求めるようにスバルの手が挙がる。それをつかむと、ひどく薄うすくて、やわらかかった。弱々しく握り返してくる。

　いつかは触るなと言って払いのけた手だった。

　渉は口を閉ざしたまま、スバルの手をつかむ指に力を込めた。

「おねがい……」

　吐息のような声が、途切れて、消えた。それが彼女の最後の言葉だった。ふたたび目を伏せたスバルをそっと横たえて、宝物庫に続く狭きよう路ろを進む。

　黄金郷の最さい奥おうで、神代明めい夜やが待っていた。待っていた、と感じたのはただの直感だった。彼は、鎖に戒いましめられた祭さい壇だんと向き合い、見つめていた。

「時計の針が、逆回りに動いている」

　明夜は、ガラスケースの砕けた『一いち日じつ之の長ちよう』に手を添えて言った。

「どうやら、君たちが時を超えて戻ってきたというのは事実のようだな」

　渉と明夜以外誰だれもいない宝物庫の高い天井に、その声が長く遠く反はん響きようする。そして、歩みを続ける渉の足音も。

　逆回りに時を刻む『一日之長』の針は今、午後十時十五分を示していた。朝あさ宮みやが十一時ぴったりに時を超えてきてから、ちょうど四十五分が過ぎた事を示していた。

「この時計は、結ゆい月づき雛ひな子この機能と同じだ。世界そのものの有り様を記憶して、それを復元する力を持っている。だが、この時計がふたたび世界を記憶するまでにあと二日かかる」

　明夜はやおら髪をなびかせ向き直ると、語を継いだ。

「つまり、これから何が起ころうと、もはや歴史は変えられないということだ」

　渉は足を止めて、遠くはるか長い距きよ離りをへだてて、神代明夜と向かい合った。

　僕にできるのは、せめてこれくらいだからな。

　桂かつら木ぎたちを森もりノの宮みやの門戸から叩たたき落とした明夜は、そうつぶやいた。彼があえて悪と知りながらも報むくいようとしたスバルは、彼自身の手によって屠ほふられた。

　彼には信念があり、彼の正義がある。そしてそれは、友情や信頼などという後付けの感情でくつがえされるものではないことをすでに彼は証明した。たとえここに来るまでにいくつもの迷いがあったとしても、神かみ代しろ明めい夜やはそれらを振り切って祭さい壇だんの前に立っている。

　もう元には戻れない。明夜自身がそれを望まない。スバルもきっとそれはわかっている。

　だから、彼のかつての友として今できることは、唯一つだ。

「君に会いたかった。杉すぎ崎さき渉わたる」

　明夜は静かに言った。

「そして聞きたかった。この世で唯一、僕に支配されえぬ君に。

　……僕は盗むためだけに生まれ、育てられてきた。すべての怪盗を率い、すべての神器を得る。そうしてすべてを統すべるために目覚めたのが、支配者としての僕の力だ」

　そして、彼はかつて求めた問いをふたたびぶつけてきた。

「君は、いかなる生いき様ざまを以もつてその力を手に入れた？　僕と対立しうるその力を」

　朝あさ宮みやが言っていた。俺おれのシステマは、システマを倒すためだけに生まれたシステマだと。その言葉を聞いて、すべてのピースがつながったような気がする。

「俺は……」

　渉は口を開いた。

「兄さんと共に無能力者のレッテルを貼はられ、見下されながら、二人で求め続けてきた。お前のような……いや──」

　胸のロザリオを握り締めて、足下を睨にらむ。

「お前や結ゆい月づき、それに朝宮、能力者と呼ばれるあらゆる者を倒すための力をな」

「そうして得たのが、君の破は壊かい者しやの力か」

　明夜はかすかに天を仰あおいで言った。

「……残念だよ、杉崎。しょせん、君の力は憎しみから生まれたものか」

「ああ」

　渉はうなずいた。

　明夜の言う通りだった。怪盗という存在に求めていたのは、憧あこがれじゃない。今は亡き兄への手た向むけと、そして自分たちを見下し続けてきた能力者に対する復ふく讐しゆうの手段だ。

　手のひらに食い込むほどに力を込めていたロザリオを、そっと手放す。

「お前たちがうらやましかった」

　そう告げると、明夜は意外そうに片かた眉まゆを上げた。

「悪いか？」と渉は口こう端たんを歪ゆがめて言った。「俺にとって、怪盗になることは手段でしかなかった。お前や結月のように、目指したい理想も信念もなにもなかった」

　君にはそれだけしかないと言っている。かつての決けつ盗とうで、明夜に吐き捨てられた台詞せりふだった。それが今ではよくわかる。怪盗としての道が見えた今だからこそ。

　たった数時間前、この宝物庫でスバルが怪盗を目指す理由を聞いた。その理由は手段ではなく、希望だった。自分にはそれがない。だからこそ深く胸に刻み込まれた。

　何も言えなかったのは、彼女の言葉を噛かみしめていたからじゃない。

　告げる言葉が、俺おれの中になかっただけだ。

　だけど。

　ロザリオをはなした手を握りしめると、まだスバルの手のぬくもりが残っていた。

「だが、誰だれかが奪ったり、奪われたりを止めるのが怪盗の役目らしい。どこかのクソ生意気な誰かが、いつだったか偉そうにほざいていた言葉だ」

　おもねるつもりはない。いまの俺はまだ捜さがし物の途中だ。

　それでも、今は彼女の言葉を代弁する。

　渉わたるは顔を上げて言った。

「俺がお前を止める」

　明めい夜やは心地よさそうに目もく笑しようした。

「君の力ならば、それができるかもな」

　渉は黙だまって右足を引いた。

　覚悟を決めろ。渉は己に言い聞かせた。たとえ万のシステマをくりだされても、こちらにはその全弾を迎撃しうる弾倉がある。明夜の放ってくるであろうすべての機き能のうを瞬しゆん時じに理解して、その対抗策を刹せつ那なに推理しろ。頭を研とぎ澄すませて、目を見張って、五感を鋭えい敏びんにしろ。

「来い、渉」

　明夜は胸の高さで右の手を伸ばして、引き締めた唇くちびるで語を継いだ。

「超える価値がある。無二の破壊者である君を倒して、僕は唯一の支配者に達する」

　パチン。

　明夜の右手の指先が打ち鳴らされる。それが戦いの合図だった。宝物庫の両りよう脇わきのガラス壁が割れ、破片の雨を降らしながら音の衝しよう撃げきが迫ってくる。

　音の衝撃、すなわち空気の振動だ。

　対抗するシステマがあるとすれば、音波の反射かもしくは──目を伏せて、開け放つ。

　宝物庫に絶対の静寂が訪れてすべての空気が固着した。

　寸前まで接近していたガラスの崩壊は、渉の寸前で止まった。四よつ名なをつけるなら『音おん信しん不ふ通つう』。世界を無音にする空間制圧型の機能だ。

　無音の世界の中で、空を切って迫り来るものがあった。巨大な鎖だ。祭さい壇だんを守っていた巨大な鎖が束になって、左右から二本ずつ襲ってくる。

　明夜が手にしているのは、祭壇を戒いましめていた四本の鉄の鎖だ。

　桂かつら木ぎのシステマか。瞬時に判断すると、渉はまだガラスの降ふり注そそぐ中を前方に突進した。ふたたび空気が動き出して、鎖の迫る風かざ切きり音が耳を打つ。

　渉を薙なぎ払わんと飛来してきた鎖を、即座に掌てのひらで打ち払う。同時に放った『電でん光こう石せつ火か』で、鎖を弾はじき飛ばす。明夜がとっさに鎖を手放すと、それは宝物庫の保管棚に突っ込んで、無数の神じん器ぎを砕き、散らし、降ふり注そそがせた。ガラスの中に金色の破片が混ざる。

　左右から迫り来る二本目、三本目の鎖を、その場で回転するようにして次々に弾はじき飛ばして、明めい夜やとの距きよ離りを詰めてゆく。最後の四本目を真正面に向かって弾き飛ばすと、明夜は姿勢を低くしてそれをかわした。そして、身を起こすと同時に地を蹴けると、はるか先に立っていたその姿は渉わたるの鼻先にあった。掌しよう底ていを構えた右腕を、大きく引き絞った体勢で。

　明夜の右みぎ掌てのひらが、バキン、と鋭く音をたてた。たちまちその掌から腕にかけてに厚い氷の膜が生まれて、凝ぎよう結けつの装甲を作り出す。真白な冷気を引いて、接近速度そのままの勢いで解き放たれる。

　渉わたるは迷わずに前に出た。

　渉と明夜の右足が、互いに前に出て並び、距離が肉にく薄はくする。

　渉は明夜の氷の掌めがけて、左の拳こぶしを解き放った。ピアスの氷を溶かした時と同じく、拳の周囲に高熱をまとい、蜃しん気き楼ろうの尾を引いて迎え撃つ。氷と高熱、互いのエネルギーがぶつかりあって、爆ばく発はつする水蒸気の霧きりを残して掻かき消し、相そう殺さいしあった。

　素す手での掌で渉の拳をつかみながら、明夜はどこか嬉うれしそうに片かた笑えんだ。

「常に人の裏をかく、君らしい力だ」

　次の瞬しゆん間かん、信じられない速度で放たれた明夜の回し蹴げりが、渉の側頭部を打ち抜いた。腕で防御する間もなかった。渉の身体が揺らぐのをまたずして、腹に第二撃の横蹴りが叩たたき込まれた。後ろに飛ばされるが、すぐさま転がって流れるままに立ち上がる。スニーカーを地面に押しつけてブレーキをかけると足あし下もとに積もったガラスが渉の足にこそがれて、水たまりのように広がって弾けた。口の中ににじんだ鉄の味を唾つばと共に吐き出す。

「あえて問おう、渉。僕と共に歩むか」

　粉雪のようにガラスが舞い散る中、明夜はやおら左の手を伸ばして言った。その手のひらからは血がしたたっていた。一直線に切り裂かれている。

　今の戦いで生まれた傷ではない。

「誰にも奪い合わせない世界」

　明夜の白く細い指先が、傷を抱くように固く強く握りしめられる。

「君たちと同じように、僕たちもまた求める世界だ。それを実現するためには、すべてを持ちうる者が、等しく皆に分け与えればいい。だがそのためには、最も盗み、最も奪える絶対者が必要だ。それになりえるのが、この僕だ」

　渉は舌を打った。

「奪われる方の都合はおかまいなしか」

　明夜は唇くちびるを笑みに歪ゆがめた。

「変わったな。君は」

　明夜のセカンドコンタクトは見えなかった。

　明めい夜やの足運びを示すのは、舞い降るガラスの雪のこそがれる軌き跡せきだった。

　その軌跡が懐ふところに達するのを把握するのと、明夜の右みぎ拳こぶしが鋭角に腹を突き上げてくるのは同時だった。加速度を乗せた衝しよう撃げきに心臓が揺れ、息が止まった。

　速い。そして、見覚えがある。いつだったか新校舎前で戦った男子生徒が使っていた、加速力のシステマだ。加速に対抗するアンチシステマといえば──〝対たい抗こう加か速そく〟か。

　しかし、渉わたるの中に眠る破は壊かい者しやの知性はその推理を認めてくれなかった。

　明夜の右拳が引かれたかと思うと、今度は頭ず蓋がいに鈍い音が響ひびいた。次いで放たれた左の掌しよう底ていが、渉の右のこめかみを水平に打ち抜いたのだ。

　打ち抜いた勢いそのまま、明夜はその場でぐるっと回転する。渉が揺らぐ意識の中で反射的に後ろに跳とぶと、尋常じゃない速度で放たれた後ろ回し蹴げりが鼻先を一過していった。

　明夜は蹴り足を地に下ろして、揺るがぬ眼まな差ざしでこちらを見据えてくる。

「始まりの犠ぎ牲せいを怖れている協会には何もできない。だから、僕が成す！　すべての神じん器ぎをこの手に収め、すべてのシステマをこの身に宿し、僕はこの世界を調律する」

　渉は折れかけた膝ひざをこらえて、制服の袖そでで口元をぬぐった。

　祭さい壇だんの方を見る。『一日之長』が示す時間は、十時四十八分まで進んでいた。

　──あと十一分。

「嘘うそだな」と渉は明夜に向き直った。

「何？」

「お前にそんなことはできない。自分でもわかってるだろ」

「意味がわからないな。何が言いたい」

　くっ、と渉は喉のどを鳴らして笑った。くっくっ……。

「俺おれがそうだったからわかる。嘘で隠しているのは、いつだって知られたくない真実だ。あばかれれば、必ず崖がけっぷちに追いつめられる」

　渉は語を継いだ。

「いつだったか、俺にはあざむくしか能がないと言ったな。だが、もうわかっただろ。すでに俺にはお前と張り合う力がある」

　片目を細めて、笑みを叩たたきつける。

「今となっては、それこそが俺とお前の絶対差だ」

　明夜の眉まゆがひそめられる。ハッタリのつもりはない。

　それでも正確には、永遠に張り合える力ではない。明夜は幾十幾百もの機き能のうを思うがままに振るい続けることができる。それを迎撃できるといってもこちらは常に後手後手だ。明夜が無数の弾丸を放てば、いずれかならず跳ちよう弾だんした一撃がこの身体からだに突き刺さるだろう。

　頭脳と機能を振り絞ってギリギリまでその時を引き延ばし、いずれ来たる無む二にの勝機を突く。

　それが、俺に唯一残された道だ。

「俺おれがお前の化けの皮を引き剥はがすのが先か、お前が俺を倒すのが先か」

　右足を引いて、明めい夜やを見据える。

「これはそういう戦いだ」

　明夜は握り締めた手を引いて、右の手を前に突き出して構えた。

「コソ泥ごときに引き剥がせるのなら、僕の衣もその程度ということだ」

　今度は渉わたるの方から、打って出た。ある一つの推論をもって明夜の懐ふところに飛び込み、そのこめかみに右のフックを叩たたき込もうとする。すると、それをはるかに超える速度で、明夜に右腕をつかまれて、押さえられたところで高速の裏うら拳けんで顔面に打ち払われた。

　たたらを踏むまもなく、明夜の後ろ蹴げりに胸を打たれて吹き飛ばされる。

　ガラスの塗まみれる地面に手をついて、痛みと引き替えに跳はね立ち上がって、渉は明夜を視界に入れた。一時でも目を離はなしたらそれで終わりだ。

　事実、明夜はすでに渉のすぐ前方に肉にく薄はくしていた。ロザリオをつかんで姿を消す。標的を見失った明夜の掌しよう底ていが、渉の側頭部すれすれをかすめた。

　ちがう、と渉は思った。減速機能でもなかった。加速に対する加速がダウトなら、対抗機能は相手を減速させるものではないかと思ったのだ。だが、この仮説も正解ではなかった。

　速くなる相手に対して、速度制限以外で対抗する方法。凄すさまじい速度で近づいてくる相手をいなす方法。避よけられない、つかまえられないとすれば──そこで、渉はふと察した。推察の手掛かりは、つい数秒前に自分自身が無意識に実行した対処法だった。

　ところが、その論理的思考によって機能継続の集中が乱れて、透明化していた渉の姿が虚こ空くうから現れる。それを見つけた明夜が地を蹴った。

　直後、渉の胸を、明夜の拳が貫いた。だが、肉を突き破ったわけではない。渉の姿を作っていた幻影がかき消えて、幻を囮おとりにして明夜の側面に回り込んだ本物の渉が現われる。

　渉は全体重を乗せる勢いで、動きの止まった明夜の側頭部に右の上段蹴りを叩き込んだ。炸さく裂れつ音おんに似た打撃音が弾はじけて、明夜は大きく身体からだをのけぞらせて後ろに下がった。しかし倒れずに踏みこらえ、乱れた前髪の奥からこちらを睨にらみ上げてくる。

「お前が言っているのは奪う側の理屈だ」

　渉は詰めた息を大きく吐いて言った。「たまには奪われる側に回ってみろ」

　いくら速く機動したところで、目標を見失っては意味がない。高速で飛ひ翔しようするミサイルに対する囮デコイのイメージだった。相手を誘い、あえて引き寄せることで迎撃する。その推理とともに発動したのは、幻を生む分身の能力だった。四よつ名なは『二に重じゆう人じん格かく』といったところか。

　それでも、明夜はふたたび加速の機き能のうを使って一気に飛び込んできた。唇くちびるの端ににじむ血をぬぐおうともせず、見開いた双そう眸ぼうは渉しか見ていなかった。

　渉は分身の幻影を生み出して、消えた姿で明夜の後ろに回り込んだ。そして、明夜の蹴り足が幻影を散らすと同時に、顕けん在ざい化かしたその身で踏み込んで拳を突き出す。

　だが、それは明めい夜やが仕掛けた罠わなだった。

　渉わたるの動きを読み切っていたかごとく明夜が振り向く。彼は渉の拳こぶしをかわすどころか、まっすぐ突っ込んできて、渉の拳を左の掌てのひらで受ける。反動なく食い止められる。

　はたと気付く。そうだ、明夜にはこの機き能のうがあった。今さら察しても手遅れだった。先を取られた。拳を払われて、がらあきになった懐ふところに飛び込まれる。明夜は右の手で渉の首をつかむやいなや、地面を蹴けりつけた。空いた左の手を広げると、その指先から腕を伝つたい奔はしった光が明夜の背中で澄すんだ音をたてて弾はじけ飛んだ。巨大な光の片かた翼よくが生まれ出で、二人分の身体からだをぐんと力強く押し出す。低空で飛ひ翔しようして、宝物庫の光景がまたたくまに後ろに流れる。

　次の瞬しゆん間かん、全身がバラバラになるような衝しよう撃げきが背中から襲おそいかかってきた。明夜の翼つばさによる高速飛翔で、『一いち日じつ之の長ちよう』を奉まつる祭さい壇だんに背中から叩たたきつけられたのだ。重い音が響ひびいて、伝でん播ぱする衝撃に地面に積もるガラスの塵ちりが舞い上がった。奥歯をかみしめてもこらえきれず、かはっとうめき声がもれ、四し肢しの自由が利きかなくなった。殴り返したいのにできない。

　目だけ動かして見下ろすと、明夜が渉の首根をつかんだまま睨にらみ上げてきていた。

「僕がくりだす機能のすべてを君が理を以もつて打ち砕くなら、この翼が君をあざむく僕の一手だ」

　光の飛ひ沫まつをくゆらせる左翼を高く突きあげて、明夜は薄うすく唇くちびるに弧を描いた。

「もぎとってみせろよ、コソ泥」

　首をつかんだまま、祭壇から引き剥はがされて投げ飛ばされる。中空に身体が浮き、逃げ場のないところに例の翼つばさで明めい夜やが突っ込んできた。腹に蹴けり足を食い込まされたまま地面に突き落とされる。
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　加速だけじゃない。今度は重力すら無視して、渉わたるが息つく間もなく飛来してくる。重力加速を乗せた加撃に押し戻されて、みるみる祭さい壇だんから突き放されてゆく。

　体勢を立て直して、カウンターを叩き込もうとしても、衝しよう撃げきを吸収する掌てのひらにその力を吸収されて一いつ矢しすら報むくいれない。

　加速と飛行をつかさどる翼のシステマ。対抗機き能のうは何だ。重力を操作して相手を地面に叩たたき伏せる？　こちらも空中機動の力を得て滞たい空くう戦せんに持ち込む？　思いつく限りの対抗策を脳裏に描いてみるがこの肉体を支配する機能の部品は何ら反応を示してくれない。

　この翼は君をあざむく一手だと明夜は言った。しかし、偽いつわりの翼だとしても現に彼の片かた翼よくは翼としての機能を果たしている。何が偽りなんだ。この翼のどこに嘘うそが隠されている。

　苦し紛れに回し蹴りを放つと、明夜は羽根をはためかせて後ろに飛び退のいた。

　拳を固めて追いかけようとしたが、明夜は片足を着地させるやいなやふたたび片翼を羽は撃ばたかせて再接近してくる。まずいと察して飛び退こうとしたが、それはできなかった。

　横に跳とぼうとした身体からだが、がくん、と後ろに引かれてつんのめったからだ。その隙すきに、明夜は眼前まで迫っていた。渉を捕らえようとしてきた明夜の右手を、上体を振って咄とつ嗟さに回避する。だが、すかさずその場で急きゆう旋せん回かいした明夜の左の手が、渉の胸むな倉ぐらをつかんで捕らえた。

　──直後、妙な現象が起きた。眩まばゆく天を突いていた明夜の左翼が、腕を逆流して、渉の四し肢しにそのまま溶け込んだのだ。全身が、軽くふわりとした浮遊感に包まれる。

　光の翼が──俺おれの身体に流れ込んできた？

　一いつ瞬しゆん、互いの動きが止まる。だが、彼はすかさず右手側に翼に展開させ、地を蹴った。またたくまに天井付近まで二人の身体が舞い上がる。

　遠く離れた大理石の床を目まの当たりにして、最悪の可能性を思い浮かべる。だが、想像は正解だった。明夜は右翼をひるがえして、今度は地上に向かって鋭角に急落してゆく。

　空を裂く音以外何も聞こえなくなる。後ろを向く。地面が近づく。

　まずい。明夜の腕をつかんで引き剥はがそうと手をのばす。だが、その指先は強い風圧によって揺らいでまともに動かない。空くうをつかむ。

　がくんっ、と強い衝撃に右腕が引っ張られた。引っ張られたのは、空をつかんだ右手だった。筋肉が引きちぎれるかのような反動が走って、空中で急制動する。

　次の瞬間、渉は、明夜の拘束から逃れて空中を舞っていた。わずか眼下に明夜の姿があった。何が起きたのか把握できぬまま、渉が咄嗟に片足で着地して体勢を整えるのと、標的を失った明夜の左手が硝子ガラス塗まみれの地面に叩きつけられたのは同時だった。

　途と端たん、宝物庫が轟ごう音おんとともに激震した。床の大理石が破は壊かいの悲鳴をたてて隆りゆう起きして、それにともなって柱までもがひびわれ、さらには天井が歪ゆがみ、崩くずれてゆく。

　ただの地じ震しんでないことはすぐわかった。隆りゆう起きする地面の中心で、明めい夜やが凄せい絶ぜつにうめきながら目を見開いて、歯を食いしばっていたからだ。明夜が力任せに地面から左手を引き剝はがすと、ようやく宝物庫の激震は治おさまった。激しく喘あえぎながら、こちらを睨にらんでくる。

　彼の唇くちびるからは、ダメージも受けていないのに一筋の血が伝っていた。

　……なんだ？　と渉わたるは眉まゆをひそめた。

　こいつ、今……翼つばさの生はえていない方の手で、何をしたんだ？

「次は逃がさない」

　明夜はそうつぶやくやいなや、再び足を蹴けった。左手から光の翼を爆ばく象しようさせて、そのエネルギーで推進するように急速接近してくる。右手を伸ばして、こちらを捕らえようとしてくる。

　──右手だ、と渉は確信的に思った。

　今まで翼にばかり注目していたが、逆の手にこそ何かがある。思えば、さっき羽根つきの左手でつかまれたときは、俺おれは吹き飛ばなかった。渉は、あえて前に出た。これは、賭かけだった。寸前のところで、明夜の右手首をつかんで引き止める。加速の圧力に押されて、スニーカーが音をたてて滑すべる。だが、さきほどとはちがってついに食い止められた。

　……やはり、止まった。しかも、こいつ……。

「お前……」

　渉は消していた姿を現して、鼻先で停滞した明夜を上うわ目めで見据えて言った。

「やけに軽いな」

　明夜ははっと息を飲んで、左手でこちらの喉のどをつかんできた。明夜の右腕を手放すつもりはなかったが、それはかなわなかった。明夜の左手でつかまれた途と端たん、爪つま先さきが浮くような浮遊感とともに根こそぎ筋力を奪われたからだ。

　右手に噴出した圧力で後ろに跳とばされて、渉は宝物庫の柱に背中から叩たたきつけられた。だが、不思議と苦痛は感じなかった。突破口と引き替えなら、安い衝しよう撃げきだと思った。

「……そういうことか」

　渉は、折れそうになる膝ひざを支えながら言った。今や呼吸にすら痛みが伴う。面を上げると、明夜が怪け訝げんな表情をしながら、こちらを見下ろしていた。

　同じ感覚だった。さきほど、光の翼のエネルギーが身体からだに流れ込んできたのと、今しがた左手で捕らえられたときに覚えた浮遊感は全く同じだった。しかも、よく知る感覚だ。

　明夜は先程から、左右の翼を交互に展開している。だが、なぜ片かた翼よくずつなのかずっと気になっていた。彼は、同じ機き能のうを左右の手で組み合わせて使っているのだ。翼手は当然、飛ひ翔しようのために。そして、翼なき手の役目は、その手で標的の体重を奪い、空中に持ち上げることにある。

　それはまさしく、俺が最も敵対したあのシステマの機能そのものだ。

　さっきのあのつんのめるような感覚、そして、明夜の墜つい落らくから逃れた時の空くうをつかむ感覚。あれこそが、対抗機能の正体だ。

　苦痛を押し殺して今度はこちらから打って出る。明めい夜やは動かない。どうせまた受けきれると踏んでいるのだ。お望み通り真っ正面から拳こぶしを突き出してやる。明夜が構えた掌てのひらにそのまま拳を押し込んで弾はじき飛ばしてその顔面に一撃を叩たたき込む。やはり今度は吸収されなかった。

　光の翼つばさの正体も、この衝しよう撃げき吸収の機き能のうもからくりは全部同じだ。明夜のトリックは暴あばいた。そして、光こう翼よくに対するアンチシステマの存在も。

　明夜は小さくうめくと、浮力の片翼を羽ばたかせて後方に飛んで距きよ離りをとった。

　そう、あれは『浮力』のエネルギーを練り上げて作り出した翼。先ほど、明夜が地面に手をついてフロアの床が隆りゆう起きしたのは、偶然にも最大出力の浮力が流れ込んだためだ。そしてその浮力を自分自身に作用させて飛ひ翔しようさせるのが、あの光の翼の役目。さらにそのエネルギーを物体に流し込むと、その物は浮力に包まれて、擬似的に体重を奪われ、軽くなる状態になる。

　あるいは、四よつ名なを思い起こせば、このシステマにとってはおそらく前者──翼を作り出す機能こそが本来の能力なのだろう。

「そういえば……桂かつら木ぎもそうだったな。あいつに投げられて、凄すさまじい速さで飛ばされてた。お前は……」

　渉わたるは口こう端たんを歪ゆがめて語を継いだ。

「それと同じことを、自分自身にしているってことか」

　渉は空中に手を伸ばして、五ご指しで空くうをつかみとった。掌の中で固体化させた空気を手がかりにして、みずからの身体からだを思い切り押し上げる。遠心力に任せて大だい跳ちよう躍やくして、明夜に一気に迫ると同時に身体全体を振り回して袈け裟さ懸がけの蹴けりを叩き込む。明夜はそれを腕で受け、睨にらみ付けてくる。

　そもそもからして勘違いしていたのだ。おそらくは本人でさえも。あいつの機能は〝物を軽くする機能〟ではなく──

〝物を翔とばす機能〟

「結ゆい月づきスバルの機能」と明夜は鉄の味を覚えながら言った。「『天あまノの羽は衣ごろも』の力か」

　明夜の目が大きく見開かれ、そしてまもなく鋭く細められる。右の手で渉の首をつかんで、一気に体重を引き抜いてきた。そして、片かた翼よくの羽は撃ばたきをもって急上昇する。

　また俺おれを墜つい落らくさせるつもりか。

　だが、そのためのアンチシステマだ。渉は明夜の首筋をつかんで、身をのりだして相手の左肩に展開された光の翼に指先を伸ばした。その根元をわしづかむ。

　物質に浮力を与える『天ノ羽衣』。それに対する対抗機能の名は、『徒と手しゆ空くう拳けん』。その機能は──この手に触れる「空気」を、自由自在に固体化させられる能力だ。

　浮力を流し込まれて投げ飛ばされれば、空をつかんでホバリングする。浮力で衝撃を相殺されるなら、モノとして干渉できない空気の壁をまとわせた拳を叩き込む。そして──

　固体空気をまとわせた拳で明夜の翼を握りつぶして、浮力の流れを強制遮しや断だん。喉のどの奥でうなりながら手を払うと浮力の光は千ち々ぢにひきちぎれて、空中に飛散して溶けて消えた。

　明めい夜やの表情にはじめて愕がく然ぜんの色が浮かぶ。その首をつかみ返す。

「まずは薄うす皮かわ」

　と、渉わたるは肺の底から声をしぼりだした。明夜の肩越しの空気をつかんで、それを取っ手代わりに地上に向かって身体からだを押し出す。

　明夜はとっさに翼つばさを展開しなおそうとしたが、間に合わなかった。みるみる地面が迫って、直後、明夜をクッションにして大理石の上に真っ逆さかさまに急落した。幾いく重えにもかさなる甲かん高だかい破は砕さい音おんとともにガラスの海が円形に吹き飛んで、明夜の身体が反動に跳ね上がった。

　本来ならもう動けなくなってもおかしくない。だが、明夜は悲鳴一つ上げずにすぐさま片かた翼よくを展開して、渉を蹴けり飛ばして後ろに飛び退のいた。着地するやいなや片かた膝ひざをつく、骨の二、三本は折れているだろうが、それでも翼を広げて立ち上がる。明夜は自分の重さを浮力で支えて、なんとか両足を地面についているのだ。

　明夜の口が動いたが、何を言ったのかはわからなかった。自分の呼吸音しか聞こえない。渉はもう、身構えなかった。

　渉は明夜ではなく、彼の背後を見ていた。その先には、祭さい壇だんがあった。反転した時を刻む『一いち日じつ之の長ちよう』の針は、十時一分を指している。秒針は、今まさに五秒を回った。

　深くうなだれ、肩で息をしながら、渉は右の手を握り固めた。先ほど、明夜の顔面を殴り飛ばしたときと同じように固体空気を拳こぶしにまといつかせる。

　明夜の体勢がぐぐっと力をたくわえるように低くなる、そして、口こう腔こうを開け放っての咆ほう哮こうとともに両翼を展開して低空から急速接近してくる。すべてをかなぐり捨てた最大級の加速だった。バックドラフトの風圧で、明夜の後方のガラスが一斉に吹き飛んだ。

　あと三秒。

　双方の距きよ離りがみるみる近づいて、間合いに入る。

　あと二秒。

　明夜が拳を掲かかげて渉の鼻先に踏み込み、光散らす両翼を後方に突き出した。翼の圧力に押されて、明夜の身体が前に出る。

　その瞬しゆん刻こく、明夜の粒子の翼が弾はじけ飛んだ。渉の力ではない。

　まともに立つことすらできない明夜の身体は、翼を失ったことによって大きく揺らいで、なんとか前に出しただけの拳こぶしが、身じろぎすらしなかった渉の頬ほおをなでる。

　──十九分。

「舞踏会は終わりだ」と渉は言った。「シンデレラ」

　崩くずれ落ちる明夜の横っ面つらめがけて、全ぜん霊れいの力を込めて腰の回転で拳を解き放つ。明夜の頬にねじこんで、全体重を押し込んで、叩たたき落とすように振り抜く。

　力を失った明夜の身体は、強く大理石に叩きつけられ、ひび割れた地面の上を転がった。顔も上げられずにうずくまった明めい夜やの口から、かすかなうめき声が聞こえてくる。

　っは……。

　両腕をだらりと下げて、渉わたるは大きく天井を仰あおぐようにして息を吸い込んだ。もう、ガラスは頭上を舞っていなかった。

　祭さい壇だんを見ると、『一いち日じつ之の長ちよう』はちょうど十時を刻んでいた。

「……あと一分一秒早ければ、お前にもまだ勝ち目はあったかもな」

　渉はささやくように言った。

「いつから……」

　苦しげな声がした。見ると、明夜が肘ひじでなんとか身体からだを押し上げようとしていた。

「いつから気付いていた」

　問われて、渉は鼻で笑った。

「この場所でお前のコードネーム候補がシンデレラだと聞いて、納得いかなかった。お前みたいなプライドの化物にシンデレラなんて、似合わないにも程があるからな」

　昨夜の同じ時間、明夜とは生徒寮の屋根の上で笑い合っていた。けれど、不思議と遠い記憶には感じなかった。まみえるべくして相まみえた。そんな気がする。

「だが、昨日の夜を思い出してすぐに察した。あのとき、どうしてお前は結ゆい月づきの羽根を使わずに自分の足でテラスを下りなかったのか……。

　お前は、ただ歩きたい気分だとかほざいていたが、ちがうだろう。お前の機き能のうは……」

　ブレザーの内ポケットから、牛うし丸まるのロレックスをとりだす。

「一日限りのシンデレラパーティーだ」

　ロレックスを、明夜の足あし下もとにほうりなげてみせる。乾いた音をたてて滑すべり、止まったその時計盤にはこう示されていた。

　──零れい時じ二分。

　明夜の表情が驚おどろきから、すべてを悟ったような苦笑いに変わってゆく。

「化けの皮は剥はいだぞ」

　そう告げた途と端たん、くらっと意識が歪ゆがんで、膝ひざをつきそうになった。だが、まだ倒れるわけにはいかない。一人の宿敵として、明夜に引いん導どうを渡してからだ。

　足を引きずるようにして、明夜に一歩近づく。

　靴音もなくそれを阻はばむ人影があった。

「お迎えに上がりました、明夜様」

　緩ゆるみかけていた意識が唐とう突とつに引き締められる。

　明夜を守るように立ちはだかったのは、白いスーツの人影だった。肩で息をして、あれほど清潔だったスーツはぼろぼろだ。片腕にはぐったりとした牛丸を抱えている。

「御み堂どう……」明夜はつぶやいた。

「日付が変わる前には来ようと思ったのですが、邪じや魔まが入りまして」

　御み堂どう公こう一いちは、明めい夜やの肩をつかんで抱き起こした。いい、と言って明夜がその手を押しのけると、失礼しましたと御堂は目を伏せてつぶやいた。

　ただ立っているだけでもやっとだろう。それでも明夜は渉わたるを見据えて言った。

「僕は王として、帝みかどとして……かならずこの手で君を倒して、真の資格を得る」

　渉は舌打ちした。あいかわらず傲ごう慢まんなやつだ。

「お前の踏み台代わりにされてたまるか」

　明夜はふっと目もく笑しようした。また憎まれ口かといわんばかりの呆あきれ顔だ。

　御堂は足あし下もとのロレックスを拾い上げると、口を挟はさんできた。

「もうじき灰はい谷たにと乙おと旗はたがここにやってきます。手負いですが、まだ充分動けます」

「……わかっている」

　明夜は表情をひきしめて、重い踵きびすを返して出口へと歩き出す。渉がそれを追おうとして靴を前に運ぶと、御堂がそれを制するように前に出てきた。

「君の出番はもう終わりだよ。あきらめろ、『臨機応変アンチシステマ』」

　御堂はまぶたを強く伏せ、そして瞳ひとみを大きく開け放つ。

　静電気の風が全身を駆け抜けてゆく。システマを展開された。たしか名前は『再思三考バーズヘツド』。朝あさ宮みやいわく──三歩歩くと記憶を失うシステマだ。

　御堂はふところから、金色の輝かがやきをとりだした。

「『一いち日じつ之の長ちよう』のこともな」

　金色の懐かい中ちゆう時計。

　祭さい壇だんに近づいてすらいないのに、いつのまに。

　それを問うている暇はない。残る力を振りしぼって地を這はうように駆け出す。だが、三歩刻んだその瞬しゆん間かん、御堂の姿は、明夜とともに宝物庫の戸口まで遠ざかっていた。

　チッ。

　渉は舌打ちした。

　だが、御堂の『再思三考』とてシステマの一つだ。歩いたら記憶を失う機き能のう。

　それならば、対抗する手段は簡単だ、すなわち──

　ただ歩かなければいい。

　大きく一歩、足を前に出してすぐ察する。ビンゴだった。『徒と手しゆ空くう拳けん』とは逆に、今度は足で空を噛かむイメージだった。大きく空中の力りき場ばを蹴けり出すと、一瞬にして自分と御堂との距きよ離りが埋まった。御堂の薄うす笑わらいに蹴りをかませる位置まで近づく。四よつ名なをつけるなら『羽う化か登とう仙せん』。サーフィンをするように滑すべり込んだ速度を殺さぬまま、有無を言わさず蹴りを放つ。

　両手のふさがっている御堂には止められない。靴底から発せられる圧力によって白く細い雲がうみだされて、その雲が蹴り足の軌道をなぞる。

　眼下で、クスッと笑い声が聞こえた。

「へえ、これが『再思三考バーズヘツド』に対するアンチシステマか」

　御み堂どうは伏目がちに薄うす笑わらいしながら言った。

「二歩しか歩けないなら、そもそも歩かなければいい……ね。なるほど、理にかなっている」

『一いち日じつ之の長ちよう』をつかんだ手を、渉わたるに向かって掲かかげながらだった。渉の身体からだは、空中で留められていた。蹴けり足は空を蹴り、わずかに御堂には届かなかった。

　着地して、すぐ後ろに下がる。

　何だ……？

　ふたたびの空中機動で飛び込んで、今度は拳こぶしを出す。だが、さっきと同じだった。見えない壁のようなものにやんわりと押し返されて、御堂の懐ふところに飛び込めない。

　明らかに『再思三考』の機き能のうとはちがう。まさか──

　こいつ、システマを複数持っているのか。

「部品がいっぱいあれば、装置の二つくらい作り出せて当然だよね……」

　くすくすと御堂は笑った。

「プロは嘘うそすらつかない。ヒントさえも与えないんだよ、アマチュア君」

　御堂が一歩、前に出てくる。とっさに距きよ離りをとろうとするが、できなかった。今度は近づけないだけではなく、後ろにすらさがれない。

　渉は見えない力のクッションに挟はさまれて、動けなくなっていた。御堂は、掲げたままの右手の指先で、そっと渉の額ひたいを押す。

　次の瞬しゆん間かん、渉は祭さい壇だんのすぐ足あし下もとまで吹っ飛ばされていた。

　背中から段差に叩たたきつけられて、思わず咳せき込む。なんとか身を起こすと、御堂はすでに戸口の方に身体を向けて、踵きびすを返かえさんとしていたところだった。

「これは先輩からのアドバイスだ。手の内はそう簡単に明かすものじゃない。原理がわかれば対応もできる。最強の矛ほこになりうる明めい夜や様、最強の盾たてになりうる君の能力とてね」

　あれを奪わせるわけにはいかない。渉は手をついて、なんとか身体を前に出す。だが、無理だ。絞り出す力すら残っていない。待てとさけぶ。御堂は笑み混じりに宝物庫の戸口をくぐって、闇やみの中にその姿を溶かさんとした──

　そのときだった。

　御堂の背後の闇を切り裂く光があった。

　明夜の、そして御堂のかたわらを駆け抜ける一条の光だ。それは一直線にまっすぐ低空を伸びて、旋せん風ぷうをまとってまたたくまに渉の後方まで飛来した。ガラスの塵ちりをズシャッと掻かき散らして、急制動する。……っは、と光の主が薄く笑う。

「──こういう力なら、ちょっとは好きになれそうかな」

　結ゆい月づきスバルは、伸ばした右手から光の片かた翼よくを広げて、左の手に『一日之長』を握りしめながらクスッと笑みをこぼした。だが、その顔はたちまち歪ゆがんで、膝ひざを折って崩くずれる。……連発はできそうもないけど、と彼女は吐息のようなかすれ声でつぶやいた。

　一いつ瞬しゆん、呆ほうけた御み堂どうが苦々しそうにこちらに足を踏み出そうとする。

　それを制したのは明めい夜やだった。

「構うな、御堂。捨て置け」

「しかし、明夜様」

「時間切れだ。二人分の足音が聞こえる」

　明夜は眉まゆをひそめてうめくと、御堂に向き直った。

「牛うし丸まるも、時計も守りながら、四人と渡り合えるつもりか？　……今の僕は足手まといだぞ」

　明夜は痛みに揺らいでいた声を、凜りん然ぜんと引き締めて言った。

「今は一刻もはやく、君も、牛丸も、五体満足で生き延びることを優先しろ。僕の敗北の尻しりぬぐいを君たちにさせるわけにはいかない」

　行け、と明夜は命じた。御堂は表情を変えずにこちらを見返っていたが、やがて腕の中の牛丸に視線を落として、名な残ごりを振り切るようにスーツをひるがえした。

　明夜の横を通り過ぎて、先さきんじて暗くら闇やみの道に進んでゆく。

　しばらくの静寂が落ちた。

　ただ独ひとり残った明夜の唇くちびるがわずかに動きかけたが、すぐに固く閉ざされた。靴音を鳴らして、彼はこちらに背中を向けようとした。

「何度だって止めてみせるから」

　静けさを破る声。

　それは、スバルの発した言葉だった。

　明夜は何も言わなかった。立ち止まることなく、宝物庫の外へと消えてゆく。

　ただ……。

　明夜が後ろを向く寸前、わずかにのぞく口元が笑みを作ったように見えた。

　怪盗としてまた会おう。

　スバルと、そして、誰だれよりも渉わたるに向けて、そう告げられた気がした。

　軽い重みを背中に感じた。顔を動かして見ると、膝を折ったスバルが力なく寄りかかってきていた。口をかすかに開いて、苦しげに息をしている。

　こっちもこっちで最後の力を振り絞ったのか。

　何かを言おうと思った。出てきたのはこんな言葉だった。

「……何度やっても、今のお前に勝ち目はないぞ」

「わかってる」スバルは言った。「でも、強くなるから。神かみ代しろくんより、あんたよりも」

　はあっ……。

　彼女は細く息を吐いた。

「……さっき、少しびっくりした」

「何？」

「あんたが謝あやまるなんて、はじめてのことじゃない？」

「俺おれがいつ謝った」

「宝物庫の前で、すまないって。小さい声だったけど、聞こえてた。だから、私の方もつられてあんなこと口走っちゃったけど……」

　スバルは小さく唾つばを飲んで、口を開く。声はほとんど消え入りかけていた。

「ぜんぶ忘れて。さっきの無しだから」

　スバルの声がひどく遠くに聞こえてくる。まぶたが重くて、自然と閉じてゆく。

　渉わたるは瞳ひとみを伏せた暗くら闇やみの中で言った。

「何も覚えてない」

　無言。

　沈ちん黙もく。

　そして、スバルは笑った。

「嘘うそつき」




　懐なつかしい呼び声が聞こえた気がして、瞳を開くと、灰はい谷たに雅まさ之ゆきがのぞきこんでいた。一いつ瞬しゆん、思い浮かんだ数年前の彼よりも、少し年をおびて、凄すごみが増していた。口こう端たんには血が固まっている。

　結ゆい月づき雛ひな子こは、二度まばたきをしてから言った。

「……先生？」

　灰谷はうんざりしたようにつぶやいた。

「いつまで学生気分だ」

　雛子は大理石の上に倒れていて、灰谷はそのかたわらで跪ひざまずいていた。灰谷は雛子の無事を確認するやいなや黒の棍こんを杖つえ代わりに立ち上がると、早々に歩いていく。

　雛子が倒れているのは宝物庫前の狭きよう路ろの途中で、常磐ときわ石いしの扉がすべて開いていた。わけもわからず灰谷の後を追っていくと、庫内の戸口で校長の乙おと旗はた衛えい次じが待っていた。

　乙旗は、祭さい壇だんの前を見つめていた。硝子ガラス塗まみれで、無数の神じん器ぎが倒れて、破は壊かいされ尽くした宝物庫の彼方で、二つの小さな陰がぽつんと重なり合っている。

　渉とスバルが、二人ともぼろぼろの格好で背中を合わせて、目を閉じていた。彼等のかたわらに転がる金色の懐かい中ちゆう時計の中では、三本の針が逆回りに回っていた。

　かすかな針の音が、いつまでも静かに響ひびき続けていた。







　　　エピローグ




「僕だって女性の肌に興味くらいはある」

　テーブルの向かい側に座る朝あさ宮みやが突然、そんなことを言い出した。朝の食堂だった。

　何を言っているんだ、こいつは……。

　渉わたるは憂ゆう鬱うつな気分になりながら、サラダを口に押し込んだ。朝宮が身をのりだしてくる。

「そこでだ、渉。きみのロザリオを使って一度、女子更衣室に」

「頬ほお骨ぼね砕くぞ」

　渉は、朝宮の言葉をみなまで聞かずに、うなるような声で言い返した。箸はしをくわえたまま、上うわ目めを剥むいて睨にらみつける。朝宮はとたんに怯おびえ顔になってちぢこまった。

「そ、そんな怖い顔をしなくてもいいだろう。男子なら一度は抱く夢じゃないか……」

　朝宮先輩、とスバルがジト目で口を挟はさむ。

「そのロザリオ、一応そいつのお兄さんの形見ですよ」

「はやく言ってくれたまえ！」

　ガタンと音をたてて朝宮は立ち上がった。焦あせり顔でうろたえる。

「先輩、知らなかったんですか？」

「まったくの初耳だよ。お兄さんがお亡くなりだという話もはじめて聞いた」

　思い返せば、朝宮とちゃんとそういう話をした覚えはなかった。ただ自分は杉すぎ崎さき八や尋ひろではなく、能力者でもないと言っただけだ。

　だが、と渉は思った。椅い子すを引いて、席から立ち上がる。

「付き合ってられないだけだ。のぞきたければ、一人で小さな分身でも作って送り込んでろ」

　ああ！──と納得顔の朝宮を置いてトレーを片付けに行く。まさか本気でやる気じゃありませんよねと低い声で詰問するスバルの声を背中に聞きながら、食堂を出いでる。一足先に相部屋に戻って、適当に勉強用具を鞄かばんに詰め込む。

　まだ人の少ないキャンパスに出て、新校舎に向かう途中、空中通路にさしかかった。立ち止まって、遠くの創立記念館を仰あおぐ。記念館の入口と、そして大階段のふもとにはまだ立ち入り禁止のテープが貼はられている。修しゆう繕ぜんはもう少しかかりそうだった。

　マスカレード・サーカスによる──怪盗協会の各拠点同時襲しゆう撃げきは、失敗に終わった。

　あの日の夜、森もりノの宮みやからの連絡によって、協会はサーカスの奇襲を迎え撃うった。それぞれが『抑止力の神じん器ぎ』を守る中、敵陣営は撤てつ退たいを始めたのはちょうど『一いち日じつ之の長ちよう』の奪取に失敗した明めい夜やと御み堂どうたちが森ノ宮を逃れてしばらくしてからのことだった。

　計画に破は綻たんが生まれたのか、それとも明夜の号令があったのかはわからない。乙おと旗はたはただ協会はこの危機をしのいだと集会の壇だん上じようで告げたのみだった。そして、明夜を擁ようする神かみ代しろ本家はもぬけの殻からとなり、彼かれ等らの行方ゆくえはいまだわかっていないとのことだ。

　あの事件以降、しばらくのあいだは通常授業がストップしていたが、今日からようやく再開する。入学以来、正式な授業を受けるのは今日が初めてだった。

　誰だれもいない空中通路に風が吹いた。その風を追うように、森の社やしろの名を冠かんされた学舎を見渡す。本当なら、ここに立っているのは兄さんだった。

　俺おれが怪盗になって、お前を馬ば鹿かにしたやつら全員を見返してやるよ。

　遠い昔、親も寝静まった夜に誓ってくれた兄さんの言葉だ。そう言ってくれた兄さんを大ホラ吹きにさせたくなくて、ただそれだけでここまでやって来た。

　いつも前を行っていた兄さんの隣となりに並べた気がする。

　万感の思いを込めてあと一歩、前に出る。

　兄さんが、あの不敵な笑顔でハイタッチしてくれた気がした。




　数日ぶりの新校舎に入ると、昇降口で結ゆい月づき雛ひな子こと出くわした。

「杉すぎ崎さきくん」

　雛子はいくつかのファイルを小こ脇わきに抱え、歩みよってくる。

「ちょうどよかった。昨日お伝えしたもの、持ってきているなら今預かります」

　……ああ。

　渉わたるは鞄かばんから、古風な万年筆をとりだした。『永えい字じ八はつ法ぽう』だ。雛子が敵能力者の支配から逃れてからというもの、これを持って来いとうるさく言われていた。

　差し出すと、雛子はかっさらうようにそれを獲とった。

「言われたらはやく持ってきなさい。蹴けりますよ」

　あいまいに相づちを打って、雛子の脇わきを通り過ぎようとする。すると、肩をつかまれた。振り向かせられて、雛子は両りよう肘ひじを抱えながら言った。

「まだ話は終わっていません。差し出すものは、まだあるでしょう」

「差し出すもの？」

「あなたが無能力者であることを隠すために使っていた透明化の機き能のう。……傾けい国こくの神じん器ぎによるものですよね。それもふくめて提出してください」

　眉まゆを寄せる。

　そうか、そういえば……すっかり失念していた。こうなることは予測できたはずだった。

「神器の私的所有は禁止。そもそも、今のあなたにはもう必要ないはずです。もちろん、それをどうやって手に入れたのかも聞くつもりですが」

　雛子はじっと威圧するように目をのぞきこんでくる。

　渉が上う手まい口実を思いめぐらせながらふと胸のロザリオに視線を落とすと、

「そのロザリオですか？」

　雛ひな子こが言った。はっとして息をのむ。そして、目を閉じる。

　観念──するしかないか。

「ちがうわよ」

　下駄箱の方から声がした。雛子とともに振り向くと、スバルが、爪つま先さきでトントンと地面を叩たたいて上うわ履ばきを足に押し込めているところだった。

「そいつが使ってたのは、ロザリオじゃなくて小さな水晶玉みたいなやつ。神かみ代しろくんと宝物庫で戦ったとき、壊こわれて砕けたの」

「砕けた？」

「硝子ガラスがそこら中に散らばってたからわからなかったと思うけど、そうよ」

　スバルは、お澄すまし顔で渉わたると雛子のあいだを抜けて、階段を上ってゆく。それを目で追いかける雛子の顔がみるみる青くなっていった。そして、さけんだ。

「待ちなさい、スバル！　傾けい国こくの神じん器ぎが壊れただなんて、そんな大事……」

「おい」

　重い足音とともに、雛子の後ろに黒く大きな影がのぞく。灰はい谷たにだった。

「どうしてお前が『永えい字じ八はつ法ぽう』を持ち歩いているんだ」

　見返った雛子が、無言で硬直する。両手で『永字八法』を包み隠し、ゆっくり、ゆっくりとその顔が横にすべって、そのまま気まずそうにそっぽにそれる。

「……。これは」

「これは？」

「不可抗力です、せ……副校長」

　彼女が奥歯を噛かみながらそう呼んだ途と端たん、なぜか灰谷はとつぜん雛子の肩をわし摑づかんだ。三さん白ぱく眼がんを見開いて、ひどく険しく眉み間けんに皺しわを寄せている。鬼の形ぎよう相そうだった。

　ひっ!?──とかすれ声でうろたえる雛子。それを尻目に、渉は早々に雛子の前を立ち去った。早足で階段を上っていくと、先を行くスバルの背中が見えた。

　渉に気付いて足を止めて、スバルは見返って言った。

「どうせいつかばれることなんだから、あとは自分で何とかしなさいよ」

　鞄かばんを抱え直す。

　渉はスバルの顔を見つめながら口を開いた。

「お前はもっと真ま面じ目めな奴やつだと思っていた」

「真面目？」

　スバルは半笑いでくりかえした。

「……借りを返しただけよ。あんたじゃなくても、人一人くらい騙だませるわ。それに──」

　短いスカートをひるがえして振り向いて、スバルは小生意気に笑った。鞄を肩にかけ直して、そのしやなかな腰に片手を添える。

「嘘うそつきは泥棒の始まり、でしょ？」

　と、彼女は、笑みの唇くちびるで語を継いだ。

「これから怪盗を始めようっていう人間が、嘘の一つもつけないでどうするのよ」

　踊り場の向こうのガラス窓から朝日が差し込んでいる。

　鼻を鳴らして、段差に足をかける。

「あんな詰めの甘いやり口で得意になるな。お前のシステマは、怪盗の資格としてはふさわしいかもしれないが……」

　そして、スバルとのすれちがいざま、

「嘘つきを名乗る資格ライアー・ライセンスにはまだほど遠いな」

　渉わたるはわずかに目を細めて、嘘をついた。
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　あとがき




　皆さんこんにちは、市いち原はら秋しゆう太たと申します。

　私のデビュー後二作目の本著を手にとっていただいてありがとうございます。別ペンネームで出版した前作は散々な売上でしたが、今度こそ売れるといいなと思っております。

　あとがきを先に読むタイプの方のために、軽く本作のあらすじを紹介をしておきます。

　本作は『相手のついた嘘うそを現実にできる』能力を持つ根暗で貧弱な男子中学生の主人公・武たけるが、絶対に嘘をつかない純朴系武ぶ闘とう派はヒロイン・ナスカと出会って振り回されながらも成長していく物語です。《ライセンス》と呼ばれる能力者たちとの戦いの中で、武が、敵キャラの一癖も二癖もある性格をどう利用して戦っていくのかというのが本作の見所です。

　ライバルキャラ・御厨みくりやの『自分の言葉を真実にする』力をどう出し抜くかというのが本作の胆きもだったのですが、そこは担当さんと何度も何度も打ち合わせを重ねて戦略を練り上げたおかげで、かつてないどんでん返しのラストバトルができあがったと自負しております。皆様も、ぜひとも本編で血湧わき肉躍おどる至高の頭脳戦を体感してください。




　──なお、ここまでのあらすじは全部嘘です。

　以下は真ま面じ目めな後書きになります。




　今作においては、表紙折り返しのプロフィール文やペンネーム決めに無駄に四苦八苦した記憶が今脳裏によみがえってきています。我ながら本末転倒です。

　また、最後にこの場をお借りして本作出版に際してのご挨あい拶さつなどを。

　まずは担当絵師のモフさん。挿絵の仕事ははじめてということで、多分に苦労されたであろうとは思いますが、おかげでそれぞれのキャラに生命が吹き込まれました。

　次に担当のＹさん、Ｋさん。大勢の作家さんの担当でお忙しい中、本作の出版を後押ししていただきました。お二人の感性と助力がなければここまでは来れなかったと思います。

　この一冊に関かかわっていただいたすべての方々に心より御おん礼れい申しあげます。




　この本が、皆様にとって少しでも楽しんでいただける作品になっている事を祈ります。

　それでは本作の続編、もしくは別作品でお会いしましょう。





※ちなみに本著はれっきとした私のデビュー作です。
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市いち原はら秋しゅう太た

知らない町を散歩することが好きです。この前、千葉県の銚子市に出掛けて海を見てきました。人気のない夜の下町で小一時間道に迷いましたが、怖くなんてなかったです。……嘘じゃないです。

こんな作者ですが、今後ともよろしくお願いします。
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モフ

１９８２年生まれ。岡山県でイラストを描いて生きてます。

コーヒーが好きで、絵を描くときは常に飲んでいます。飲み過ぎで胃の中は真っ黒です。それはもう腹黒いです。
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